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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　北域の県都延えん声せいは、人口約三万三千人。

　延えん喜ぎ帝国に十二ある県都の中では少ないほうに入るが、人口密度が低い北域の中では最大級の規模を持つ城じよう砦さい都市である。

　軍事的に重要な拠点であるのと同時に重要な交易地であり、延声の街にある大きな市場は、多くの人々で賑にぎわっていた。

　日中は言うまでもなく、夜に入っても人が途絶えることはない。表から一本裏に入った色街に立ち並ぶ、赤い灯とう籠ろうを掲げた酒家の酔客や接待をする酌しやく婦ふの嬌きよう声せいを聞きながら夜の街をそぞろ歩くのが、この延声の街に住む人々の楽しみだった。

　だが、シムールが蜂ほう起きしたために延声の街の夜は一変した。

　家々のほとんどが窓を覆う板戸を閉めて静まり返り、広い大通りを歩く人の姿も無く、街は夜の闇やみの中に沈んでいた。

　延声の街はもうひとつの顔、つまり最前線を防衛する城砦として、運用されることとなったのである。

　市民には夜間外出禁止令が出され、理由なく外出した者はすべてシムールの内応者として捕らえられ、城じよう砦さいの中にある牢ろうに繫つながれることとなった。そして、備蓄物資の浪費を抑えるという理由で、酒場などに対する営業禁止命令が出され、食糧、油脂、燃料といった重要な物資は、販売量に制限がかけられていた。

　夜の街の中に灯ともる明かりは、城門の上と、市内の検問所に掲げられたかがり火、そして市内を巡回する兵士の持つ灯とう籠ろうだけだった。

　その、静まり返った延えん声せいの街の裏通りを、一台の馬車がゆっくりと進んでいく。

　蹄ひづめの音をたてないためなのだろう、馬の足の先は厚手の布で包まれている。

　馬車の前には白地に赤い丸を描いた小さな灯籠を掲げているだけで、明かりらしいものは他に灯していない。

　高級官かん僚りようたちが住む城に近い住宅地と商人たちが住む下街との間に設けられた検問所では、灯籠の下で兵士が見張り番をしていた。兵士は自分のほうに向かってゆっくりと歩いてくる馬車を見て、慌あわてて槍やりを構え、城門の詰所の中にいた上官に向かって叫さけんだ。

「班長！　あやしい馬車が来ます！」

「馬車だと？」

　詰所から出てきた班長らしい年上の兵士は、詰所の脇わきで焚たかれているかがり火を遮さえぎるように顔の横に手をかざし、目を細めてその馬車を見た。

　──馬車の前に掲げられている灯籠に赤い丸……間違いない、上じよう尉いから聞いていた例の馬車だな……。

　班長は槍を構えている若い兵士に言った。

「大丈夫だ、通していい。あの馬車は特命を受けて、帝都に向かう馬車だそうだ」

「特命？　こんな夜中にですか？」

「ああ、シムールは夜は動かねえからな。夜のうちに動くんだそうだ。もっとも、夜はシムールが出ねえ代わりに、平原オオカミの群れが動きまわっている。どっちにしろ、危ねえ仕事に変わりはねえな」

「へえ、大変なんですね……」

　若い兵士はそう言うと、構えていた槍を立てて、目の前をゆっくり通り抜けていく馬車に向かって敬礼した。

　馬車は検問所の前を通り抜けて、下街の闇やみの中に消えていった。




　それから三日ほど過ぎた頃。延声を守備する帝国軍の司令部の建物の一角で、ちょっとした騒さわぎが持ち上がった。

　守備隊の補給物資を管理する主計部の調達課長が失しつ踪そうしたのである。

　体調不良を理由に、二日ほど欠勤を続けた後、何の連絡もないまま三日目も出勤してこなかったため、部下が官舎に向かったところ、官舎の家財道具ごと消えていたのである。

　この報告を受けた直属の上司である主計部長は考え込んだ。

　──敵前逃亡か？　いや、主計部の軍人が前線に出ることはない。我々の仕事は後方で、補給物資の確保や輸送を担当するのが仕事だ。

　いわば、軍隊で一番安全な場所にいるわけで、シムールが蜂ほう起きし、戦いを目前にしているとはいえ、職場を捨てて逃げるとは思えない。

　──と、なると……。

　主計部長は目を見開いた。

「課長が担当していた業務を洗い直すぞ！　何かとんでもないことをしでかしている可能性がある！」

「とんでもないこと？」

「ああ、そうだ、横領とか物資の横流しとか、立場や対面を捨てて夜逃げしなけりゃならんようなことをやっている可能性がある！」

　部長はそう言うと、自分の席を立って、失しつ踪そうした課長の机に向かった。

　そして、山のように積み上げられた書類と帳簿の山を指差して、その場にいた部下に命じた。

「今日きようは通常業務を中断し、ここにある帳簿と書類を全部点検しろ！　特に、備蓄している物資については、帳簿上で収支の数字が合っていても、よしとするな！　本当にその品物があるかどうか、倉庫に行って確認しろ！」

　主計部は大おお騒さわぎになった。

　部長の命令を受けて、守備隊の食糧備蓄倉庫にやってきた課員は、恐る恐る倉庫の扉を開き、中に足を踏ふみ込んだ。

　埃ほこり臭いというかひなた臭いというか、乾燥させた穀物特有の粉っぽい匂においが充満する倉庫の中には、穀物の入った麻袋がぎっしりと天井まで積み上げられていた。

「備蓄食料はちゃんとありますね……」

「ああ、扉を開けて、ここが空っぽになっていたらどうしようかと思った……もうすぐ応援の帝国軍がこの延えん声せいにやってくるのに、ここに食料が無かったらえらいことになるからな」

「調達部隊の泉せん野やとかいう中ちゆう尉いが軍資金だまし盗られたとかで、肝心の補給物資が調達できていませんからね……応援に来る帝国軍緑軍の分も、こっちで賄まかなわなけりゃならない。

　三万人の兵士が食う分の麦や米、それを煮に炊たきするための薪まきや炭、飲み水の手配……考えただけで気が遠くなりそうですよ」

　主計課の課員はそう言ってため息をついた。

「まあ、そうぼやくな。とりあえず、倉庫の備蓄食料は大丈夫だ、横流しされた気配は無い。さっさと帰って、上司に報告しようぜ」

　倉庫の確認に行った部下から、食料を横流しした様子は無いという報告を受けた部長は、目の前に積み上げられた帳簿を前に考え込んだ。

　──あの課長はベテランだった。補給物資の調達も配分も備蓄も、あの男一人ひとりでやっていた。私は彼を信頼して、まったくチェックしていなかった。

　あの男が裏金を作ろうとしていたのは公然の事実だ。この時代、公金を懐ふところに入れていない官かん吏りを捜すほうが難しいだろう。この延えん声せいでの任期を終えて帝都に戻ったときに、上役に贈る賄わい賂ろの額で、次の仕事が決まるのだからな。

　問題はその裏金の作り方だ。

　業務に支障をきたさないように裏金を作って、帳簿上でぼろを出すようなことが無ければ、私に責任が及ぶことはない。

　私は私で、彼は彼で、自分の権限の範囲の中でお互いに上う手まくやれる……そう思っていたから、私は何も言わずにすべてを任せてきた。今までそれで上手くやっていた。何の問題も無かったはずだ。

　……だが、あの男は、逃げ出してしまった。

　それはつまり、逃げ出さねばならないほどのことをやってしまった、ということになる。

　……いったい何をしでかしたのだろう？

　帳簿の突き合わせを始めてしばらくした頃、一人の主計課員が支出の中におかしなものを見つけた。

　課長は庭師が使う粒の揃そろった白砂と、玄米を精米した後の残りかすの「糠ぬか」と、麦を精白したときに出る残りかすの「ふすま」と呼ばれる粉を大量に買い付けていたのだ。

「……こんなもの、何に使うつもりだったんでしょう？　糠とふすまは馬や家畜の飼料になりますけど、園芸用の白砂の使い道がわかりません」

　やってきた課員が示した帳簿を見て、部長はしばらくじっと考えていたが、やがて小さく首を振った。

「白砂は、県令の犂すき山やま様が部隊を視し閲えつするときに順路に撒まくためのものだろう。応援の緑軍が来れば、当然式典を行わねばならない。そのときの準備だろう」

　部下は「ああ、そうか」という顔でうなずいた。

「確かに、部隊視閲式のときに将軍閣下と県令様が歩く順路に、白い小こ砂利じやりを敷いておりましたね……失念しておりました。ならばこれは問題ありませんね、騒さわぎ立てて申し訳ありませんでした」

「いや、よく気がついた。その、疑問に思うということが大切なのだ。そうやってしっかり点検してもらいたい」

　部下は一礼して下がっていった。




　結局。失しつ踪そうした課長の残した帳簿には、これと言って大した瑕か疵しも見当たらず、物資を横流ししたり、公金を横領したりした痕こん跡せきも見られなかった。

　課長の失踪の理由は、五年に及ぶ単身赴任に耐えかねた、いわゆる望郷の念に駆かられた一時的な激情の発露として処理された。

　課長が何をしでかしたのか……それが明らかになったのは、帝国軍の精せい鋭えい、緑軍の兵士が延えん声せいにやってきた後のこととなる。







　　　第一章「防衛計画」







　延声の街にある守備隊の本部の一室で、事務方が帳簿を積み上げて、大おお騒さわぎしていた、その頃。

　晴せい凛りんたちが立て篭こもる侘タ瑠ル徒トの街でも、総そう督とく府の建物の中にある一室で、同じように帳簿が積み上げられ、その前に二十代半ばの青年が陣取って、ミリンに質問をしていた。

「シムールの兵士、一人ひとり一人の名前を聞き取って、国字に置き換え、まず名簿を作っておかないことには、食料の配給や装備の確認ができません……」

　その青年に、シャン族の姫の従者ミリンはいつものようにアクセントに訛なまりのある帝国語で、ずばっと答えた。

「そんなメンドクさいことは、とてもヤれません。シムールはシムールでやりマスから、放っておいてくだサイ」

「いや、そういうわけにもいかないのです。きちんと数字を出さないと、計画が立てられません。

　軍隊というのは戦うだけが仕事ではないんです。食糧や水ってのは兵士を動かす基本の物資です。それを過不足なく毎日支給し続けることも、軍隊の仕事なんです。

　まず、人数を確認する。そして一人ひとりが一日に食べる食糧や飲む水の量を計算して、一日の消費量を算定して数字を出して、それに合った補給計画を立てなくては、軍隊というのは戦えないんです」

　帳簿を前にして背筋を伸ばして、まるで教師が生徒に向かって説教するような口調で話すこの青年の名前は泉せん野や光こう凛りん。

　成り行きから延えん喜ぎ帝国に反旗を翻ひるがえし、侘タ瑠ル徒トの王となってしまった晴せい凛りん、その腹違いの兄である。

　ミリンは光凛を見み据すえると、皮肉な微笑ほほえみを浮かべて答えた。

「では、そんな数字を出してこなかったシムールは、今までどうやって戦ってキタと思うのデスか？」

　光凛は、そのミリンの皮肉に気がつかないかのように、にっこり笑った。

「ええ、それを聞かせてくれませんか？　シムールも遠征するときは食糧や水を用意しなければ戦えなかったはずです。何万人という兵士が動くときに消費する食料や水は膨ぼう大だいな量になったはずです。それを、どうやって管理をしていたのか、教えてくれませんか？」

「シムールの秘密を知りたい……というわけデスか？」

　ミリンの目が疑うように細くなった。

　光凛は慌あわてて首を振った。

「あ、いや、そんな大層な理由じゃありませんよ。私が知っているやり方より合理的で効率がいいやり方があれば、そっちを参考にしたいと思っただけです。なんせ、私たちはシムールでも帝国でもないわけですから……」

　光凛の答えを聞いたミリンは、ちょっと見直したような目で光凛を見た。

「ふむ……シムールのヤり方を学びタイということデスか……わかりマシた。そういうことナラ、お教えしまショウ」

　ミリンはそこで言葉を切ると、小さく咳せき払いをしてから話し始めた。

「シムールにハ、帝国で言うところの軍人……給料を貰もらって戦うコとを専門にしている人間……職業軍人というものがいマせん。逆に言えバ、シムールの男たちはすべて兵士なのデス。ですカラ、戦争とナレバ家族単位でその家の男たちが揃そろって族長の下に集まるのデス。

　シムールは血族で動きマス。個人では動きまセン。ですカラ、族長、家長が、スベテを知っていれバ、それデいいわけデス。

　食料も剣や弓モ、家族、血族の長ガ人数分貰ってきテ、それを分けるのデス。みんな親戚、顔見知りデス。他人が入る隙すき間まハありまセン。

　シムールにも記録はありマすが、それはすべて、族長と家長の名前シカ書いてありまセン。例えばダルムという一家ナラば、ダルム家・三人という風に、家の名前と人数だけです。配給する係ハ人数だケ見ればいいので、楽です」

　光こう凛りんは考え込んだ。

「そうか……シムールの兵士はみんな親族で顔見知りだから結束が強く精強なのか……顔も名前も知られている相手の見ているところで、卑ひ怯きような真ま似ねをしたり臆病な姿を見せるわけにはいかないからな。我々帝国軍の一般兵士は、劣勢になるとすぐに動どう揺ようして逃げ腰になってしまうが……。部下の上前をハネて自分の懐ふところに入れようとする上官とか、同僚の装備を盗む兵士とか、そういった問題が多いのは、基本的にみんな他人の集まりで、自分一人ひとりくらい逃げたって悪いことをしたって、誰にもわからないだろう、という考え方があるからなのかもしれないな」

「……というか、帝国軍はそんな輩やからばっかリなのですカ？　あれだけ人数がうじゃうじゃイテ、情けなイ」

「いや、そんな連中ばかりというわけでは……ないとは、言えないな。情けないが」

　ミリンと光凛のやり取りを聞いていた伏ふせ龍たつが、難しい顔で答えた。

「確かに、一族の男たちで動くというのは、合理的だし結束も強い。でも、それは下へ手たをしたら、一族の男たちが全員戦死したり、負傷して働けなくなってしまったりする可能性もあるってことだよな。働き手を失ったら、その家は成り立たなくなってしまう。一家離散なんてことになるかもしれない。

　帝国のように、家々から若い男だけを集めて兵士にするほうが、犠牲が少なくてすむという考え方もあるよな……」

　伏龍の言葉を聞いていた、ミーネが不満そうに言った。

「ちょっと待てい。シムールは、働き手を失った家を見捨てるようなことはせん。そういう不幸な一家は、同じ一族がちゃんと面倒を見るのじゃ！

　シムールは情に厚い！　たとえ違う家に育った人間でも、一族ならば分け隔へだてなく迎え入れて同じように暮らすのじゃ！」

　そして、ミーネは光凛を見て、真顔で言った。

「お主も、晴せい凛りんのように我がシャン族の一員になったらどうじゃ？　帝国人でいても、この先、ろくなことはないぞ？」

　光凛は苦笑いを浮かべた。

「確かに、私は今や、帝国の公金を横領して反旗を翻ひるがえした、れっきとしたお尋ね者ですからね。もはや帝国には戻れません。でも、いきなりシムールの一員になるというわけにいかないでしょう」

「そんなことはないぞ？　シャン族は頭の固いタッケイ族や、こすっからいユルム族と違って、懐ふところの深い一族じゃ！　お主がシャン族に入りたいと言えば、いつでも歓迎する。

　……ところでお主、妻や許嫁いいなずけはおるのか？」

　いきなり妻帯者か？　と聞かれた光こう凛りんは、驚いたように目を見開いた後で、自じ嘲ちようぎみの笑いを浮かべて首を振った。

「いいえ、いません。帝国の軍務局の士官とはいえ、まだまだ下っ端軍人ですからね。とても嫁さんを探す暇なんかありませんでしたよ」

「そうか！　それはよかった！　ならば、我がシャン族の娘を娶めとれ！　婿むこになれば、我がシャン族の立派な一員じゃ！

　そうじゃな……この、ミリンなどはどうじゃ？」

『いきなり何言い出しやがりますか、この山やま猫ねこは!?』

　突然嫁に推薦されたミリンは、シムールの言葉で叫さけんだ。その頰ほほがちょっとだけ赤い。

　だが、ミーネはそれを見てむしろ楽しそうに、

「まあ、あれじゃ。見ての通り色気も可愛かわいげも無い、そのうえ口も悪い行かず後ご家けじゃが。なに、性根はたぶん真っすぐで、おそらく気立てのいい、ひょっとすると嫁向きの女じゃぞ？」

『な、何を言いやがりますか、この山猫は！　全然褒ほめていやがらないじゃないですか！

　……って、そうじゃなくて！

　よりによって、この、どこの馬の骨ともわからない、古い帳簿ばっかり見ている、古本を食う紙し魚みみたいな男を、何で私が婿にしなければならないのですか！』

　シムール語で言い返したミリンの言葉の意味は、光凛にはわからなかったが、何となくひどいことを言われているということだけはわかった。

『いいではないか！　あの、晴せい凛りんの兄あに者じやじゃぞ？　きっと見どころのある男に違いない！』

『フン、どうでしょうね。日陰の向日葵ひまわりみたいな晴凛も、弓を使うようになってちょっとはマシになりやがりましたが……この本の紙魚はもっとひどいです。山陰の茸きのこみたいじゃないですか』

『だいたいお前、そうやって選えり好みばかりしておるから、行かず後家と呼ばれるのじゃ！』

　ミーネはそう言うと、にやっと笑ってみせた。

『わしにはすでに晴凛という許嫁いいなずけがおる！　浮いた噂うわさのひとつもないミリンとは違うのじゃ！　この件に関しては、わしが先輩なのじゃ！』

　と、ミーネは胸を張った。少しボリュームに乏とぼしいので、ひっくり返らんばかりに反りかえる。

『何を聞いた風な口を叩たたきますか！　満足に料理も作れずに、シャールに負けて泣いたのはどこのどいつですか！』

『そんな昔のことは忘れたのう！』

『どんだけ記憶力が胸のように貧弱なんですか、この山猫は』

『胸を引き合いに出すな！　ミリンだってそれほど大きいわけじゃなかろう！』

『何言いやがりますか、少なくとも私は遠目から見ても女だとわかるぐらいにはあります。目の前まで来てもオスだかメスだかわからない、どこかの山やま猫ねことは違うのです』
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『やかましい！　そのうち大きくなるわい！』

『長い間世話してきましたが、そんな気配はトンとありやがりませんね』

『三年もあれば、充分育つわい！』

『ふうん、三年。三年ですか』

『な、何じゃ、その目は！』

『三年の間に、少しは胸が腫はれるといいですね。晴せい凛りん殿がくれた、三年の猶ゆう予よの間に。

　料理勝負で負けて、それでも何とか晴凛殿にお情けで拾ってもらったくせに』

『うるさい！　うるさい！　うるさい！　それを言うなーっ！』

　ミリンとミーネが言い合いを始めたのを見て目を丸くしている光こう凛りんに、伏ふせ龍たつが近づいて肩に、ぽん、と手を置いた。

「何を話してるか、わかんねえだろうけど……まあ、わかんなくていいよ。いつものじゃれ合いだ」

「この二人ふたりはシムールの姫と、その従者……ですよね。どう見ても、すごく次元の低い言い合いのようですが……いいんですか？　蛮ばん族ぞくにももうちょっと上下関係とかがありそうな気がしますが」

「あんまり気にしないでもいい。あの二人は、ああ見えて実に仲がいいんだ」

「はあ……」

　あっけにとられている光こう凛りんの前に、椅い子すを持ってきて座った。

「あっちはあっちでやらせておいて、こっちはこっちで、あんたにちょいと聞きたいことがあるんだ。あんたは帝都の軍務局の軍人だったんだよな？」

「はい、そうです」

　光凛は目の前に広げた帳簿を指差して言葉を継いだ。

「軍人といっても、算議部の軍人だから軍務局の建物から出ることはありません。毎日毎日こうやって、必要な補給物資の計算ばかりやっていました。私の戦場は帳簿の上で、戦う相手は数字です……」

　伏ふせ龍たつはにやっと笑った。

「だからこそ、あんたの知っている情報は信じられるんだ。数字は噓うそをつかねえからな。単刀直入に聞こう。帝国軍緑軍の戦力はどれくらいで、延えん声せいに到着するのはいつ頃だ？」

　光凛は腕を組んで、難しい顔になった。

「私が知っているのは、帝都にいた頃の部隊運用計画です。あれから二週間近い時間が過ぎています。シムールの騎馬隊が帝国領内の奥深くに出現したというので、騎兵隊がそっちの捜索に回ったり、帝都の防衛線を強化するために部隊の配置を変えたりしているので実際の数字とは違っているかもしれませんよ？」

「変更されているとしても、根本的に作戦計画が取りやめにならない限り、基本計画は踏とう襲しゆうされるのが通例だ。あんたの知っている情報で充分だよ」

　光凛はうなずいた。

「わかりました。では、私の知っている部隊運用計画について、お話します。

　帝国軍総兵力二十万という数字は、帝国の臣しん民みんに広く言い伝えられているものですが、その内情は惨さん憺たんたるものです……帝国五軍の基本配置は、北域：歩兵二万／騎兵一万。中央：歩兵五万／騎兵二万。南域：歩兵三万／騎兵五千。東域：水兵三万／騎兵五千。西域：歩兵一万／騎兵二万と定められています。

　しかし、これは定数。つまり帳簿上の数であって実数ではありません。戦時においては、これだけの兵士を動員できる、という計算上の数字なのです」

　伏龍は顎あごを撫なでさする。

「確かに、兵隊なんてのは戦争が無ければ抱え込んでいても無む駄だメシを食うだけで、何の役にも立たないからな。平和なときは少数精せい鋭えいで、いざ戦争となったら、一気に兵士を徴兵して動員したほうが合理的だ」

「その通りです。そして帝国軍はシムールと大規模な戦闘を行った七十年前の北ほく擾じようの役えきの後、まともに戦っていません。この七十年の間、帝国軍の実数は年々削けずられてきたのです。シムールと対たい峙じしている即戦力であるはずの「北域方面隊」も、定数は歩兵二万、騎兵一万となっていますが、実際に北域方面隊の司令部に配置されているのはこの半分、歩兵一万、騎兵五千です。

　この一万五千の兵力も実際には、この侘タ瑠ル徒トのような小さな城じよう砦さい都市の守備隊として、あちこちに振り分けられていますから、県都である延えん声せいに配置されているのは歩兵と騎兵、合わせて一万というところでしょう。

　そこで、帝国軍総司令部は、帝都防衛の任務に当たっている中央軍の一部、歩兵一万、騎兵五千を延声に送ることにしました」

「ということは、今まで延声に配置されていた一万五千と合わせて兵力は三万……本来の定数通りになる、というわけか……」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた光こう凛りんは首を振った。

「いえ、今のは最初に立てられた計画です。いざ、部隊編成が終わって延声に向かって出発となったときに、帝国の領内をシムールの騎馬部隊が移動している、という情報が入りました。それに対応するために帝国軍の騎兵部隊を帝都周辺に残しておくことになったんです。

　北域に送るはずだった五千の騎兵の代わりに、歩兵を増やすことになり、結局帝都からこの北域に送られる総兵力は歩兵三万になったそうです。

　私が指揮官をやっていた現金輸送隊の護衛についていた騎兵部隊も、中央に持っていかれたために、実に苦労する羽目になりました……」

　伏龍は頭を搔かきながら苦笑いをする。

「その、帝国領内を動き回っていたシムールの騎馬兵は、実は俺が仕組んだんだ」

「伏龍さんが！」

「ああ、シムールが赤い矢を送ってきた、シムールが攻めてくる！　という噂うわさは、帝国中に広まっているはずだ。いつ攻めてくるか、いつ攻めてくるかと、疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられているに違いない。ならば、そこに本物のシムールの騎馬隊を見せてやろう、と思ったのさ。

　本物のシムールがいれば、噂は、もう噂じゃなくなる。それは真実の出来事として広がるに違いない。

　たった五百騎のシムールでも、恐怖心を抱えて見れば五千にも一万にも見える。

　帝国の領内、それも国境から遠く離れた内陸部で、それほどの数のシムールが動き回っていると聞けば、帝国は大おお騒さわぎだ。こんな辺境の侘瑠徒のことなんか後回しになるだろうと思ってね」

　光凛は腕を組んでうなった。

「……確かに、後回しになりましたね。

　最初の予定では、中央軍から選抜して再編成するのに二日。延声までの移動に十日。延声で合同して訓練で四日、という日程を組んでいましたが、実際にやってみたら、とてもそんな短い時間で出撃準備を整えることなんかできませんでした。

　装備も食料も、帳簿の上では揃そろっていましたけど、実際には使えなかったり、数が足りなかったり……調達部隊を先行させて途中の町や村で買い揃そろえて、本隊はとりあえず使える装備と食料を搔かき集めて兵士に持たせて、後を追う形で出発させ、延えん声せいで合流する。そんな苦肉の策を取らざるを得なくなったのは、全部揃うまで待っていたら、一ヶ月近くかかるんじゃないか、という話になったからです。

　応援部隊は騎兵ではなく歩兵が主体と決まった時点で部隊の再編成を行いますから、日程は当初の予定からさらに遅れていると思います。ここから先は私の推察ですけど……そうですね、帝都を出発して八日目あたりではないかと思います」

「……と、すると、明日あしたか明後日あさつてには延声に到着する、というわけか……」

　伏ふせ龍たつがそう言って考え込んだとき、部屋の扉を開けて、晴せい凛りんと帝国軍の指揮官の装備を身に着けた中年の男が部屋に入ってきた。

　晴凛の姿を目ざとく見つけたミーネが嬉うれしそうに声をかけた。

「おお、晴凛！　弓の訓練は終わったのか？　その、燎りよう原げんとかいうおっさんはどうだ？　使い物になりそうか？」

　ミーネの言葉を聞いた光こう凛りんは、ぎょっとした顔になった。

　燎原の階級は上じよう佐さである。帝国軍においては、五千人の兵士を指揮する軍団長クラスの役職に当たる。

　下っ端の士官である光凛から見れば、雲の上の人なのだ。

　それを、あろうことか『おっさん』呼ばわりしたのだから、驚くのも当たり前である。

「ミーネ姫、燎原さんは帝国軍の偉い人なんだ。おっさん呼ばわりはやめてくれませんか？」

　その場の空気を読んだのだろう。晴凛が慌あわててたしなめたが、ミーネがそんな言葉をおとなしく聞くはずがなかった。

「何を言っている、晴凛。そのおっさんはもはや帝国軍の軍人ではない。いくら偉い軍人でも、意のままに動かせる兵隊が一人ひとりもいないのでは、ただのおっさんと変わりあるまい」

「ミーネ姫！」

　慌てる晴凛に燎原は笑って首を振った。

「あ、いや、ミーネ姫のおっしゃる通りだ。帝国軍と縁を切った今の私には、権限も無ければ、部下も無い。まさしく、ただのおっさんに過ぎんよ」

「では、ただの役立たずなのか？」

　役立たずとまで言われては、さすがにプライドが傷ついたのだろう。燎原の顔から余裕の微笑が消えた。

「役立たずではない！」

　ミーネは興味津しん々しん、という顔つきで、目を輝かせて聞いた。

「ほう、では、どんな風に役に立つのだ？　何か特技でもあるのか？　一人で数百人を倒す術すべを持っている豪ごう傑けつなのか？」

　わくわくしながら目を輝かせて答えを待っているミーネの顔を見て、役立たず、という言葉に含むものが無いことに気がついたのだろう。燎りよう原げんの顔つきが再び緩ゆるんだ。

「いえ、そのような特技は持っておりません。将というのは剣や槍やりを持って勝つのではなく、兵を動かすことで戦いに勝つのです」

「ふむ……軍師ということか？　軍師なら間に合っている。ここにいる酔っ払いが、我が侘タ瑠ル徒トの軍師じゃ！」

「……俺には皇こう伏ふせ龍たつというちゃんとした名前があるんだから、名前で呼んでくださいよ」

「いつも酒ばかり飲んでおるから、酔っ払いと呼んでいるだけじゃ。『あの酔っ払いはどこにいる？』と聞けば、誰もがお前の居場所を教えてくれるのだから、それでいいではないか！」

「ひでえなあ……」

　そう言って頭を搔かいた伏龍の顔をじっと見ていた燎原が、ぽつり、と聞いた。

「ずっと、気になっていたのだが……ひょっとして、君は神しん流りゆう家の縁者かね？」

　伏龍はぎょっとした顔で燎原を見た。

「縁者というか……まあ、本家の息子ですけど……」

「おお！　やはり！　私は若い頃、都の南なん禅ぜんにある、神流想そう易えき学の塾生だったのです！」

「うわあ、何か、とんでもねえところで実家の話を聞くハメになったなあ……」

　参ったな……という顔をする伏龍を見て、晴せい凛りんは伏龍の本名を思い出していた。

　──そういえば、伏龍さんの本名は、確か神流千せん斗とだと聞いたことがある。アイリーンさんも最初、千斗さまって呼んでいたよな。

　ミーネも同じようなことを考えていたのだろう。伏龍の顔を覗のぞき込んで不思議そうに聞いた。

「そういえば、お主から実家のことや両親のことを聞いたことがないのう……こっちのおっさんの話だと、どうやら学者の家のようじゃな？」

　伏龍は顔をしかめた。

「俺は実家でやっている学問が嫌いやで、家を出た人間なんだ。聞かれても答える気は無い！」

「そうか、お主が言いたくないのなら仕方ない、こっちのおっさんに聞こう。なあ、燎原とやら。この酔っ払いの実家は、どんな学問をやっているのだ？」

　燎原はちらっと視線を投げたが、伏龍が知らん顔をしているのを見て、ゆっくりと話し始めた。

「神流家で教えている想易学という学問は、その呼び名の通り、さまざまな事柄から物事の行く末を見通す方法を身に付ける、というものです。

　一般の易学と違い、物事を判断するときに、札や賽さい、筮ぜい竹ちくなどの道具を使って運勢を見る、ということをしません。

　想易学の基本は観察です。例えば、屋根にいるスズメを見たとします。何も観察していない人には、スズメがいつ飛び立つのか、左右どっちに向かって飛ぶのかわかりません。それを言い当てるには、勘と運が必要です。しかし、しっかりスズメを観察していれば、スズメの動きから、いつ飛び立つのか、左右どちらに向かうのか、それを見分けることができます。これは、未来を言い当てているのと同じことです。

　物事にはすべて理由がある。理由がわかれば結果が見える。それが想そう易えき学の考え方なのです……」

　燎りよう原げんの言葉を聞いていた伏ふせ龍たつが、不満そうにつぶやいた。

「はっきり言って、経験則と推理を組み合わせて、それらしくでっち上げただけのシロモノだ。学問なんかじゃねえよ……」

　だが、ミーネは感心したように答えた。

「いや、そんなことはない。シムールの人間はわからないことがあると、すぐに神やら悪魔やら精霊やらのせいにしてしまう。なぜこんなことが起きたのか、とか、なぜこうなったのか、ということを考えない。めんどくさいことが嫌いなのじゃ。だから、いつも同じような間違いを繰り返しておる。

　その、そうえきがく、とやらを学べば、少しは賢く物事を考えることができるようになるかもしれんな……」

　ミーネの言葉を聞いても、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような伏龍の表情は変わらなかった。

「いくら観察して予想しても、人間の心を推おし量ることなんかできやしねえよ。心で思ってることと裏腹なことを言っちまったり、逆の態度を取ってみたり、人間の心は一ひと筋すじ縄なわじゃいかねえんだ。知ったようなつもりで動くと、ひどい目にあうぜ」

　ミリンが、ぼそり、と答えた。

「自分のコトを好きだと思ってた女の子に、手ひどく振られた……とかデスか」

「そ！　そんなんじゃねえ！」

　顔色を変える伏龍を見て、ミリンは表情も変えずにしれっと言った。

「どうやら図星のヨウデスね。きっと女の子の言葉や態度を、全部自分の都合のいいほうに考えてイタんでショウ。願望と現実の見分けがつかない年頃ニハ、よくあるコトです」

「うるせえ！　人の過去を勝手にほじくり返すな！」

　ミリンに追い討ちを食らった伏龍に、助け舟を出すように燎原が言った。

「女心と秋の空、と言って、人の心、特に女の心は推察が難しいものです。でも、そうやって人の心や物事を推察する、先を読む、という考え方は決して無む駄だではありませんでした。私が上じよう佐さの階級にまで出世できたのも、神しん流りゆう想易学で学んだ教えを活いかすことができたからです。あなたがこの侘タ瑠ル徒トで軍師をやっておられるのも、ご実家で学んだことが基礎にあったからだと思います……違いますか？」

　伏龍はしばらく黙だまったまま燎原を見つめていたが、やがてすっと視線を逸そらした。

「……ああ、あんたの言う通りだ。俺は実家で教わった学問を否定したくて家を飛び出した。でも、実家から離れて、自分の力で生きてみて、親おや父じや姉貴たちの言っていたことの意味がよくわかった……一番先が読めなかったのは、俺自身だったってことにな……」

　何か複雑な事情があったのだろう。若者にはよくあることだ。

　燎りよう原げんは、過ちを犯してふさぎこんでいる後輩を見るような、暖かい目で伏ふせ龍たつを見た。

　そのとき、伏龍と燎原の間に流れる空気をぶち壊すようにミーネが言った。

「で？　話は戻るが、燎原とやらは何ができるのじゃ？　兵を動かせると言ったが、それは軍師とどう違うのじゃ？」

「軍師は、敵の動きを読んで兵を配置し、それを動かします。その指図の通り自在に兵が動けるように、私は兵の足並みを揃そろえることができます」

「ふむ……あれか、放牧の羊の群れを操あやつる牧童のようなものか？」

「ええと……まあ、似たようなものです」

　自じ嘲ちよう交じりの苦笑を浮かべる燎原を見て、晴せい凛りんが言った。

「僕たちにとって、燎原上じよう佐さが役に立つというのは、何かができる、とか、そういった部分だけではありません。確かに、兵士の訓練とか編成とかそういった部分については、助言をいただけると嬉うれしいです。でも、一番肝心なことは、これからこの侘タ瑠ル徒トに攻めてくる帝国軍がどんな戦い方をしようとしているのか、それをご存知だということです。

　相手がどんな手を打ってくるのかそれを知っていれば、それに備えておくことができます」

　ミーネは、ぽん、と手を打った。

「おお、そうじゃ、それが一番大事なことじゃな！　考えてみれば、この燎原のおっさんも晴凛の兄あに者じやと同じく、今となっては帝国のお尋ね者じゃ。この侘瑠徒以外に身の置き所が無い。

　そう考えれば、わしらに力を貸すのは当たり前のことじゃな」

　燎原と光こう凛りんは思わず互いの顔を見合わせて、苦笑を浮かべた。

「そう言われてしまうと、みもふたも無いが……まあ、そういうことなのかもしれんな」

「ここより他に生きる道なし……ということですからね」

　その二人ふたりを見て、伏龍が面白そうにつぶやいた。

「そうか、ここには帝国軍の戦略と戦術の両方の専門家が揃っているってことか。多勢に無勢で帝国軍相手の戦いは楽じゃねえと思っていたけど、相手の手の内が見えれば何とかなるかもしれないな……」

　伏龍の言葉を聞いたミーネが不思議そうな顔で聞いた。

「帝国軍も、あの霜そう弊へい経けいの銅像で脅おどかしてやればいいではないか。タッケイ族とユルム族の三万の兵士がみんなクモの子を散らすように逃げ散ったのだ。効果は抜群であろう？」

「いや、あの霜弊経の銅像は、シムールが相手だから効果があったんだ。帝国軍が相手じゃあ効果は無い」

　晴凛が苦笑を浮かべて、伏龍の言葉を補足した。

「霜そう弊へい経けいはシムールの人々にとっては疫やく病びよう神がみとして嫌われ恐れられていますけど、帝国の人たちにしてみれば立派な守り神として、慕われ、頼られているんです。帝国軍の兵士の前にあの霜弊経の銅像を見せたりしたら、逆効果になっちゃいます」

「そうか、そうだったな。帝国人はあの邪じや神しんを崇拝していることを忘れていた……」

　ミーネは顔をしかめてそう答えた後で、はっと顔を上げた。

「……と、いうことは、どうやって帝国軍を撃退するのじゃ？　帝国軍はシムールと同じ三万の軍勢で攻めてくるという話じゃぞ？　ええい！　これはエオル王がいかんのじゃ！　あのケチめ！　この侘タ瑠ル徒トにシムールの応援は差し向けないと言いおった！　エオルから五万騎ほど借りることができれば、帝国軍など包囲される前に叩たたきのめせたものを！」

「いいかげんニしなさい！」

　ミリンが、ミーネの後頭部を、ぺちん！　と叩いた。

「何を物騒ナことを言っているノですか、この山やま猫ねこが！　晴せい凛りん殿は、シムールと帝国が全面戦争にならないヨウに間に入る、とイうことで、エオル王に認めラレようとしてイるのでスよ？

　ここで、シムールの兵士の応援を貰もらったノでは、戦争をけしかけているようなモノじゃありませんか！　火に油を注ぐヨうなものデす！」

「むう……」

　頭を押さえたミーネは不満そうに唇くちびるを尖とがらせて、晴凛に聞いた。

「シムールの応援は貰えない。頼みの綱の霜弊経の像が使えん……となると、他に方法はあるのか？」

　晴凛は微笑ほほえんだ。

「それをみんなで考えましょう。みんなで知恵を出し合えば、きっといい方法が見つかります。大丈夫ですよ、こんどもきっと上う手まくいきます」

「そうじゃな！　タッケイ族とユルム族に囲まれたときも、みんなで知恵を出し合ったから、追い払うことができたのじゃからな！　今度もきっと上手くいく！」

　そう言ってにっこり笑ったミーネを見て、伏ふせ龍たつが真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「晴凛が、エオル王からどうにかこうにか認めてもらえたおかげで、もうシムールに攻められることはない。それだけは安心できる。これで帝国軍を何とかすれば、きっと俺たちにも道が開けるはずだ！

　今夜、例の那な刳ぐりさんが作ってくれた侘瑠徒の模型を使って、会議を開こう。燎りよう原げん上じよう佐さも光こう凛りんさんも出席してくれ。

　騎馬兵を主体にしたシムールと違って、帝国軍は歩兵が主体で、城の攻め方を心得ている。シムールのように、火矢を浴びせかけるだけの力押しで攻めてくるわけがない。

　この戦いは、かなり厳しいものになりそうだ。知っていることを全部教えてもらえるとありがたい！」

　燎りよう原げんと光こう凛りんは、再び互いの顔を見合わせた後で、うなずいた。

「わかった、知っている限りの情報を提供しよう」

「私もです」

　二人ふたりの力強いうなずきに伏ふせ龍たつは笑え顔がおを返す。だが、内心では気持ちは冴さえなかった。帝国軍の精せい鋭えい三万は容易にこの侘タ瑠ル徒トを吞のみ込むはずだ。まともにやっても勝ち目はない。死中に活を求めるならば、何か思いもよらないものが必要となるだろう。それがあるのならば、だが。




　その日の晩。総そう督とく府の建物の中庭で、夕食をかねた会合が開かれた。

　井戸から水を引いて作られた池や、そこから流れ出す小さな川が作られたその庭園には、いくつものテーブルが並べられていた。その上には、シムール風の腸詰の炒いため物や、小麦粉の麵めんをゆでて炒めた帝国風の麵料理や、デザートのハミウリなどが置かれている。

　晴せい凛りんに連れられて中庭に入ってきた燎原と光凛、そして燎原配下の兵士たちは目を丸くした。

　庭で食事をする、ということも意表を突かれたが、何より驚いたのは、庭の真ん中で、炭火が炊たかれ、その上で鉄てつ串ぐしに刺さった大きな肉をぐるぐる回しているミーネの姿だった。

　ミーネは晴凛たちを見て、にっこりと笑った。

「おお、来たか！　用意はできておるぞ！　わしが作った焼肉をみんなに振る舞ってやるのじゃ！　この焼肉料理は、シムールの王、エオルからも、お褒ほめの言葉を貰もらった絶品じゃぞ！」

「ソースが無ければ、もっと褒められたでショウに……」

　小声で突っ込んだミリンに、ミーネは言い返した。

「うるさい！　だから、今回はソースは作っておらん！　肉の味で勝負じゃ！」

　晴凛が、自分が連れてきた兄や、燎原たちに振り返って笑いながらフォローした。

「いや、冗談抜きで、このミーネ姫が作る焼肉は美お味いしいですよ。一見すると大きな肉の塊をそのまま焼いているように見えますけど、実は薄切り肉に下味をつけて巻き付けてあるんです。焼きたての一番香ばしい部分がいつでも食べられるという工夫がされているんです。侘瑠徒の夕食は特に決まりはありません。そこにある皿を持っていただいて、自分の好きな料理を好きなだけ食べる、というやり方なんです。さあ、どうぞ」

　晴凛の言葉を聞いて、興味を持ったのだろう。燎原と光凛はアイリーンから皿を受け取ると、焼肉を焼いているミーネの前にやってきた。

「おお、さっそく来たか。よし、一番よく焼けているところをやろう、皿をよこせ！」

　ミーネはそう言うとナイフを取り上げて、焼肉の表面を削そぎ取り始めた。

　その手て馴なれたナイフさばきを見て、燎原が感心したように言った。

「ミーネ姫は、シャン族の姫君とお聞きしたが、その姫君みずから、こうやって手料理をなさるとは思わなかった。いや、大したものだ」

「いや、大したことはない……」

　照れたように赤くなるミーネを見て、ミリンがぼそりと突っ込んだ。

「料理はこれしかデキまセンけどね……馬ば鹿かのひとつ覚えならぬ、山やま猫ねこのひとつ覚えデス」

「うるさい！　できるだけいいではないか！」

「ほらほら、よそ見をシない！　手元が狂うと危ないデスよ」

「お前が余計なことを言うからじゃ！」

　付き添っているミリンと、ミーネがいつものように言い合いをしながら、焼肉を配り始めると、たちまちのうちに行列ができた。

「おお、すごいぞ晴せい凛りん！　見ろ！　わしの焼肉目当てで、こんなに人が並んだぞ！」

「肉が焼けるいい匂においが、中庭に充満していますからね。この匂いをかいだら、そりゃあ食べてみたくなりますよ」

「こんなに評判がいいのなら、市場で商売にしても儲もうかるのではないか？　きっと、行列のできる焼肉屋になるぞ！」

「やめテください。シャン族の姫が市場で焼肉を売っているなんてことが広まっタら、一族の評判が下がりマす！」

「ダメかのう？」

「ダメでス！」

「むう……」

　ミーネは不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

　やがて、焼き上がった肉が配られ始めると、中庭のあちこちに料理を盛った皿を持った人々の輪ができた。

　新しく仲間に入った帝国人は、それぞれに好きな料理のところに行って、食べたい分を自分で取る、という、この食事の方法に最初は驚いていた。だが、シムールの兵士も帝国の兵士も、それぞれに好きなものを取って食べているのを見て、納なつ得とくしたようだった。

　中庭に集まっているのは、守備隊の兵士やシムールの兵士だけではなかった。

　侘タ瑠ル徒トで商売を始めた商人や、延えん声せいの街から荷物を取りに来て、そのまま居ついてしまった住民なども混じっている。

「美お味いしい～っ！　これ、商売になりますわよ！　玉ぎよく麗れい姉さま。作り方を教わって、お店を出しません？　延声なんてロクな食べ物屋がありませんし絶対に売れますわ！」

　ミーネの焼肉を一口食べた、そばかすまじりの顔にやや太めの眉まゆ毛げが乗っている十四歳くらいの女の子が目を輝かせると、玉麗と呼ばれた色白で長い黒髪を持つ、二十代前半の理知的な風ふう貌ぼうの女がため息交じりに答えた。

「確かに、これは商売になるかもしれないわね。延声で食べられているものといえば、ロブ湖で取れた魚の干物くらいなものだし、なるべく人通りの多いところ……例えば延声の市場とかで売り出せば、あの肉の塊と焼ける匂いでお客さんを呼べると思うわ」

「じゃあ、さっそく作り方を聞いてこなきゃ！」

　そう言ってミーネのほうに向かって歩き出そうとする妹を、玉ぎよく麗れいは呼びとめた。

「ちょっと待ちなさい、銀ぎん麗れい！」

「何で止めるんですか、姉さま。先んずれば敵を制すと言うじゃありませんか。商売がたきに先を越されてしまいますわよ？」

「まあ待ちなさいよ。まず口のまわりの脂を拭ふいてからでもいいんじゃないかしら？」

　そう言われて、銀麗と呼ばれた女の子は慌あわてて口のまわりを拭ぬぐって、

「……脂なんてついてないじゃない！　いい男見てはよだれ垂らしてる玉麗姉さまこそ、きれいになさったら？」

「ええっ!?」

　今度は玉麗が慌てて口のまわりを拭う。

「よだれなんて垂らしてないわよっ！」

「……拭いたってことは、心当たりはあるんじゃないかしら」

「うるさいわねっ！　出会いは大切なのよ！　恋愛でも！　商売でも！　好機は絶対に逃しちゃ駄だ目めなの！」

「ただでさえ出会い少ないですものねぇ」

「うるさいっ！　……と、それよりも。このお肉は売り物になると思うけど……今の延えん声せいでは、商売をしても売り上げのほとんどを税金に持っていかれるだけよ。県令がどんどん税率を釣り上げているし、専売されている塩の値段も、この一週間で二倍になったのよ？　食べ物を売る屋台なんて、そのあおりを真っ先に受けちゃうわ。

　このシムール騒さわぎが終わるまで、新しい商売には手を出さないほうがいいわ」

「そっか……そうよね。今の延声じゃ、商売はやめておいたほうがいいわよね……」

　銀麗はミーネの焼いている焼肉から視線を外して、小声で付け足した。

「それに、私たちが仲介した小麦と米の件がバレたら、きっと、もっと大おお騒さわぎになるものね……」

「しっ！」

　玉麗は慌てて口の前に人差し指を立てた。

「どこで誰が聞いているのかわかんないんだから！　たとえ侘タ瑠ル徒トでもそれは口にしちゃ駄目よ！」

「あらそうでした。ごめんなさい玉麗姉さま」

　銀麗はそう言うと、ぺろっと舌を出した。




　その、商人の姉妹たちから少し離れたところに、龍りゆう飛ひが立って焼肉を頰ほお張ばっていた。

　皿の上の肉は、他の人に配った肉よりもかなり厚い。きっとミーネが龍飛のために厚く切ってくれたのだろう。

　──何だかんだ言っても、あの山やま猫ねこ姫様は、こういうところに気を遣つかってくれるから嬉うれしいよな。口も態度も悪いけど、そんなの関係ねえよな。女ってのは情に厚いのが一番だ。

　龍りゆう飛ひがそんなことを考えているところに、料理の入った皿を持った兵士らしい若者が近づいてきた。

　若者は実に嬉しそうに笑いながら言った。

「いやあ、龍飛の兄貴の言った通りですね！　侘タ瑠ル徒トの食い物は帝国軍なんかとは比べ物にならねえって……こんなご馳ち走そうが食えるとは思わなかったですぜ！」

「そうか、お前は延えん声せいの守備隊に配属されていたからな……あそこの兵舎で配給される飯に比べれば、そりゃあご馳走に違いねえ」

「ええ、兵舎の飯って、あれ、絶対に食費がピンはねされてますよ！」

　若い兵士はそう言うと、ミーネが焼いた肉にかぶりついた。

「うはあ、美う味めえ、ホント、この侘瑠徒ってとこは天国ですねえ。こっちについて正解だ！」

　龍飛は苦笑いを浮かべた。

「確かに俺たち下っ端の兵隊にしてみれば、飯を食わせてくれるやつが、俺たちの親分だ。帝国軍も反乱軍もありゃしねえ。どうせなら美味い飯を食わせてくれる親分についたほうが得だって考えるのも無理はねえな」

「ええ、どうせ俺たち下っ端なんざ、頑張ったところで、いいとこ曹そう長ちようどまりです。

　ひと昔前なら曹長くらいになれば、兵役終えて生まれ故郷に帰っても、役人になれるって決まりがあったんすけどね。でも、最近の役人どもは、そんな決まりは知らん顔ですからね。兵隊でいるうちは食えるけど、兵役終えたらそれっきり。先が見えねえどん詰まりじゃあ、今日きよう食う飯くらいしか楽しみがありませんよ」

「お前の実家は農家か？」

「ええ、楼ろう西せい省しようのはずれの、厘りん弦げんっていう小さな村でさあ。実家は兄貴が継いでます。兵隊やめて家に帰っても、兄貴の食い扶ぶ持ち削けずるだけで、いい顔はされねえでしょうね」

　若い兵士はそう言うと、嬉しそうに焼肉を頰ほお張ばった。

「つまり、お前が俺たちの仲間になった理由も、要するに美味い飯が食えるからってわけか……」

　そう言って苦笑いした龍飛を見て、若い兵士は慌あわてて首を振った。

「あ、いえ、それだけじゃねえっすよ。確かに美味い飯を腹いっぱい食わせてくれるってのは、でっかい理由っすけどね。何でしたっけ、ほら、あの難しい文字の書いた旗……『そんなヨウカン』でしたっけ？」

「馬ば鹿か、あれは『尊そん王のう討とう奸かん』って読むんだ。皇こう帝てい陛へい下かを尊敬し、その名前を借りて、悪いことをしている奸かん賊ぞく、つまり摂せつ政しようとか、賄わい賂ろを貰もらってやりたい放題やっている役人どもを討つ、という意味だ」

「そうそう、その『そんのうとうかん』って言葉の意味にシビレたんすよ。

　俺がガキの頃、俺の家は裕福とまではいかねえけど、そこそこ幸せでした……今、俺の家は食っていくだけで精一杯です。昔の何倍も働いているのに、暮らしは苦しくなるばかりでさあ……この世の春みたいな顔をしているのは役人だけです。

　でも、役人に文句を言えば、あっという間に捕まって、獄ごくに送られちまう。言いたいことは腹ん中に抱え込んで、長いものには巻かれろ、で生きていくしかねえんだ。そうあきらめていた俺は、あの言葉の意味を聞いたときに、脳天をブン殴なぐられたような気がしたっす」

　そう言うと、若い兵士は目を輝かせて何度もうなずいた。

「すげえ、言いたいことを言っている、やりたいことをやっている連中がいる！　すげえ！　って……そのすげえ連中と一いつ緒しよに戦えば、俺もすげえ人間になれそうな気がしたんすよ……だから、俺、ここにいるんすよ。

　すげえことがやれて、美う味まい飯が食えて……俺、今、めちゃくちゃ嬉うれしいッス！」

　若い兵士は龍りゆう飛ひを見上げて笑った。

　龍飛たちから少し離れたところにある中庭の池のほとりには、伏ふせ龍たつと燎りよう原げん上じよう佐さ、そして光こう凛りんと晴せい凛りんが立っていた。

　井戸の水を引いて作られた中庭の池からは、小さな小川が流れ出しており、その小川はくねくねと曲がりながら中庭を横断して、総そう督とく府の建物の外へと繫つながっている。

　燎原上佐は中庭をしみじみと見まわしてから、つぶやくように言った。

「話には聞いていたが……月つき原はら弦げん斉ざいという男は、さすがだな……」

　そのつぶやきを聞きつけた晴凛が、怪け訝げんな顔で聞いた。

「月原弦斉閣かつ下かが、どうかされましたか？」

「この庭を造らせたのは月原弦斉だという話を思い出したのだよ」

　燎原上佐はそう言うと、自分の足元を流れる小川を指差した。

「この小川は、なぜ、こんな風に曲がっているのだと思うね？」

「それは……庭に風ふ情ぜいを与えるためではないかと思いますけど……」

　燎原上佐はにやっと笑って、小川の両側の小さな植え込みを指差した。

「では、この植え込みをどう思う？」

「どう思うと言われましても……」

　そう答えた後で、もう一度、植え込みと小川を見た晴凛の記憶の中で、何かが合致した。

　──あれ？　僕はこの光景をどっかで見たことがあるような気がする。

　どこだっただろう？　こんな風に、右から山が迫せまっていて、その下を川が大きく曲がって流れている光景を……。

「ああっ！」

　晴凛は思わず声を上げた。

「これは、光こう来らい川の流れ方と全く同じです！　この植え込みはロクト高地に繫がる山で、この大きく曲がっているところが、セラムの曲がりです！」

「何だって？」

　伏ふせ龍たつはそう言うと、晴せい凛りんの脇わきに立って小川の流れを見つめた。

「えーと、あそこがロクト高地の山で……とすると、確かにあそこで曲がっている方向はセラムの曲がりと同じだ……ってことは、あそこに四角く白い砂利じやりを敷いて、椅い子す代わりの岩が置いてある場所が侘タ瑠ル徒トで……」

　伏龍は、その向こうにある、同じように白い砂利を敷いたひと回り広い区画を指差した。

「あの、岩のテーブルと椅子が置いてあるところが延えん声せいってわけか！　つまり……」

　そこで言葉を切った伏龍は、両手を広げて中庭全体をぐるりと見渡した。

「この中庭は北域全体を模して造られているってことか！」

　燎りよう原げん上じよう佐さはうなずいた。

「その通り。月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かは、この中庭を単なる庭園としてではなく、守備隊の兵士に地理を覚えさせる地図として、そして図上演習の舞台とするために造らせたのだ。

　シムールが攻めてきたときに、どこで守り、どこで防ぐか。そのためには地の利を知らねばならない。

　この庭の位置関係を覚えておけば、地図を読めなくとも、川の流れ方や山の位置を見るだけで、自分が今どこにいて街はどちらにあるのか、それを知ることができる、というわけだ」

「そんなことまで考えていたのか……月原弦斉って人は！」

　伏龍は大きなため息をついた。

　やがて、賑にぎやかな夕食時間が過ぎ、中庭にいた人々が落ち着いたのを見計らったように伏龍が立ち上がった。

「さて、いつものように飯を食い終わったところで、これから会議を始めよう。

　何というか、最近はこうやって飯を食ってから会議を始めるのが通例になっちまっているけど、そのほうがいろいろ心に余裕があるからいいと思うんだ。

　初めての人もいるから、念のために言っておくが、この会議はそんなに堅苦しく考えないでいい。ここにいるのは、帝国もシムールも……」

　伏龍はそこで言葉を切ると、ミーネとミリンをちらっと見てから言葉を続けた。

「山やま猫ねこも行かず後ご家けもみんな同じ仲間だからな」

「誰が山猫じゃ！」

「うるさいでス」

　自分をにらみつける主従を横目に、伏龍は苦笑いを浮かべた後で言葉を続けた。

「大広間のほうに、こないだ、シムールとの攻防戦のときに作った侘瑠徒の街の模型が残っている。あれを見ながら、みんなで意見を出し合おう。さあ、大広間に入ってくれ！」

　広間の真ん中に置かれた侘瑠徒の街の模型は、その後、からくり人形芝居の大道具小道具担当の那な刳ぐりがこつこつと手を加えており、最初に作られたものよりはるかに精密で凝った作りのものになっていた。

　大広間に入った燎りよう原げんと光こう凛りんは、足元に広がっている侘タ瑠ル徒トの街の模型を見て目を丸くした。

「こいつはすごい！」

「よくもまあ、こんなものを作りましたね！」

　模型の前に立った伏ふせ龍たつは長い棒を手に取ると、それで模型を指し示しながら解説を始めた。

「こいつを作ってくれたのは、この侘瑠徒の街に残っている、からくり人形芝居の一座の方たちです。

　街の周囲を囲う城壁は粘土で、門や望ぼう楼ろうなどは木切れを組み合わせて作ってあります。城壁の中に広がる民家の一軒一軒も全部木切れで組み立ててあり、路地の数や家の数も正確に再現されています」

　伏龍は目を丸くしている燎原上じよう佐さに指示棒を差し出した。

「さて、帝国軍はこの侘瑠徒をどう攻めるつもりだったのか。ついこの間まで攻める側に立って作戦を考えていた、燎原上佐に説明してもらいましょう」

「え？　私が？」

　驚く燎原を見て、伏龍は笑ってうなずいた。

「ええ、攻める側の手の内をまず、説明していただきたいのです。それを聞いて、それにどう対処するかをみんなで考えようと思うんです」

「そうか、わかった。では、基本的なことから解説しよう」

　燎原上佐はそう言ってうなずくと、伏龍から指示棒を受け取って、代わりに模型の前に立った。

「今回のシムール蜂ほう起きを受けた帝国は、北域の各城じよう砦さい都市に応援の兵を動員し、これに対たい峙じすることとなった。その中心となるのが、県都である延えん声せいだ。

　帝国軍軍令部は最初、シムールは侘瑠徒を三日か四日で落とし、その余力を駆かって延声を攻撃するだろうと考えていた。

　まさか、侘瑠徒に残った守備隊とシムールの一支族が力を合わせて、シムールを撃退するとは思ってもいなかったのだ」

　燎原上佐はそこで言葉を切ると、居並ぶ侘瑠徒の面々を見回して、嘆たん息そくした。

「……だが、帝国の上層部、そして帝国軍の軍令部も、君たちがシムールを撃退したとは思っていない。君たちがシムールに寝返って、帝国に反旗を翻ひるがえしたと思い込んでいる。

　侘瑠徒から脱出した商人たちから、真実が漏もれ聞こえてきているが、それは月つき原はら弦げん斉ざいの手下どもが捏ねつ造ぞうした噓うそだ、ということになっているからだ。

　摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げんにしてみれば、月原弦斉の功績など死んでも認めるわけにはいかない。本当のことを知られる前に、侘瑠徒の連中をシムールに寝返った裏切り者として、皆殺しにしてしまわなければ安心できないのだ」

　燎りよう原げん上じよう佐さは手に持った指示棒で、侘タ瑠ル徒トの模型の南門の前を、とん！　と突いた。

「つまり、帝国軍はこの侘瑠徒に立て籠こもっている君たちを一人ひとり残らず殺すつもりだ！　この戦いに降こう伏ふくや交渉はありえない。帝国は、君たちに生きていてもらっては困るのだ！」

　燎原上佐の理り不ふ尽じんな言葉に、その場にいる全員から怒りに満ちた声が上がった。

「何だと？」

「そんな馬ば鹿かな話があるか！」

　ミーネがぴょこんと立ち上がって、その場にいる人々の声を代表するように叫さけんだ。

「ふざけるな！　帝国の連中は誰が味方で誰が敵なのか、見分けもつかぬボンクラどもばかりなのか！　わしらシャン族はこの侘瑠徒にいた月つき原はら弦げん斉ざい殿と誼ぎを結んだ！　共に助け合い、共に笑おうという誼じゃ！　だから侘瑠徒の兵と共に、石頭のタッケイと戦争にかこつけて略奪しようと企たくらんでいたユルムの馬鹿と戦ったのじゃぞ！」

　燎原上佐は肩をすくめて頭を下げた。

「ミーネ姫の言う通り。帝国はボンクラばかりなのです。

　帝国の上層部はシムールはすべて敵。としか思っていません。シムールと和議を結ぶ、という選択肢は、月原弦斉閣かつ下かが提唱するまで、帝国の中に存在していなかったのです。

　それはなぜなのか、答えは簡単だ。帝国には敵が必要だったからです。

　賄わい賂ろを貰もらって犯罪を見逃す役人。自分の一族を官職につけて、すべての権利を手中に収めようとする役人。勝手に税を決めて私腹を肥やす役人。

　臣しん民みんがそういった帝国の役人どもへの不平不満を抱いだいていても、シムールという共通の敵を用意して危機感を煽あおれば、不平不満は表に出ることはありません。

　シムールと和議を結べば、臣民たちの不平不満を引き受けなくてはならない。そんなことをするぐらいなら、シムールを共通の敵にしておいたほうがいい。それが、役人たちの本音なのですよ」

「腐りきってるな……」

　吐はき捨てるようにつぶやいた伏ふせ龍たつの言葉を聞いて、ミーネが訝いぶかしげに聞いた。

「それにしても、なぜ帝国皇こう帝ていは、そんな悪人どもをのさばらせているのだ？　さっさと成敗してしまえばいいではないか！」

　晴せい凛りんは苦笑いを浮かべた。

「帝国の皇帝陛へい下かはまだ子供です。皇帝陛下にはまだ帝国を治める力はありません。陛下の代わりに、摂せつ政しようが帝国を治めているのです」

「知っておるぞ、その摂政が菰こも野の盛せい元げんというクソオヤジじゃろ？　そいつが諸悪の根源だ、という話は、伏龍からも聞いた！　そいつの首を取ってしまえばいいのじゃな？」

　燎原上佐は晴凛と同じように苦笑いを浮かべて答えた。

「確かに、諸悪の根源かもしれませんが、菰こも野の盛せい元げんの首を取ればその日から帝国がよくなる、というわけでもありません。帝国の屋台骨が腐った本当の理由は、菰野盛元そのものにあるのではなく、菰野盛元のように考える人間が出世して権限を持つようになったからなのです。

　これくらい大丈夫だ、みんながやっているから、という理由で仕事の手を抜く。楽な仕事しかやらないで、面倒な仕事は他人に押し付けて知らん顔をする。

　そういうことをする役人が罰せられなくなった。そういう人間が出世する。そうなれば、誰も働かなくなります。

　真ま面じ目めに仕事をしている人間が褒ほめてもらえない世の中で、それでも真面目に仕事をしている役人は沢山います。でも彼らはみんな真面目に働くことの虚むなしさに耐えているのです」

　そして、燎りよう原げん上じよう佐さは自じ嘲ちようするように笑ってみせた。

「……まあ、中には私のように耐えられなかった馬ば鹿かもいますがね」

「馬鹿なんかではない！　立派な人間だ！　わしのような子供でもわかる！　真面目に働くこと、自分に与えられた責任を果たすこと。それを馬鹿にして嘲ちよう笑しようすることが当たり前だとか、正しいとか、そんな世の中のほうが間違っている！」

　ミーネはそう叫さけぶと、どん！　と床を踏ふみしめた。

「つまり、わしらは間違ってはいない、ということだ！　違うか？　晴せい凛りん！」

「違いませんよ、ミーネ姫。僕たちは間違ったことは何ひとつしていません……でも、間違ってないから戦いに勝てる、というわけでもありません。

　間違っているかいないか、ということと、戦いに勝つか負けるかは別の話です。戦いに負ければ、何を言っても無む駄だです。道理を語るは勝者の権利、ということわざが帝国にはあります。つまり、勝った人間だけが道理を説とくことができる、という意味です」

「むう……」

　不満げに黙だまり込んだミーネを見て、諭さとすように伏ふせ龍たつが言った。

「まあ、要するに勝たなきゃ始まらないってことだよ……で、燎原さん、帝国はどんな戦法で攻めてくると思う？　シムールは火矢を打ち込んで火攻めをしてきたが、帝国も同じ手でくるのか？」

　燎原上佐は首を振った。

「いや、帝国軍はあまり火攻めを用いない。その理由は、焼いてしまっては城じよう砦さい都市としての価値が無くなるからだ。

　この後にシムールとの決戦を行うことを考えれば、侘タ瑠ル徒トのような城砦都市は重要な拠点となる。それを焼いて使えなくするとは考えにくい……」

　燎原上佐はそこで言葉を切ると、手に持った指示棒の先を模型の城壁に向けた。

「つまり、攻める側はこの街の周りをぐるりと包囲して、外との連絡を遮しや断だんしてくるんだろう。そして、城内の食糧や水が尽つきるのを待つ、兵糧攻め、という方法を取る可能性が高い。

　侘タ瑠ル徒トのような小さな街では、備蓄してある食料も少ないから、ひと月もしないうちに食料が尽つきる。

　北ほく擾じようの役えきのときにシムールに占領された都市を奪だつ還かんしたとき、帝国軍はこの兵糧攻めをよく使ったそうだ。

　周囲を包囲してひと月から二月ほどで、城内の食糧……特に馬の飼料が底をついてしまったため、シムールたちはみずから城を開いて、騎馬兵による決戦を挑いどんでくることが多かった。

　帝国軍の作戦行動の基本は数による優位だ。圧倒的な数で敵を押し包んで勝つ。これが必勝のセオリーだな」

　ミーネが眉まゆを寄せて、不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。

「また、城に立て篭こもらねばならんのか。馬に乗って走り回る戦いを好むシムールには、イライラする戦いじゃな……でも、敵の隙すきを見て、こっちから城を出て攻めることだってできるのじゃろう？　この前の戦いのときのように」

　ミーネの言葉を聞いたミリンが難しい顔で答えた。

「でも、あれハ、邪じや神しんの像でタッケイ族とユルム族の連中の度肝を抜いたから、攻めることができたのデス。帝国軍に、あの邪神は効き目がナいのデハ難しいのではないデスか？」

「むう……結局はそこか。つまり、シムールの度肝を抜いた霜そう弊へい経けいの銅像のように、帝国軍の度肝を抜くものが必要……ということなのか」

　晴せい凛りんも腕を組んで考え込む。

「度肝を抜かなくてもいいんですよ。つまりは包囲する側に隙ができるような機会を作ればいいんですが……」

「何か無いかのう……」

　その場にいる全員が兵糧のことを心配しないのを見て、燎りよう原げんは怪け訝げんな顔になった。

「えーと、さっき私が言った通り、帝国軍はおそらくこの侘瑠徒を完全に包囲して、どこからも食料を運び込めないようしてしまうのだ……食料に関しては心配しないのかね？」

　その疑問に答えたのは光こう凛りんだった。

「いや、燎原上じよう佐さ。その件については、真っ先に私が調べました。この侘瑠徒には驚くほどの量の穀物や塩、そして馬の資料となる干草などが備蓄されています。今でも毎日、どこからともなく商人が穀物を運び込んでいる状態でして……倉庫では収容しきれずに、民家の空き家を使って穀物袋を積み上げているありさまです……ひょっとしたら、延えん声せいの備蓄量よりも多いかもしれません」

「そんなに！」

　驚く燎原上佐を見て、伏ふせ龍たつはにやりと笑った。

「実を言うと、光凛さんを護送していた馬車に積んであった永えい楽らく銀で、近郷近在の街や村だけじゃなく、延声からも穀物を買い占めているんだ」

「あの永えい楽らく銀を使ったのか!?　だとしても、延えん声せいから？　穀物は統制されていて自由に買えないはずだが？」

「そこはそれ、穀物商人に金を積んで、かなり強引に買ったのさ。腐りきった帝国万歳だな」

　どこ吹く風といった表情でうそぶく伏ふせ龍たつを見て、燎りよう原げんはあきれ半分、感心半分といった表情だ。

　そんな伏龍の言葉を聞いていたミーネが不満そうに言う。

「わしの連れてきたシャン族の兵士四千騎が馬に積んできた赤塩も役に立っているはずじゃぞ！」

「いや、まあ、確かにミーネ姫が持ってきてくれた赤塩も取引に使っている。でも、帝国領内では塩は専売品だから正々堂々とは売れねえんだ。

　帝国では塩と言えば白くて湿った海塩が普通だ。赤い色がついて乾いた赤塩は闇やみ取引にしか使えねえってんで、安く買い叩たたかれちまうんだ……思ったほどには儲もうからねえ」

「塩は塩じゃ！　見た目が違ったからといって何だというのじゃ！」

「品質に文句を言っているわけじゃありません。ただ、専売制という規則があるので、堂々と売れないだけなんです。ミーネ姫が貰もらってきてくれたシムールの赤塩は、ちゃんと役に立っていますよ」

「シムールは昔からあの赤塩を食べて生きてきたのじゃぞ！……まったく、帝国にはくだらん規則とか、決まりとかが多すぎる！」

　機き嫌げん悪そうに唇くちびるを尖とがらせたミーネを晴せい凛りんがなだめている光景を、光こう凛りんが微笑ほほえましそうに見ていたが、何かを思い出したようにはっと目を見開いた。

「……そういえば、侘タ瑠ル徒トを攻める、と決まったときに、緑軍の参さん謀ぼう本部から工部省のほうに建設用の資材の問い合わせをしてくれ、と言われた。何に使うのか、ちょっと気になるな……」

　伏龍が顔を上げた。

「え？　建設用の資材というと、どんなものですか？」

「台帳を見ただけなので、どういうものかよくわからないんだが、たしか雲うん梯てい車とか高こう架か楼ろうという単語が並んでいたと思ったな……」

「燎原さんはご存知ですか？」

「いや、私の専門は、兵士の陣形とかそっちのほうだ。ちょっと見当もつかない……」

　燎原が首をひねったとき、一人ひとりの中年の男が手を挙げた。

「雲梯車というと、あれか？　雲の梯子と書く……それなら知っているぞ！　そいつは、城の城壁や大きな建物を作るときに、足場に使うものだ！」

　声を上げたのは、からくり人形芝居の一座で大道具や小道具を作っている那な刳ぐり、という男だった。

　那刳は進み出ると、侘瑠徒の街の模型の中にあった、木を組んで作られた見張り台を取り上げた。

「雲うん梯てい車というのは、この見張り台のような丸太を組んで作った塔の下に、移動できるような車輪がついているしろものだ。上に職人を載せて城壁に沿って動かして石を積んだり、隙すき間まに漆しつ喰くいを塗り込んだりするときに使うんだ。

　短時間に城壁を作るなら、何百人という人間が動くための長い足場を組んで、一斉に働かなくちゃならない。足場を組む材木だって山のように必要だが、人を大量に動員しなくてもいい、平時の工事なら、これがいくつかあれば、それで充分だからな」

「高こう架か楼ろう、というのは、ご存知ですか？」

　伏ふせ龍たつは何か思いあたるものがあるらしく鋭するどい目つきで尋ねるが、那な刳ぐりは首を振った。

「いや、そいつは知らない、聞いたことがない」

　晴せい凛りんが兄に聞いた。

「こうかろう、ってどんな字を書くの？」

「うむ、こう書く」

　光こう凛りんは広間の机の上に指を置いて、文字を描いた。

　その指の軌き跡せきを追った晴凛は、同じように自分の手のひらに文字を書いてから、小さくうなずいた。

「文字から推察すると、これも高いところで何かをするためのものでしょうね。高架、というのは高いところに何かを引っ掛けたりするときに使う言葉ですし、楼というのは、文字通り、高い建物のことを意味しますから」

　伏龍が、ぽん、と手を叩いた。

「わかった、それは、きっとこの侘タ瑠ル徒トの城壁を攻めるための道具だ！　梯子はしごだと兵士は一列になって一人ひとりずつしか城壁に取り付けない。でも足場を作って十人二十人という兵士を乗せて、それごと城壁に取り付かせれば、一気に兵士を送り込んで制圧できる！

　城壁の上を制圧してしまえば、あとはそこからどんどん兵士を送り込めばいい。城攻めのための道具に違いない！」

　あたりにいる人々が不安そうにどよめく。城壁の優位がなければ城に立て篭こもる意味が無くなってしまう。

　伏龍が険しい表情で考え込む。傍かたわらでは。

「高架楼という文字から思いつくとすれば、確かにそういった用途のものでしょうね……」

　そう言いながら手のひらに文字を書いていた晴凛を見て、同じように自分の手のひらに文字を書いていたミーネが、小さく首をひねって悲しそうな顔になった。

　どうやら、楼の文字でわからなくなったらしい。

「……いかん、字がわからん……勉強が足りんようじゃ」

「ここしばらく、何もしないで肉食って遊んでたダケですからね」

「遊んでいたわけではない！　必死だったのじゃ！」

「いずれにセよ、今カラちゃんと勉強しテおかないと、三年後に捨てられマすネ」

「ふぇ……」

　ミーネは泣きそうな顔になって、晴せい凛りんを見た。

「晴凛！　わしにもっと文字を教えてくれ！」

「ええ、あとで、時間を見つけて、教えてあげますよ」

「きっとじゃぞ！」

「はいはい」

　やさしく微笑ほほえむ晴凛を見て、アイリーンがいたずらっぽく笑って言った。

「晴凛ちゃんが忙しいときは、私がイロイロ教えてあげるわよ？　三年と言わずに、三日で虜とりこにするような、あんなコトやこんなコト……　」

「本当か？」

　何も知らずに期待の目でアイリーンを見つめるミーネを見て、伏ふせ龍たつが慌あわてて止めた。

「余計なことを吹き込むんじゃねえ！　これ以上問題を増やすつもりか!?」

「あらぁん、そんなつもりこれっぽっちもないわ。むしろ、問題がいくつか一気に片付くと思うんだけどなあ」

「何言ってやがる。お前の言う『方法』で解決したことが、一度でもあったかよ」

　そこにミリンが口を挟はさんだ。

「そうデス。そんな方法が本当にあるなら、この酔っ払いはとっくにおっぱいお化けにいいヨウニされているはずデス」

　ミリンの言葉を聞いて、アイリーンはむっとしたように言い返した。

「おっぱいだけじゃないわよ！　それに、この人が肝心なときになると酔っ払って、役立たずになるからよ、わたしのせいじゃないわ！」

「大声でそんなこと言わなくていい！」

　まさか、そんな話になると思わず、うろたえた表情で伏龍が悲鳴を上げた。

「役立たずって、何がじゃ？　肝心なときって、いつじゃ？」

　追い打ちのように、ミーネが澄んだ瞳ひとみで伏龍を見上げ、首を傾かしげる。

「そんなことに興味を持たなくていい！」

「むう。教えてくれてもいいではないか……なあ晴凛。晴凛はわかるか？」

「えっ、ええっ!?」

　話を振られた晴凛も、慌てた。『いつ』『何が』なのかは、何となくわかるが……いや果たして、それで合っているのだろうか。そしてそれをミーネに話していいのだろうか……？

「え、ええと……」

　ミーネ、アイリーン、ミリン、そして伏龍の四人に視線をさ迷わせる。

「なあなあ、いつ何が役立たずなのじゃ？」

「んー、これは姫様にも教えてあげちゃっていいわよね。あのね、あそこが」

「ちょっト待ちやがりなサい、おっぱいお化け！　山やま猫ねこに余計な知恵つけさせるんじゃありません！」

「頼むから、そういうどうでもいい話は大声で言わないでくれ！」

　が、この件では、誰も伏ふせ龍たつの味方には、なってくれそうもなかった。

　そのやりとりを見ていた燎りよう原げんと光こう凛りんが、あきれたように、ぽかん、と口を開けているのを見て、一人ひとりの若者が笑いながら声をかけた。

「とても、最前線の作戦会議には見えないでしょう？」

「え？　あ、ああ、そうだな」

「そもそも、会議に女子供が入っている時点で、想像を絶しています……」

　若い男は二人ふたりに向かって小さく頭を下げた。

「申し遅れました、私はからくり人形芝居の脚本を書いています、零れい二じと申すものです。はじめまして」

「あ、いや、こちらこそ」

「よろしくお願いします」

　あらためて頭を下げた二人を見て、零二は笑った。

「お二人は帝国軍という大きな組織の中に身を置いてこられましたから、ここの流儀には慣れていらっしゃらないと思います。けど、この侘タ瑠ル徒トは、何というか境界線が無いんですよ。帝国人もシムール人も、そして兵士も商人も一いつ緒しよになって飯食ってわいわいやって……でも、そうじゃないと生き残れないんです」

「と、言いますと？」

　怪け訝げんな顔になった燎原に、零二はその大広間にいる人々を指差した。

「侘瑠徒には人がいないんですよ。だから、仕事に線を引いて、ここからここだけが自分の仕事だから、それだけをやっておけばいい、みたいな考えの人では、回っていかないんです。境界線を無くして、お互いがお互いの仕事をカバーし合う。みんなで知恵を絞って、方法を出し合う。んでもって決まったら、それに従って全力を尽つくす。そうやっていかないと、どうしようもないんです」

　零二はミーネを指差した。

「ミーネ姫はまだ子供です。でも、ああやって、大人たちの中に入って、一緒に話を聞いて一緒に考える。そりゃあ確かに、子供ですから知識も経験もありません。でも、何もないからこそ、本質を突くことを言うこともあるわけで、いろいろ気づかされたり、考えさせられることもありますよ。

　何というかな、専門家は確かに専門家ですけど、その分視野が狭せまくなるってことがあるじゃないですか。私たちが相手にしているのは、その専門家です。シムールも帝国軍も、戦争の専門家です。もし、専門家に弱点があるとしたら、その視野の狭せまさだって思うんです」

　燎りよう原げんは考え込むような表情でゆっくりと答えた。

「確かに、専門家というのは視野が狭い。しかし、それは逆に言うなら、その視野の中においては無類の強さを持つという意味だ。だから専門家は自分の得意な状況を作り出そうとする。作戦というのは突き詰めてしまえば、その自分の勝てる状況にいかに持ち込むか、ということだからな。素人しろうとがこれに対抗して勝つことは、まず無理だ」

　零れい二じはうなずいた。

「ええ、無理です、勝てません。でも、勝たなくても負けなければいい、というところまで持っていくことはできるんじゃないかと思うんです」

「負けなければいいだと？」

「ええ、相手は帝国ですよ？　勝てるわけないじゃないですか。でも、負けない戦いなら、何とかやれる道もありそうだとは思いませんか？」

「ふむ……」

　燎原は考え込んだ。

「私は帝国軍に身を置いてから今まで、戦いは勝たねば意味がないと思い込んでいた。勝って敵を殲せん滅めつすることが、帝国軍人として為なすべきことだとな……」

　光こう凛りんが言葉を選ぶように答えた。

「負けなければいい戦い、という考え方は面白いですね。考えてみれば、シムールと帝国の両方がそう考えるようになれば、戦いは起こりません。相手に勝とうとするから、戦争になるわけですから……」

　そこに、アイリーンとミリンの口喧げん嘩かの仲裁役を晴せい凛りんに押し付けて、その場を逃げ出した伏ふせ龍たつがやってきた。

「何やら面白い話をしていますね……」

「君のほうの話も、いろいろ面白そうじゃないか」

　そう言ってにやりと笑った燎原を見て、伏龍は、参ったな、という風に頭を搔かいた。

「戦場に女の子引っ張り込んで何をやっているんだ、とお考えでしょうね」

「まあ、確かに最初は面食らったがね……さっき、こちらの零二殿から、この侘タ瑠ル徒トは運命共同体だという話を聞いて納なつ得とくしたよ。この侘瑠徒の戦いは勝つための戦いじゃない、負けないための戦いだそうだな」

「ええ、俺が考えている戦いというのは、そういう戦いです。これから攻めてくる帝国の正規軍に比べれば、兵士の数、質、装備、どれを見ても勝てる要素が何ひとつありません。

　勝てる要素が無いのなら、無理して勝つことはないのですよ、負けなければいいんです」

　燎原は首をひねった。

「そこが、よくわからんのだ。私に学が無いためなのかもしれないが、君の言っていることが言葉遊びではないとしたら、具体的にどんな戦い方をするつもりなのかね？」

「ええ、負けない方法というのは、簡単に言えば戦争を続けられなくすることです。戦争を続けるのに必要なのは何だとお考えですか？」

「そりゃあ、まず、戦力だな。兵隊が揃そろっていなければ戦えない。次が補給物資だ。兵隊にちゃんと飯を食わせてやらなければならない。そして最後が士気だ。戦うぞ！　という意思の力が無ければ、戦争はできん」

　伏ふせ龍たつはうなずいた。

「そうですね、そのどれかが欠けても戦争は続けられません。俺の言うところの負けない戦いってのは、兵隊たちから、戦おう！　という意思の力を奪うことで戦争を続けられなくしてしまうことなんです。たとえ三万四万の兵隊がいても、その兵隊一人ひとり一人からやる気が失うせてしまえば、戦いは続けられません。つまるところ、俺たちは負けない、というわけです」

「言うのは簡単だが、実際にどうやって兵士からやる気を奪うというのだ？」

「兵士のやる気を一発で削そぐような、そんな方法はありません。帝国軍の兵士たちは、それなりの訓練を重ねた本物です。小さな小細工を幾重にも重ねていくしかないと思います……」

　伏龍はそこで言葉を切ると、目の前にある侘タ瑠ル徒トの模型を指差した。

「この侘瑠徒の街の南側にはタリム川が流れており、その東岸には砂地が広がっています。燎りよう原げんさんが三万の兵士をもってこの侘瑠徒を攻略するとしたら、どんな風に布ふ陣じんしますか？」

　燎原は侘瑠徒の模型の周囲をぐるりと指差した。

「私が帝国軍なら、まず、この侘瑠徒の周囲を取り囲むように攻略用の陣地を構築する。侘瑠徒から矢が届かぬ位置に木で枠組みを作り、そこに盾を並べ、それを押し出す形で距離を詰めるだろうね」

「ええ、それが城攻めの定法ですよね。では、その城攻めの兵士たちが寝泊まりする野営地はどこに作りますか？　食事の用意をする場所や、糧食を置く場所は？」

「それは、この侘瑠徒からもっと離れた、後方の安全な場所だな……」

　燎原は侘瑠徒の模型からずっと離れた南側を指差して、言葉を続けた。

「そうだな……このあたりを流れているタリム川の東岸に広がる砂地なら、野営地にするにはもってこいだろう。兵士たちは地面に敷物を敷いて寝るからな。岩がゴロゴロしているような場所で寝ることに比べれば、砂地の上は天国だ」

　燎原の答えを聞いた伏龍は、にやっと笑った。

「では、その川岸の砂地の中に、アレチイバラのトゲが山のように埋めてあればどうなると思います？」

「……そりゃあ、そこで野営するのは無理だな。野営するときは、兵士も軍靴を脱いで寛くつろぐわけだ。イバラのトゲが飛び出しているような場所じゃあ、座り込むこともできん。

　だが、そんな嫌いやがらせの小細工など何の意味もない。それだけで、兵士のやる気を削げるわけがないぞ？」

　伏ふせ龍たつは笑いながら、手を振った。

「ええ、それは当然です。アレチイバラのトゲだけでやる気を失うような、そんなヤワな兵士がいるわけがありません。でも、たとえ薄紙一枚分でも、確実にやる気を削ることができればいいんです。あとはどれだけそういった小細工を積み重ねることができるか、ということだと思います」

「ふむ……小細工など、いくら積み重ねても効果があるようには思えんのだが……」

　今ひとつ納なつ得とくがいかない、という表情で首をひねった燎りよう原げんを見て、伏龍は言葉を続けた。

「当然、小細工はこれだけではありません。そうですね……例えば、爆竹とかに使う化薬がありますよね。あれを枯れ枝の中に仕込んで、河原に置いておくというのはどうでしょう？」

「化薬を枯れ枝の中に？　どういう意味だね？」

「野営する帝国軍の兵士がかまどで煮に炊たきして食事を作る際の薪まきに混ぜておくんです。化薬に火がつけば、当然どかん！　と爆発します。もし、火の上に鍋なべや釜かまが置かれていたら、ひっくり返るでしょうね。食事はだいなしになってしまうし、疑ぎ心しん暗あん鬼きになって河原で薪を拾うこともできなくなります。そして、夜になれば、闇やみに乗じてシャン族の騎兵隊が波状攻撃をかけて、物資の集積所や野営地の天幕に火をつけて逃げるという作戦を繰り返します。兵士たちは夜も眠れなくなるはずです。きっとイライラが溜まるでしょうね」

「うむ、戦場の兵士の楽しみと言えば、食うことと寝ることだからな……」

　そう言ってうなずいた後で、燎原は目を見開いた。

「そうか、君の作戦の目標は兵士ではなく、兵士の生活なのか！」

「そうです。戦闘で兵士たちを倒すのも、兵士の衣食住を破壊するのも同じことです。要は兵士たちを戦えなくしてしまえばいいのです」

「しかし、敵は三万を超える大軍だ。そんな簡単に戦闘力を奪えるとは思えん……」

「ええ、一発逆転の奇策なんて、そんな簡単にできるわけありません。もし、そんなものがあるとしたら、こういった地味な小細工を積み重ねて、足腰を弱らせた、その先に見えるものだと思うんです」

「うーむ……」

　燎原は再び腕組みをして考え込んだ。

　その顔には、さっきのような怪け訝げんな表情は浮かんでいなかった。

　──この伏龍と、そして晴せい凛りんという二人ふたりの若者を最初に見たとき、私は困惑した。

　ただのどこにでもいる、軟弱で頼りない若者のようにしか見えなかったからだ。

　話し言葉も立ち居振る舞いも、すべて素人しろうと同然で、なぜこんな若者が三万のシムールを撃退できたのかと、不思議に思った。

　──だが、今の言葉を聞いて、何かが見えてきたような気がする。

　帝国の大軍が押し寄せんとするこのとき、誰も希望を失っていない。それは、あの二人ふたりの若者に対して、皆が絶大な信頼を寄せているからだ。あの二人は、そして、この侘タ瑠ル徒トの連中は、私が考えていたような人間ではなかったのかもしれない。

　そして、燎りよう原げんは胸の中でにやっと笑った。

　──ひょっとすると、ひょっとするぞ、この連中。







　　　第二章「援軍到着」







　侘瑠徒攻略のための帝国軍歩兵三万が延えん声せいにたどり着いたのは、侘瑠徒で晴せい凛りんたちが会議を開いた二日後のことだった。

　三万の兵士は二百人ごとにひとつの集団を作り、それぞれが指揮官と物資輸送用の荷馬車を引き連れ、長い行列を作ってやってきた。

　延えん声せいの城主にして、この北域県の県令である犂すき山やま稜りよう世せいは、居城の一室からその長蛇の列を見て、ほっとしたようにつぶやいた。

「やっと応援に来てくれたか……」

　先頭の集団が延声の城門をくぐったとき、最後尾はまだ視界の中に入っていなかった。

「それにしても三万の兵士を送り込んでくるとはな……反逆者が立て篭こもった侘瑠徒を潰つぶすだけなら、これほどの兵力は必要なかったのではないか？」

　県令の斜め後ろに立って、同じ光景を見ていた秘書官は首を振った。

「いえ、私の聞いた話ですと、侘瑠徒の反逆者どもはシムールと手を結んだそうでございます……ここの守備隊の指揮官だった燎りよう原げんという男も、部下を引き連れて侘タ瑠ル徒トの反徒の群れに加わったとか……このままあの者たちを放置すれば、無法者や不ふ逞ていの輩やからを集め、ふくれ上がるでしょう。ただの無法者ならば気にすることもありませんが、シムールが背後についているとなれば、話は別でございます。

　まだ弱体である今のうちに完全に叩たたき潰つぶすべきかと。首しゆ謀ぼう者を打ち首にして帝都の獄ごく門もん台に首をさらし見せしめにしなければ、禍か根こんを残すことにもなりかねません」

「そう言われてみれば、そうかもしれんな……侘瑠徒の連中を反逆者に仕立て上げるという策を立てたのは私だが、まさか本当に反旗を翻ひるがえすとは思ってもみなかった……菰こも野の盛せい元げんの親戚筋を助けたつもりが、とんだことになってしまった……」

　そう言ってうなずく犂すき山やまの背中に向かって、秘書官は駄だ目め押しの言葉を口にした。

「侘瑠徒の件は、すでに帝都に伝わっております。ここで不手際があれば、菰野盛元はいざ知らず、苑その山やま燕えん鵬ほう閣かつ下かはあなたを許してはおかないでしょう。たとえ、あなたが帝国皇こう帝ていの姻いん戚せき筋の定じよう族ぞくであっても、今の苑山閣下の前では赤子も同然……それをお忘れなく……」

　犂山は不満げに眉まゆをひそめただけで、何も答えなかった。

　秘書官は一歩進み出ると、居城の下を行進して行く兵士の列を見下ろして、不満げに言った。

「あの兵士どもを、あのまま城内に入れるおつもりですか？　三万の兵士と言えば、この延えん声せいに住む人間と、ほぼ同じ数。一気に人口が倍になると、色々と不都合があると思うのですが……」

「確かにお前の言う通りだが、軍は基本的に自給自足だ。衣食住は自分たちで賄まかなうのだから、気にすることはない。宿舎を割り当てるのは幹部の連中だけだ。兵士は城内の四か所の広場に、天幕を張ってそこに寝泊まりすることになっている。

　応援の兵士たちは確かに人数は多いが、延声の街はそれを考慮して造られているのだからな」

「確かにその通りでございます。この延声はいざというときに四万人の兵士を収容し、対シムール戦争の前線基地として機能するように造られています。私が心配しているのは、人数のことではありません。その質です」

「質だと？　どういう意味だね？」

　怪け訝げんな顔をする犂山に、秘書官は一礼してから答えた。

「はい、兵士といっても、その実態は食い詰めた無職の若者を搔かき集め、軍服を着せただけの連中です。この延声の街の中で略奪、暴行、窃せつ盗とうなどを行う可能性は否定できません。私はそれを危き惧ぐしているのです」

　県令の犂山は苦笑を浮かべた。

「まさか。彼らはこの延声の守備隊と同じ緑軍だぞ？　軍規は厳しく、訓練度も高い、帝国軍最強の部隊だ。若い男ばかり集まっているから、まあ酒の上での喧けん嘩かとかいざこざはあるかもしれんが、略奪をするとは考えられん。現に守備隊の兵士が略奪を働いたことなどないではないか」

「守備隊の連中は、この延えん声せいが自分たちの家だと知っておりますからな。自分の顔も名前もわかっているところで、悪さをする馬ば鹿かはおりません。しかし、あの応援の兵士たちは違います。いわばよそ者です。そして仲間は三万人もおります。俺一人ひとりくらい悪さをしてもわかるまい、と思えば容易に悪事を働くでしょう」

　秘書官の言葉を聞いて、犂すき山やまの顔に不安の色が浮かんだ。

「うむ……言われてみればそうかもしれん。あそこにいる三万の兵士と、この延声に詰めている守備隊とは、同じ兵士でも質が違うという、お前の意見には確かに理がある……」

　犂山はしばらく無言で考えていたが、やがてゆっくりと振り返った。

「では……どうすればいい？」

「入城させるのは構いません。しかし、兵士を城内に寝泊りさせることはありません。城内で寝泊りするのは幹部だけで、下士官以下の兵は城外に天幕を張らせて、そこで寝泊りさせるべきです。城内への立ち入りも厳しく制限し、不必要な出入りをさせなければ、城内で悪さをすることもありますまい」

「いや、しかし、彼らは十日間歩きづめで帝都からやってきたのだ。休養させて、英気を養う必要があるだろう？」

　秘書官は冷たい笑いを浮かべた。

「兵士の仕事は戦うことです。仕事をやり遂げた者を労ねぎらうのなら意味がありますが。まだ何も成していない者を労う必要はありません」

「うむ、確かにお前の言う通りだ……わかった、緑軍の指揮官にその旨むねを伝えてくれ」

「かしこまりました」

　秘書官は深々と一礼すると、犂山の前から立ち去った。

　犂山は小さくため息をつくと、窓に向き直って、延声の街に入場してくる帝国軍の歩兵の列に視線を落とした。

　居城の窓から見える帝国軍の兵士の梯てい団だんは、まだ続いていた。




　延声に到着した歩兵部隊の指揮官に与えられていた指示書には、到着して点呼を終えた後、速すみやかに兵士は宿泊用天幕の設営に入るように、という命令と、天幕を張る場所についての図面が添えられていた。

　設営部隊の指揮官らしい下士官が、その指示書の通りに輜重馬車から天幕を降ろして設営の準備を始めたとき、守備隊の軍務部の士官が慌あわてて走ってきた。

「ここに設営はできません！　天幕は城外に張れ、との命令です！」

「何だって？」

　設営部隊の指揮官は持っていた指示書を示した。

「我々、第八大隊は、この西門の泉水の周りに天幕を設営しろと、ここには書いてあるぞ！」

「ええ、当初の計画はそうなっていました。しかし、県令の命令で急きゆう遽きよ宿営地が変更になったんです！　応援の歩兵は全員城外において天幕を設営し宿泊すべし。一般兵士の城内への立ち入りは許可できない、とのことです」

　軍務部の士官の言葉を聞いた兵士の間から、一斉に不満の声が上がった。

「何だよそれ！　俺たちはずっと歩き通しでここまで来たんだぜ！」

「やっと休める、街で羽根を伸ばせる。そう思って、ここまで歩いてきたのに、それはねえぜ！」

「宿屋のように寝床で寝られるとは思ってねえけど、せめて街の中で寝かせてくれたっていいじゃねえか！」

　指揮官は、目の前に広がる広場と、その中央にある丸い大きな泉水を指差した。

「この延えん声せいの街にある広場は、我々のような応援部隊が来たときに、野営するために造られているはずだ。この泉水も、野営する兵士のための水場だと聞いている。我々がここに野営することに何の問題があるというのだ！　ここ以外に野営に適した場所があるのか？

　城外に野営するとして、生活に必要な水や、食料はどうするのだ？」

「水はここまで汲みに来ていただくことになります。食料も倉庫まで取りに来ていただくことになります。正直言って、ここに野営していただいたほうが、私たち配給係としても楽なのです。しかし、決定権はこの延声の県令である犂すき山やま閣かつ下かが持っております。犂山閣下が決めたことには逆らえません……」

　軍務部の士官の表情を見て、設営部隊の指揮官は、仕方ねえな、という風にため息をついた。

「わかった。あんたを責めたって仕方ねえ。あんたも俺も言われたことに逆らうわけにはいかねえ立場だからな……言われた通りに城外で野営する……」

　そして、指揮官はにやっと笑って付け足した。

「食料の配給のときに、ちょいと色をつけてくれるとありがたい」

「私の一存でどうにかなるものではないが……わかった、配給のときに配慮するように申し伝えておきましょう」

「よろしく頼むぜ」

　指揮官はそう言って小さく敬礼すると、天幕を広げようとしていた部下に向かって怒鳴った。

「作業中止！　天幕や荷物をもう一度馬車に積みなおせ！　いったん城外に出るぞ！」

　天幕を張ろうとしていた兵士たちはぶつぶつ文句を言いながら、広げかけた天幕をのろのろと畳み始めた。




　太陽が西の地平線に飲み込まれ、空が薄紫色に染まる頃。延声の城壁の外側には、一度入城したものの、そのあと追い出された三万人の兵士が張った何百という天幕があった。その間から、夕食の用意をするかまどの煙けむりが立ち昇り始める。

　帝国軍は歩兵二百人をひとつの大隊として、大隊単位で行動する。

　この大隊には輜し重ちよう車しやと呼ばれる物資輸送用の馬車が十台配置されており、移動中の兵士たちは、もっぱら、この馬車に積まれた食料を食べている。

　朝と昼は小麦粉に塩を入れて練り、薄く延ばして焼いた、餅ピエンと呼ばれる日持ちのする硬いパンのような『行軍食』を、そして夜、天幕を張って野営するときは、米に野菜や干し肉を刻んだものを入れて炊き込んだ、ピラウと呼ばれる雑ぞう炊すいのようなものが主なメニューであり、お世辞にもよい食事とは言えない。

「あーあ、やっとのことで、延えん声せいにたどり着いたってえのに、また今日きようも雑炊かよ」

「別に、肉汁滴したたる焼肉を食わせろとか、山海の珍味の山盛りを食わせろとは言わねえけど、せっかく延声に着いたんだから、せめて市場で売っているものぐらい食わせてくれてもいいのによ……」

「まあ、そう言うな、予定が急きゆう遽きよ変更になったんで、延声の守備隊の連中もばたばた走り回っていたからな。もしかしたら、食い物も準備してあったのが、手が回らなかったのかもしれねえ。まあ、いろいろ落ち着いたら、食い物も変わるはずだ。今日のところはこれで我慢しろ」

「はあ……まあ、俺たちの食うものはこれしかないわけで、文句言ったところで始まらねえんすけどね……」

　その兵士はそこで言葉を切ると、城壁の奥に聳そびえ立つ県令の居城を見上げた。

「延声の街に着けば、街の中でひと休みすることができる……酒や食い物を買って、平原オオカミとかに襲われない城壁に囲まれた街の中で、ぐっすり寝ることができると思ってたんですけどねえ……」

　その目には失望の色と、そして延声の県令である犂すき山やま綾りよう世せいに対する恨うらみの色が浮かんでいた。




　延声にたどり着いた帝国軍の兵士たちが、城壁の外で貧しい食事を取っていたその頃。

　城壁の最も奥にある県令の居城の大広間では、帝国軍の将軍と部隊の主だった指揮官たちを招いた祝宴が開かれていた。

　五色の色鮮やかな布を壁面に張り巡らした、華はなやかな部屋の中には机が並べられ、上座には県令である犂山綾世と、帝国緑軍の総指揮官である孟もう旗き将軍が並んで座っていた。

　机の上には贅ぜいを凝らした料理と酒が並べられ、女官にしては妙みように色っぽい若い女たちが、守備隊の将軍や応援部隊の指揮官に酌しやくをして回っている。

「いやあ、帝国軍の精せい鋭えい三万の軍勢が地平線の向こうに現れたとき、心の底から安あん堵どしました。侘タ瑠ル徒トを襲ったシムールどもは、侘瑠徒の裏切り者と手を結んだ後に姿を消しましたが、聞いた話ですと、どうやら引き上げたわけではなく、いくつかの小部隊に分かれて帝国領内に侵入し、村々を荒らしまわっているとか……油断はできませんな。侘瑠徒が敵の手に落ちている今、この延声は最前線です。かくなる上は一刻も早く侘瑠徒に立て篭こもる裏切り者どもを倒して、侘瑠徒を帝国の手に取り戻していただきたいものです」

　犂すき山やまの言葉を聞いた孟もう旗き将軍は、白い顎あご髭ひげを撫なでながら鷹おう揚ようにうなずいてみせた。

「うむ、確かに、侘タ瑠ル徒トは現在、我が帝国の領地ではありませんな。しかし、シムールの手に落ちたわけでもない。実にこう、あいまいな宙ぶらりんの存在です。

　侘瑠徒を襲った三万のシムールを、奇策を用いてわずかな手勢で撃退した、という話も伝わっております。あのような小さな街など兵を送って攻めれば簡単に落ちると誰でも考えるでしょうが、この戦いは少々難しいかもしれませんぞ」

　その言葉は、将軍が正確な情報を手に入れて真実を見抜いていることの証明だった。

　犂山は一いつ瞬しゆん怯ひるんだように息を吞のんだが、すぐに表情を変えてにっこり笑った。

「ええ、侘瑠徒の反徒には何やら軍師もどきの男がついていて、その男が様々な奇策を用いたと言う話は、私も聞き及んでおります……」

「その男の正体は摑つかんでおるのですか？」

　犂山は自分の隣にいる秘書官を見た。

「孟旗将軍に、あの男について説明してくれ」

「秘書官の方が、そういう情報を持っていらっしゃるのですか？　守備隊の将軍ではなく？」

　孟旗将軍はわざとらしく驚いてみせた。

　守備隊の将軍が、まったくそういった情報収集を行っていなかったということを孟旗将軍は知っていた。しかし、守備隊の将軍の無能ぶりを叱しつ責せきすれば、守備隊を統括する地位にある県令の犂山の立場が無い。

　驚いてみせたのは、恥はじとして感じ入るように、という孟旗将軍なりの配慮だった。

「あ、いや……そういった情報を持っていた燎りよう原げんという部下が、その……いなくなりまして……面目ない……」

　秘書官は、守備隊の将軍が冷や汗をたらして言い訳を並べるのを、冷ややかな目で見た後で席を立ち、孟旗将軍の横にやってきて小さく一礼すると、酒を将軍の杯さかずきに注ぎながら言った。

「このたびは、遠路はるばるお疲れ様です。主人の命により、侘瑠徒の軍師についてご説明します。その男は皇こう伏ふせ龍たつと名乗る、二十二歳ほどの若者です」

「そんなに若いのか？」

　驚く孟旗将軍を見て、秘書官は深くうなずいた。

「はい、こちらで侘瑠徒から逃げてきた避難民に聞き込んだところでは、二十歳から二十二歳くらい、と読むものが多く、二十五歳を越えている、と答えた者は一人ひとりもおりませんでした。

　私の同僚が、侘瑠徒でその男に会っておりますが、言葉に訛なまりが無く、皇こう帝ていのお暮らしになる金製城に参さん内だいするときの典てん上じよう則そくすら知っていたそうです」

「典上側を？」

　孟旗将軍は目を見開いた。

　驚くのも無理はない。典上側とは、皇帝の暮らす金製城の中で執とり行われる祭さい祀しや式典に関わる規則のことであり、皇こう帝ていに直じき々じきに会う機会のある王族や定じよう族ぞく、そして高級官かん僚りよう以外の人間には、まず縁がない知識である。

「もしかして、その男はどこか身分の高い一族の御おん曹ぞう司しではないのか？」

「はい、我々もそう考えました。定族の御曹司で身を持ち崩し出しゆつ奔ぽんした若者かもしれない……と。しかし、聞けば聞くほど侘タ瑠ル徒トでの生活ぶりはひどいもので、昼間から酒を飲んで道端で寝ていたり、小汚い物売りとか下級兵士どもと一いつ緒しよに場末の酒場で酒を飲んで大おお騒さわぎをしたり、という、身分の高い家の生まれとは到底考えられない所業の数々が明らかになりまして、どうにも正体が摑つかめないままなのです」

「ふむ……」

　孟もう旗き将軍は考え込んだ。

「軍師の正体が不明というのは気になるが、まあそれは置いておいて、侘瑠徒の反徒どもの首しゆ魁かいである泉せん野や晴せい凛りんという男については、どうだね？」

「ははは……あ、いや、これは失礼しました」

　秘書官は鼻で笑った後で、慌あわてて頭を下げた。

「泉野晴凛という男は何の力も無いただの平凡な男です。弓の腕が立つという話もありますが、帝国の武技大会の予選にすら出たことがない、まったく無名の男です。

　何というか、街を歩くと、昼間から仕事もせずにその辺の路地に所在なさげにぼーっと立ってる若者を見かけることがありますが、そういう若者と何ら変わるところがないそうです。まあ、根は善人なんでしょうけど、善人であるだけで、何ひとつ役に立たないようなそんな人物ですね。要するに、かつぎ上げるには、軽くて何も考えていないような人間のほうが楽だ、ということでしょう」

「つまり、泉野晴凛は傀かい儡らいであると？」

「はい、背後に彼を操あやつっている大きな組織が存在します、それは月つき原はら弦げん斉ざいとその一派です、間違いありません。普通の人間には帝国に反旗を翻ひるがえすなどというとてつもないことを考えることはできません。今回の騒動はシムールの来らい寇こうを含めて、すべて月原弦斉が仕組んだことと見て間違いありますまい」

　孟旗将軍は苦笑を浮かべた。

「シムールの来寇を弦斉のしわざにするのは、無理があるのではないかな？　いかに弦斉といえども、シムールをわが意のままに操れるとは思えんが……」

「いや、そうではありません。ご存知のように、弦斉は摂せつ政しようの座を菰こも野の盛せい元げん様と争って敗れ、北緯庁総そう督とくという名目で侘タ瑠ル徒トのような僻へき地ちに島流しにされました。

　人も金も失った弦斉が帝国の中ちゆう枢すうに返り咲くために使えるのは、シムールの力しかなかったのです。弦斉はシムールに寝返り、シムールの力を利用してこの帝国を再び我が物にしようと企たくらんだに違いありません。弦斉が主張していたシムールとの融和や和わ睦ぼくという路線は、すべてシムールに取り入り自分が帝国の中ちゆう枢すうに返り咲くための方便でしかなかったのです。

　今回のシムール来らい寇こうは、総そう督とくの地位すら失った弦げん斉ざいが打った最後の賭かけでしょうな」

　──なるほど。

　自信たっぷりに弁舌をふるう秘書官を見て、孟もう旗き将軍は思った。

　──官かん僚りよう方の総元締めである苑その山やま燕えん鳳ほうの懐ふところ刀がたなと呼ばれたこの男が、なぜこんな辺境で犂すき山やま綾りよう世せいの秘書官をやっているのか、その理由がわかった。

　この男は見張り役なのだ。

　県令の犂山綾世は皇こう帝ていの姻いん戚せきで、末席とはいえ皇位継承権を持つ男だ。帝都を遠く離れたこの辺境の地で月つき原はら弦斉と組まれては一大事、ということか。

　この男は月原弦斉と犂山綾世が何をしているのか、それを常に中央に報告するために、この延えん声せいに送られているのだ。

　そして、苑山燕鵬は、この男から聞いた情報を元に、すべての悪事凶事の原因を弦斉に結び付け、こじつけ、責任を負わせ、失脚させるのだ。

　この男は自分で並べ立てている言葉を信じてはいない。月原弦斉がシムールに寝返ったなど髪の毛一本ほども信じてはいないのだ。

　だが、そういうことにしなくては、帝都にいる苑山燕鵬も、苑山がかついでいる菰こも野の盛せい元げんも、安心できないのだ。

　月原弦斉を裏切り者に仕立て上げれば、弦斉をかばう者、弦斉を慕う者すべてに、裏切り者という札を貼り付けて葬ほうむることができる。

　帝国の臣しん民みんの間に根強い月原弦斉への思慕の念を断ち切るためには、最も効果的だ。

　月原弦斉は、帝国の歴史に公式に、裏切り者として記されることになるだろう。

　つまり、この言葉は私にも向けられている、ということだな。

　まあいい、官かん僚りようどもの権力争いなど、私の知ったことではない。私は粛しゆく々しゆくと軍を進め、責務を果たすだけのことだ。

　孟旗将軍は胸の中に皮肉な笑いを浮かべると、ゆっくりと言った。

「なるほど、ここに来て、敵の陣容がよくわかりました。どうやら侘タ瑠ル徒トに立て篭こもる反徒どもの中で警戒すべきは、その、得体の知れない軍師もどきの男だけのようですな。

　古来から用兵家は、たとえ少ない兵でも、策があれば大軍を相手にできると言い張っておりますが、机き上じようの演習ならいざしらず実際にそれをやれる人間は、そうはいません。侘瑠徒に立て篭もる連中は、それをやってのけたわけですからな。いろいろとご教示いただきまして、参考になり申した」

「いえいえ、こちらこそ、戦いの素人しろうとの言葉など、それほどお役に立てたとは思えませんが、ご参考になれば、何よりです」

　そう言い残して小さく一礼し孟旗将軍の前を離れ、自分の席に戻った秘書官を見て、犂山綾世は笑いを浮かべて言った。

「いや、ああ言っていますが彼は有能です。私なぞは、この北域の領地を隠居した父から受け継いだものの、運営に関しては、さっぱりわかりません。すべて彼に任せっきりです」

「いやいや、県令としてこうして領地に赴おもむいていらっしゃるだけ、大したものです。辺境に領地を持つ定じよう族ぞくの方は、山ほどおりますが、誰も皆、領地は代官に任せ、帝都の居宅で毎日遊び暮らしております。

　代官の多くは県令の目が届かないのをいいことに、自分勝手な名目の税金を作り上げ、それを自分の懐ふところに入れております。辺境の民の中には、あまりの税金の多さに生活が成り立たず、先祖伝来の田畑を捨てて流る民みんとなる者も出ているという話も聞きます。

　こうやって、みずから領地を治める姿勢を見せてこそ、領民は安心できるのですよ」

「いや、そう言っていただけるのはありがたい。親戚一同……まあ、隠居した親おや父じもですが、口を揃そろえて帝都に戻ってこいと、うるさくて仕方ない。

　私は、政治向きの人間ではありません。この延えん声せいのような場所で、鷹たか狩がりやら釣りをしてのんびり暮らすほうが性に合っているのですよ」

　孟もう旗き将軍はうなずいた。

「ええ、人間は時には羽根を伸ばしてゆっくり休養することも大事です。兵士も同じでしてな。長い行軍の後は休ませてやらないと、いざ、戦いとなったときに存分に戦えませんでな……緑軍の兵士たちは城内に立ち入り禁止ということですが、せめて半数を交代で城内に入れさせてはもらえんでしょうかな？」

　孟旗将軍の二つ隣に座っていた緑軍の参さん謀ぼう長は、その言葉を聞いて小さくうなずいた。

　──兵士の処遇を見直してくれ、という要求をいつ言い出すのかと思っていたが……いきなり話を持っていくのではなく、相手に充分話をさせた後で、本題に持っていく。このあたりの老ろう獪かいさは見習わねばな。

「ふむ、確かに。いきなり三万人の兵士が城内にあふれたのでは収集がつかなくなる、という理由で立ち入りを禁じたわけですが、半数なら何とかなるかもしれませんな……その方向で考えてみるとしますか……」

　孟旗将軍の言葉を聞いた犂すき山やま綾りよう世せいは、そう言って考え込んだ。

　傍はた目めには好き勝手をやっている若わか旦だん那なのようにしか見えない犂山綾世だが、やはり帝国の貴族階級に育った男である。

　孟旗将軍がこの場で犂山の面子メンツを立てた以上、義理を立てて相応の返礼をするのが県令としての立場である。

　犂山は視線を秘書官に向けた。

　兵士を城外に追い出すよう進言した秘書官は犂山と視線を合わせない。つまり、秘書官は孟旗将軍の言葉を認め、犂山に一任したということだ。

　──ここは譲ゆずって恩を売れということだな。やれやれ、下々の意見を調整するのも楽じゃないな。

　犂すき山やまが胸の中でため息をついて、承諾の返事をしようと口を開いたそのとき。

　帝国軍の将軍たちの末席に座っていた一人ひとりの小太りの若い男が立ち上がって、ささっと孟もう旗き将軍の脇わきに小走りに近づいた。

　男は二は十た歳ちほどだろうか？　軍人の席の中にいたのに軍服姿ではない。学者が好んで着る『道服』と呼ばれるゆったりとした服を着ている。

　兵士の処遇について再考をうながしていた孟旗将軍の脇にやってきたその男は、いきなり話に割り込んだ。

「お話の途中ですが、私、その軍師もどきの皇こう伏ふせ龍たつという男に覚えがございます！」

　孟旗将軍とその周りにいた参さん謀ぼうたちは一様に顔をしかめた。

　──は？　その話はもう終わってるだろ！

　──せっかく将軍が兵士の処遇を再考してもらうように話を持っていったのに、何でお前がしゃしゃり出てくるんだ！

　──空気を読め空気を！

　だが、学者風の若い男は周りの人間の表情など眼中にないかのように早口でまくし立てた。

「申し遅れました。私は沢さわ樹ぎ延えん銘めいと申しまして、苑その山やま燕えん鵬ほう閣かつ下か直じき々じきに帝国軍緑軍の参さん謀ぼう本部付き軍儀官を拝命しております」
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　甲かん高だかく耳みみ障ざわりな沢さわ樹ぎの言葉の中に、聞き捨てならぬ名前を耳にした犂すき山やまが聞き返す。

「苑その山やま閣かつ下かの？」

「はっ。おそれおおくも苑山閣下から、帝国の将来を背負って立つときのために見聞を広めよと仰おおせつかりました」

　得意げに小鼻をぷくぷくとふくらませて答える沢樹を見て、秘書官が犂山に耳打ちした。

「この若者、いささか礼を逸してはいますが練れん涯がい塾出身で最年少の科挙合格者です。苑山様に目をかけられているとのこと……おろそかにしないほうがよろしいかと」

「うむ……」

　犂山は小さくうなずくと、沢樹に向き直った。

「そういえば、お名前に聞き覚えがございますな。帝国史上最年少で科挙に合格した方ですな？

　何でも練涯塾のご出身とか……」

　聞き覚えも何もない。犂山は秘書官に言われたことを繰り返しているだけである。しかし、沢樹は、癖くせなのだろう、小鼻をふくらませて得意顔になる。

「その通りです！　十七年間、一人ひとりの科挙合格者も出していない延えん声えいにまで我が名が知られているとは光栄のいたり！　さすがは中央政界でもその名が知られた犂山閣下です。身体からだで覚えた行軍手順しか知らぬ緑軍の参さん謀ぼうは、科挙合格者の名前どころか練涯塾の名前すら知りません。

　知識とは力です！　梃て子この原理を使えば最小限の力で最大限の効果を発揮できるように、知識を使えば最小限の力の行使で、戦いくさに勝利することができる！　そんなこともわからないから、帝国の軍人は図体ばかりでかい金食い虫だと笑われるのですよ。いやまったく嘆なげかわしい！」

　自分の任地を辺境の田舎町呼ばわりされた延声の文官、金食い虫と当てこすられた緑軍の武官、いずれもが敵意のこもった視線を沢樹に向ける。

　沢樹は自分に向けられた渋じゆう面めんや舌打ちを、平然と無視していた。

　その表情を見て犂山はあきれたが、やがてあることに気がついた。

　──いや、無視しているのではない。こいつは自分が嫌われていることを、理解していないのだ。

　絶句した犂山に代わって、秘書官が聞いた。

「……沢樹殿。皇こう伏ふせ龍たつという男を知っているとのことでしたな。それは確かですか？」

「皇伏龍という輩やから、本名は神しん流りゆう千せん斗とで間違いございません」

　千斗という名前を吐き捨てるように口にしたとき、沢樹の鼻の上に皺しわが寄った。

「神流千斗……神流と申しますとまさか……」

「はい、神流想そう易えき学の本家に連なるものです。この男、実家の想易学を嫌い、練涯塾に通っておる変わり者でしたが、ここでもまともに講師の話を聞くことなく、隅のほうで本ばかり読んでおりました」

「その神しん流りゆう千せん斗とが、皇こう伏ふせ龍たつである証拠はあるのか？」

　犂すき山やまが聞くと、沢さわ樹ぎは小さく首を左右に振った。

「証拠はございませぬ。神流千斗は六年前に家を捨て、塾もやめ、出しゆつ奔ぽんしております。以後はどこにおるのか行方ゆくえ知れずです」

「何だ、それでは──」

「ですが！」

　犂山の言葉を強い口調で沢樹が遮さえぎる。

「練れん涯がい塾で将来を嘱しよく託たくされた神流千斗が身を持ち崩したのは、酒におぼれてのこと。また、神流千斗は練涯塾でも特に兵法を得意とし、むろんのこと典てん上じよう側そくにも通じておりました。そして何より、そやつは家を出るときにみずからの名前も捨て、『伏龍』と名乗っております」

「ふむ……それで？　神流千斗が侘タ瑠ル徒トの反乱軍の軍師、皇伏龍だとして、そなたは何を言いたいのだ？　かつて同門であった男を説得して、降らせようというのか？」

　鼻の頭に皺しわを寄せたまま視線を犂山に向けた沢樹は、首を強く振った。

「いえ。一時期とはいえ同門であったからこそ、あの男を許すわけには参りません。ですが、こうお考えください。伏龍こと千斗が学んだ兵法は、すべて私も学んでおります。ましてやあの男は勉学についていけずに酒に逃げた落ちこぼれ。軍の作戦のすべてを私に任せていただければ、あの男のイカサマなど容易に打ち砕いてご覧にいれましょう！」

　勢い込む沢樹に、犂山は鷹おう揚ようにうなずきで返す。

「なるほど。それはありがたい。では、よろしく頼む」

「本当ですか！」

「ん？　もちろんだとも」

　いい加減うっとおしくなった犂山がそう言うと、沢樹は小鼻をぷくりとふくらませた。

「では、犂山閣かつ下かから、参さん謀ぼう本部付き軍儀官ではなく北域全域の直裁軍儀官としての辞令を出していただけませんでしょうか？」

「何だと？」

　直裁軍儀官とは、直裁の名前が示すように軍に命令を下すことができる軍儀官である。沢樹が口に出したのは、延えん声せいに駐屯する北域の緑軍一万五千の兵の指揮権をよこせという、とんでもないものだった。

「おい、沢樹！　何を言い出すのだ！」

　これにはさすがに温厚で知られる孟もう旗き将軍も顔色を変えた。

「軍の組織はそう軽々と変えることはできん！　前線での辞令、任官はあくまで軍の指揮系統を維持するためのもの！　ましてや武官でなく文官の軍儀官であるお前は、たとえ緑軍最高指揮官のわしでも、地位を変えることはできんのだぞ！」

　軍隊は命令に従ってのみ動く。しかし、戦場においては指揮官が死傷して不足することもある。そこで戦地においては上級指揮官が臨時に下級指揮官を任命する権限を持ち、これによって指揮官の消しよう耗もうを補うことが可能になっている。

　しかし、沢さわ樹ぎは軍儀官である。文官である沢樹は軍の指揮系統の中には含まれておらず、戦地での辞令、任官は孟もう旗き将軍であっても不可能である。

「はぁ？　何を当然のことをおっしゃってるのですか、孟旗将軍」

　沢樹は鼻の穴をぷっくりさせて孟旗将軍に向かって首を傾かしげてみせた。

「軍儀官が軍の指揮系統になく、助言以上のことができないように、武官である将軍も文官の私の地位をどうこうできない。それは、国法に定められた当然のことでしょうに。ですが、犂すき山やま閣かつ下かは違う。北域の領主としてこの地域の文官の長でもある犂山閣下には、私に辞令を出す権限があります。そのあたりの法的根拠まで、ご説明せねばわかりませんか？　長くなるのでその説明はまたの機会にしたいのですが」

　祖父ほどに年齢の離れた孟旗将軍へ、沢樹はまるでできの悪い教え子に諭さとすような物言いをする。

　これに暴発しかけたのは孟旗将軍ではなく、ほかの上級指揮官であった。帯剣していなくとも、素手で沢樹の首をへし折るなど造作もない剛ごうの者揃ぞろいだ。

　視線だけで部下を抑えた孟旗将軍は、内心の思いを押し殺して沢樹に話しかけた。

「ならば、犂山殿を困らせるでない。そなたのような知恵者が我が軍の軍儀官として敵の作戦を見破ってくれれば、それで我がほうの勝利は決まったも同然ではないか。何も直裁軍儀官になる必要はあるまい」

　孟旗将軍の狙ねらいは、沢樹をおだてていい気にさせることで直裁軍儀官の申し出を取り下げさせることだった。

　もしこれが沢樹以外の男であったら通用したろう。だが、沢樹は孟旗将軍のおだてに小鼻をふくらませはしたが、申し出は取り下げなかった。沢樹にとって知恵者として自分が褒ほめられるのは当然のことであり、それが駆かけ引きの材料だとは考えもしなかったのである。

　──むしろ、こいつが直裁軍儀官になったら勝てる戦いも勝てなくなるぞ。

　──延えん声せい駐屯の一万五千の兵が、沢樹の指揮下で別行動するってことだからな。

　──これまで準備した作戦計画が全部パーじゃないか。どれだけ足引っ張るつもりだ、この馬ば鹿かは。

　孟旗将軍の横に並ぶ緑軍の指揮官や参さん謀ぼうがそう考えて沢樹をにらむ一方、対面に並ぶ延声の文官、武官も困惑した表情を沢樹と孟旗将軍に向けていた。

　──おいおい、大丈夫かよ。緑軍のやつら、自分とこの若い衆すら抑えられないのか。

　──軍人にとっては、久しぶりの戦いくさは出世のチャンスだろうが、戦場になった延声の人間にとっては一日でも早く戦が終わってほしいんだよ。わかってるのか？

　──どっちでもいいから、何とかしてくれよ。もたついている間に、シムールの本隊が来たらどうするんだよ。

　彼らの不満と不安は、犂すき山やまも共有するものだった。特に犂山が悩んだのは、沢さわ樹ぎの申し出を受けることで、中央の政界から地方領主が断りも入れずに勝手なことをして、とにらまれることであった。

「あー、しかしな。前例の無いことでもあるしな……」

「もちろん、前例ならあります。七十年前の北ほく擾じようの役えきの際に、西の都、蓮れん郷ごうの領主が壊滅状態に陥おちいった近隣の守備隊を集め、みずから率いて出陣したとき、この権を用いて軍を指揮しております。ご存じなかったのですか？」

　官かん僚りようの得意技、前例に無い、で乗り切ろうとした犂山だったが、そこは科挙最年少合格者。沢樹の抜群の記憶力が勝った。

「むむむむ……」

「ご安心ください。犂山閣かつ下か。私を直裁軍儀官に任じていただければ、侘タ瑠ル徒トに立て篭こもった目め障ざわりな反徒を平定してご覧に入れましょう」

　犂山は困ったような表情で、後ろにいる秘書官を振り返った。

　秘書官は興味深そうにうなずいた。

「彼の言っていることに間違いはありません。北域の領主である犂山閣下には、確かに北域内における帝国緑軍の統括権がございます。

　とはいえ、みだりにこの権力を使えば軍は混乱いたしますし、中央からは謀む反ほんの疑いをかけられます……」

「謀反の疑いだと？」

　犂山は目を見開いた。

「冗談ではない！　ただでさえ、代官を置かずに自分の領地に来ているということで、妙みような噂うわさを立てられないようにと、親おや父じや親戚からやいのやいの言われているというのに、これ以上面倒の種を背負い込みたくない！」

　秘書官は慌あわてて顔の前で小さく手を振ってみせた。

「いえ、そうではありません。犂山閣下みずからが統括権を振るうのではなく、単に辞令を出すだけですので、謀反とかそういう疑いはかけられることはまずありません。それに……こちらの方は、苑その山やま燕えん鵬ほう閣かつ下かにも可愛かわいがられているとのこと。便宜を図って覚えがよくなることこそあれ、悪く思われることはございますまい」

　犂山は目の前で苦虫を嚙かみ潰つぶしているような顔をしている孟もう旗き将軍をちらっと見て答えた。

「……しかし、ここで辞令を出せば軍を指揮する人間が二人ふたりになる。軍隊というのは一糸乱れぬ行動を取ってはじめて力を持つ。てんでばらばらに動いたのでは、その辺の野盗にも負けてしまうぞ？」

「それは簡単です。軍師殿に軍の指揮権をすべて……延えん声せいの守備隊一万五千のみならず、応援に参じた三万の緑軍の指揮権もすべて渡せばよろしいのです」

　秘書官の言葉を聞いた孟もう旗き将軍と、居並ぶ軍人たちは全員息を吞のんだ。

「そ、それは……」

　思わず抗議しようとした孟旗将軍を見み据すえて、秘書官は言葉を続けた。

「こちらの軍師様は、あの苑その山やま燕えん鵬ほう閣かつ下かから命ぜられて、この緑軍に参られたのです。それがどういう意味なのか、よくお考えになることですな……これはまさしく帝国に対する忠誠心を問われているということなのですぞ？」

　孟旗将軍は絶句した。

　──そうか。そういうことなのか。

　苑山燕鵬がこの生意気な世間知らずの若者を緑軍の参さん謀ぼう本部に送り込んできた理由は、そこにあったのだ。

　苑山は行政職の最高位にいて権勢を誇っているが、軍隊に対する影響力はそれほどでもない。

　軍人は政治に首を突っ込まぬという不文律によって、帝国軍は帝国内部の権力争いとは距離を置いていた。それは当然のことなのだ。軍隊が権力争いに加担したのでは内乱になりかねない。軍隊はただ皇こう帝ていの勅ちよく命めいにのみ従うことで常に中立の立場を取り続けてきたのだ。

　苑山はこの侘タ瑠ル徒ト攻略を自分の影響力を拡大するために利用しようとしている。この生意気な若僧はそのための道具なのだ。

　孟旗将軍はすばやく考えを巡らせた。

　──どうする？　この若者に指揮権をゆだねることに反対することは簡単だ。しかし、おそらくそれをすれば、この侘瑠徒攻略が終わった後、私は罷ひ免めんされるだろう。

　それならそれでいい。自分の地位などに未練は無い……しかし、この先にはシムールと雌し雄ゆうを決する戦いが控えている。

　私が軍を去り、この若者のような苑山の手先が軍の指揮権を握れば、帝国軍はどうなる？

　──いやいや、先走る前に目の前の侘瑠徒攻略だ。四万を超える大軍の指揮官は、都市ひとつ分の人口を動かす責任と能力を求められる。もし沢さわ樹ぎが致命的に愚おろかな決断をすれば、シムールと戦う前に軍を損なう危険がある。

　孟旗将軍は改めて沢樹延えん銘めいという青年を見た。沢樹はもともと人好きのする性格ではない。ここまでの行軍でも、沢樹と会話をしたことは数えるほどしかなかった。

　──まずは、沢樹延銘の人物をはかるのが先だな。

「決断を下す前に、沢樹軍儀官にいくつか質問をしてもよいだろうか？」

　秘書官はうなずいた。

「いいでしょう。延えん声せいにまで聞こえた最年少科挙合格者の知ち謀ぼう、私も知りたいと思っていました。沢樹殿も構いませんな？」

「もちろんです。さ、孟旗将軍、何でもお聞きください」

「では、沢さわ樹ぎ軍儀官。そなたが侘タ瑠ル徒トにいる伏ふせ龍たつという軍師であれば、この四万五千の軍をどう防ぐ？」

　孟もう旗き将軍の問いに、沢樹はわずかにまぶたを痙けい攣れんさせた。

　──さあ、答えよ。そなたが書物の内容を繰り返すオウムか、それとも書物の知識を理解しているかは、この問いでわかる。

　沢樹という男が、その場の空気が読めないだけなのか。それとも、人間というものをまったく理解していないのか。

　もし、後者であれば、たとえ失脚することになったとしても、わしはお前に指揮権を預けることはない！

　見み据すえる孟旗将軍の視線を受けた沢樹は、落ち着いた様子で答えた。

「まずは、篭ろう城じよう側にとって、戦略的な状況を確認しましょう。

　この世に落ちない城はありません。まして侘瑠徒は我が帝国が築いた城。攻める帝国軍はすべてを知り尽くしています。さらに、攻める帝国軍は四万を超えております」

「絶望的だな」

「ええ。まともな篭城戦で、勝てる見込みはゼロです。よほどの愚おろか者でない限り、そんな妄もう想そうは抱いだかないでしょう。そして、あの城の軍師伏龍が千せん斗とならば、馬ば鹿か者ものですが愚かということだけは絶対にありません。あやつはひねくれてはいても知恵者です」

「ほう？」

　──この男が知恵者と呼ぶのか。しかし、この男にひねくれ者と呼ばれるとは、その伏ふせ龍たつという男、興味深いな。

「そして、私の見たところ、侘瑠徒篭城とは罠わなです。侘瑠徒という街は帝国軍をおびき寄せるための囮おとりですな」

　沢樹の答えに、県令の犂すき山やまが身を乗り出した。

「囮？　そいつはどういう意味だ？　帝国軍を侘瑠徒におびきよせて、その隙すきにこの延えん声せいを攻めるとか、そういうことか？」

「なかなかの慧けい眼がんです。犂山閣かつ下か」

　沢樹は小鼻をぷくぷくさせて言った。

「いやなに、兵法については私は素人しろうとだが、狩りは好きなんだ。囮や罠、囲い込みは狩りにおける常じよう套とう手段だからな」

「ええ。そしてシムール族の兵法の根本が、この狩りにあることはご存じでしょうか？」

「そいつは初耳だな？　彼らはどのように狩りを兵法に用いているのかね」

「シムール族に関する本を読んでみましたところ、彼らの生活と狩猟はきってもきれません。シムールが馬を乗りこなし馬上で弓を使えるのは、子供の頃から狩りで弓矢を使っているせいです。そして、効率のよい狩りには、集団で獲物を追い立てる巻狩りという方式を使います」

「巻狩りとな！　広い草原であれば、さぞ獲物も多いだろうな」

「ええ。そしてシムールの族王が主催する巻狩りであれば、各部族から集められた数千の戦士が集団で狩りをします。これが、そのままシムールの軍事演習に繫つながっています」

「ううむ……なるほど、それならば過去の戦争で、帝国がシムールに苦しめられた理由がわかるな」

「それで、侘タ瑠ル徒トが囮おとりだとして、それがどう今の話と繫がるのだ？」

　県令の犂すき山やまが重ねて問う。気がつけば、県令だけではなく、孟もう旗き将軍も他の軍参さん謀ぼうたちも沢さわ樹ぎの言葉に聞き入っていた。例外は県令の秘書官だけである。この男だけは、どこか冷たい目で沢樹の言葉を聞く皆を観察していた。

「反乱軍は自力では侘瑠徒を守りきることができません。彼らがどの程度シムールと繫がっているかはわかりませんが、侘瑠徒の反乱軍が生き残るには、シムールの助力が必要です。間違いなく、シムールと何らかの交渉を行い、約定を得て行動しているでしょう」

「では、シムールはどのような助力をしていると思う？」

　孟旗将軍は聞いた。

「侘瑠徒を囲む帝国軍の数が少ないようであれば、侘瑠徒包囲の途中で、背後からこれを攻める。帝国軍が多いようであれば、侘瑠徒と延えん声せいの間に騎兵を送り込み、連絡線と補給路を攻撃する。まずはこのあたりかと」

「この延声が襲われることはないのか？」

「侘瑠徒は交通路の要よう衝しようだ。そこを帝国軍が包囲していれば、いかにシムールとはいえ、後背に回るのは難しくないか？」

　侘瑠徒駐留軍と、遠征軍の参謀がそれぞれ質問する。

「延声の近くに姿を見せることはあるはずです。しかし、シムールは城攻めを不得手としています。先に言ったように、彼らの軍事演習とは生活に密着した狩りの手法です。たとえ反乱軍側が兵法を入れ知恵したところで、延声を落とすだけの攻城兵器までは用意できません。シムール族が一万や二万で囲んでも、攻め落とす前に各個撃破の的まとになるだけです。そして、もうひとつの質問ですが、シムールが侘瑠徒を攻める我が帝国軍をすり抜ける方法はあります」

「どうするのだ？」

「帝国軍が侘瑠徒を包囲する前に兵を出しておけばよいのです。おそらく、侘瑠徒と延声の間のどこかに兵を隠すでしょう。いえ、もしかしたら、もう兵を出しているかもしれません」

「伏ふく兵へいか……」

「その通りです」

「どう対処するつもりだ？　放置はできんだろう？」

　孟旗将軍は探さぐりを入れるような目で聞いた。

　──この沢樹という男。敵情分析の能力は確かにあるようだが、作戦を指揮する人間に最も必要なのは、敵の出方を読み、そしてそれにどう対処できるか、という才覚だ。

　それを見ねば、指揮権を渡すわけにはいかん。

　沢さわ樹ぎは自信たっぷりな表情で答えた。

「簡単な捜索で見つかるようであれば、本隊で撃退します。が、見つからない場合も考えて、こちらも囮おとりは用意しておきましょう。後続の補給部隊の馬車の中に、兵を隠しておくのです。

　警戒を厳にしても伏ふく兵へいが見つかるとは限りません。神出鬼き没ぼつのシムールであれば、むしろ襲わせて撃退するほうが有効かと存じます。

　我が軍が侘タ瑠ル徒トを包囲すれば千せん斗と、つまり伏ふせ龍たつはできるだけ時間を稼ごうとするはずです。一日でも二日でも長く時間を稼ぎ、シムール本隊を呼び寄せようとします。謀略で、偽にせの降こう伏ふくを仕掛けてくる可能性もあります」

「シムール本隊は来るか？」

「反乱軍とシムールの共謀がどの程度かは不明ですが、シムール本隊は来ます。向こうにしてみれば、帝国軍が侘瑠徒を落とした後、そのままシムール領内に攻め込んでくる、と考えている可能性があります。

　もちろん我々は、シムール領内まで攻め込めなどという命令は受けておりませんが、それはシムールにはわかりません。

　シムールの族王に少しでも頭があるなら、侘瑠徒を攻めている帝国軍を攻撃して、少しでも兵を減らそうとするはずです。それがシムールにとっての安全に繫つながるのですから」

「ではどうするのだ？　軍を分け、侘瑠徒攻略とは別にシムール本隊に備えさせるか？」

「それは中策ですな。上策は、シムール本隊が迫せまるより先に、強攻して侘瑠徒を落とすことです」

「小さいとはいえ、侘瑠徒は立派な城だ。強攻するくらいなら、包囲して攻めることなく干殺しにすべきではないのか？」

「それは下策です。侘瑠徒の反乱軍の目的は、一日でも長い篭ろう城じようでシムールの来援を頼むことです。兵糧はそれなりに確保しているでしょう。落ちるまで数ヶ月くらいは待たねばなりませんし、その間にシムール本隊が来襲するでしょう」

「ふむ……」

　孟もう旗き将軍は沢樹どいう男についての評価を改めた。

　──この男、芯がブレておらん。

　沢樹が述べたどこまでが、実情と合っているかはわからない。戦いくさではこちらが失策を犯すように、敵もまた失策を犯す。シムールの伏兵にしても、やろうとして失敗している可能性があった。

　──だが、敵がこちらに都合のいい行動をする、とは沢樹は考えていない。敵の軍師が知恵者であるという前提で状況を考えておる。これならば、問題あるまい。

　沢さわ樹ぎの性格に難があるとしても、それは自分が補える。孟もう旗き将軍はそう考えた。

　孟旗将軍は大きく息を吐くと、ゆっくりと言った。

「わかり申した。皇こう帝てい陛へい下かの名代である犂すき山やま殿の辞令をいただくとあれば、それに従うは軍人の務めでありましょう。緑軍三万の指揮権は直裁軍儀官にお預け申す」

「将軍！」

「それでよいのですか！」

「軍人でもない、経験も実績も無いあんな若者に指揮権を預けて、勝てるのですか？」

　口々に指揮官や参さん謀ぼうが顔色を変えて孟旗将軍に詰め寄る。

　沢樹が兵法を習得しているのは明らかだが、それならば軍師として将軍を補佐するだけで足りる。

　指揮官たちを見回して、孟旗将軍は言い含めるように言った。

「指揮命令系統をひとつにせねば、戦えるものも戦えんではないか。指揮官はすべての兵士を統括し、すべての責を負うのだ。それに沢樹軍儀官の知恵と才覚はお前達が今聞いた通りだ。戦場の経験は皆無だが、才でそれを補えると期待しようではないか」

　孟旗将軍の言葉は遠回しの皮肉であったが、沢樹には通じなかった。むしろ、褒ほめられたことに小鼻をぷくぷくふくらませている。

「その通りです。戦いを勝利に導くのは知識と才能、これだけです。経験などというのは無批判に前例を受け入れ、ただ言われたことを繰り返すだけの単なる手順に過ぎません。

　戦いというのは合理的に進めるべきものです。孟旗将軍は全軍の指揮官となられて、すでに十年。そろそろ引退なされたほうがよろしいでしょう。兵を指揮するよりもご自宅で、植木の手入れをなさっていたほうが、よろしいかと」

　沢樹の言葉を聞いて、将軍の横に列席していた各部隊の部隊長たちは、顔に怒りの色を浮かべて席を立った。

　だが、沢樹は立ち去る指揮官たちの後ろ姿を見送り、きょとんとした顔をするばかりだった。

「皆さんはどうかされたのですか？　何か起きたのでしょうか？」

　そう真顔で尋ねられた孟旗将軍は、半分あきれたように答えた。

「いや、大したことではない。おそらく料理が口に合わないので、取り替えてくれ、と言うために席を立ったのだろう」

「ふむ、そう言われてみれば、この料理、いずれも少々味が薄いですな」

　沢樹は大真ま面じ目めでそう答えた。




　歓迎の宴会が終わり、犂すき山やまの居城を後にした帝国軍の指揮官たちは、孟旗将軍の宿舎として割り当てられた宿屋に詰め掛けた。

「将軍閣かつ下か！　あれでよろしいのですか！」

「あんな、書物で兵法をかじっただけで得意になっている若僧の命令に従えと言うのですか！」

「これは軍に対する官かん僚りようの干渉以外のなにものでもない！」

「我らは帝国の軍にして、皇こう帝てい陛へい下かの命めいにのみ動くもの！　苑その山やまの私兵ではない！」

「わが身可愛かわいさに保身に走るとは……見損ないましたぞ！」

　指揮官たちが言い募る言葉を、孟もう旗き将軍はじっと目をつぶったまま聞いていたが、やがて目を開くと、ゆっくりと言った。

「確かに帝国軍は皇帝陛下の命によってのみ動く。しかし、幼少の皇帝陛下にそれは無理だ。よって摂せつ政しようがその代行を務めている。

　摂政の命令こそが皇帝陛下の命令であり、帝国の意思なのだ！」

　孟旗将軍はそこで言葉を切ると、居並ぶ指揮官を見み据すえた。

「月つき原はら弦げん斉ざいという政敵を裏切り者として葬ほうむり去った今、苑その山やまの前に立ち塞ふさがるものはいない。摂政の菰こも野の盛せい元げんでさえ、苑山の傀かい儡らいに過ぎない……つまり、苑山の意思がそのまま摂政の意思、ひいては皇帝の意思となったのだ！　現実を直視しろ！　帝国軍はもはや苑山の手足として動かざるを得ないのだ！」

　指揮官たちは言葉を失った。

　孟旗将軍の言っていることは、誰もが感じていたことだった。だが、こうやって正面から言われるとは思ってもいなかったのだ。

　やがて、一人ひとりの指揮官が、吐はき捨てるように言った。

「できん！　それだけはごめんだ」

「あの、生意気な、人を人とも思わんような人間の命令を、なぜ聞かねばならんのだ！」

「将軍閣かつ下かは我々に、諾だく々だくとしてあの若僧の指揮下に入れとおっしゃるのか！」

「その通りだ」

　孟旗将軍はうなずいた。

「あの沢さわ樹ぎ延えん銘めいに皇帝陛下の名代としての犂すき山やま殿から辞令が出された時点で、沢樹の言葉は皇帝陛下の言葉となる。

　たとえ、どんなに気に食わなくても、不本意であっても、帝国軍人は皇帝のお言葉に逆らってはならんのだ」

「建前はそうです……しかし、その命令は、あの若僧の命令ではありませんか！」

「世の中は、その建前で動くのだ！」

　孟旗将軍はぴしゃりと言った。

「名目がそうなっていれば、それに従う。それができんのなら、即刻軍衣を脱ぎ、家に帰るがいい！　気に入った、気に入らないで動くような軍人は、百害あって一利なしだ！」

　指揮官たちは黙だまって下を向いた。

　その指揮官たちを見回して、孟旗将軍は言葉を続けた。

「今こん日にちのこの状況を招いた責任は、この私にもある。思い起こせば五年前、先帝が崩ほう御ぎよされたとき、その遺言なる文書を持って苑その山やま燕えん鵬ほうが金製城に登城し、先帝が幼帝の後見人および摂せつ政しようとして菰こも野の盛せい元げんを指名したと主張したとき、誰もがその遺言の文書を疑った。

　しかし、万が一にも真実であれば、不敬極まりないとして一族もろとも斬ざん首しゆされ、都みやこ大おお路じに首をさらされることになる。

　誰もが疑い、そして誰もが躊ちゆう躇ちよした。苑山燕鵬はそれを読んでいた。自分と一族の命をかけてでも異議申し立てをするような人間は、おるまいと見切っていたのだ。

　唯一、それをやってのける気骨のある人間、月つき原はら弦げん斉ざいは、先帝の喪もに服し葬儀の段取りを司つかさどるために、奥の間に篭こもったままだった。

　誰もが疑いを胸に秘めたまま会議は進み、そして喪が明けて月原弦斉が姿を見せたとき、すべては終わった後だった。

　軍人は政治に首を突っ込んではならないという不文律を盾にして、わしは面倒なことから逃げたのだ。

　苑山燕鵬がこの帝国の実権を握ったとしても、まさか帝国そのものを我が物とするようなことはあるまいと、たかをくくっていた。

　わしは、英明にして思慮深く、多くの者から……時には異なる立場の者からも意見を聞き、そして命めいを下された先帝の幻を見ていたのだ。

　今になって思えば、その異なる立場の者の意見を聞くように具ぐ申しんしていたのは、月つき原はら弦げん斉ざいの役目だったのだ。御み心こころにそぐわぬ意見でも、ちゃんと耳を傾け聞くのが皇こう帝ていの役目だということを、月原弦斉は知っていた。

　弦斉が金製城を去った後の帝国がどうなったのか、諸君らの知っている通りだ。

　役人たちの腐敗は収まらず、律令は情実で曲げられ、それぞれの県令が自分勝手な税を取り立てている……」

　孟旗将軍はそこで言葉を切ると、指揮官たちをもう一度見み据すえた。

「しかし、我々は帝国軍人である！　いかなる場合においても、帝国皇こう帝ていの御おん盾たてとなって、この帝国を暴ぼう虐ぎやくなるシムールから守り、帝国に仇あだなす者を平らげることが、我々の役目だ！

　個人の好こう悪おは捨てて、大儀に生きよ！」

　指揮官たちは、無言のまま頭を下げた。

　その光景を隣室から壁の隙すき間まを使って覗のぞいている一人ひとりの男がいた。

　これと言って特徴の無い、どこにでもいる旅の商人のような風ふう貌ぼうの男は、真しん鍮ちゆうで作られた小さなラッパのようなものを壁の隙間に押し当て、そこから伸びる管を耳に突っ込んでいる。

　孟旗将軍たちの会話が終わったのだろう。壁の前にかがみ込んで、ラッパを押し当てていた男は、そっと壁の前を離れた。

　その様子を見て、同じ部屋の中にいた、これまた旅の商人風の髭ひげ面づらの男が、ささやくように声をかけた。

「どうだ？　不ふ穏おんな発言はあったか？」

　ラッパのようなものは、隙すき間まから漏もれ聞こえてくる会話を聞くための集音器だったのだろう。男は管の先を耳から外すと、首を振った。

「いや、反感を抱いだいている部下を説得しているようだ。孟もう旗き将軍の本心がどこにあるのかはわからんが……とりあえず、苑その山やま様の心配するようなことにはならずにすみそうだな」

「そうか……」

　盗み聞きをしていた男は、集音器を黒い布の袋にしまいながら言った。

「苑山閣かつ下かが帝国の実権を握ってから、俺たちの仕事が増えたのは、喜んでいいのか悲しんでいいのかわからんな。まあ、金になるから、喜ぶべきなんだろうが……」

　もう一人ひとりの髭ひげ面づらの男は、寝床の脇わきに置いた文机の上に小さな紙を取り出して、そこに細い針のような筆で細かな文字を書きつけながら答えた。

「俺たちは孟旗将軍についているだけでいいんだから楽なものだ。将軍が謀む反ほんを起こさないかどうかそれだけを見ていればいい。帝都に残って官かん僚りようどもを洗っている連中は、今頃大忙しだぜ……苑山様は、誰が月つき原はら弦げん斉ざいの手下なのかと疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられているからな」

「実際どうなんだ？　帝国中ちゆう枢すう部に月原弦斉の手下が紛まぎれ込んでいるのか？」

　筆を走らせていた髭面の男は、筆を止めて、真顔で聞いた。

「月原弦斉が摂せつ政しようだった頃、俺たちは忙しかったか？」

「いや、開店休業だった……というか、塩の密売組織とかそっちのほうばかり追いかけていたような気がする」

「それが答えだよ」

「どういう意味だ？」

　髭面の男は筆の先を小さな硯の上で整えながら言った。

「弦斉は秘密の手下を必要としなかった、ということさ。月原弦斉に心情的な想いを寄せている人間は山のようにいるだろう。だが、具体的に密命を帯びて動いているような手下はいない。弦斉はそんな連中を必要としなかった。俺たちが開店休業だったのが、その証拠だ」

「じゃあ、今、帝都にいる連中は誰を追いかけているんだ？」

「鬼だよ」

「鬼ぃ？」

　目を丸くする男を見て、髭面の男は小さく笑った。

「ああ、苑山燕えん鵬ほう様の脳内に生まれた疑ぎ心しん暗あん鬼きという名前の鬼を追いかけているのさ。帝都の仕事が回ってこなくてよかったと本気で思うぜ」

　集音器を持っている男は、怪け訝げんな顔のままだった。

「でもよ、それは疑心暗鬼が生んだ幻です、と報告しても、苑山様は納なつ得とくしてくれるかな？」

「納なつ得とくしないだろうな。あの人は自分を疑わない人だ。あの人が『手下がいる』と言ったからには、手下を見せなければ納得しないだろう……きっと、誰か運の悪いやつが生いけ贄にえにされるんだろうな」

「こんな騒さわぎになるくらいなら、牢ろう屋やに入れている月つき原はら弦げん斉ざいをさっさと処刑してしまえばいいのにな……」

　髭ひげ面づらの男は皮肉な微笑を浮かべた。

「いや、それができれば、俺たちはこんなに苦労していない。あの苑その山やまって男は、何だかんだ裏でやる割には肝っ玉が小さいんだ……いや、違うな、肝っ玉が小さいから裏でいろいろやりたがるんだ。

　帝国を俺の思うがままに動かしたいなら、堂々と、俺の言う通りに動け！　そうすれば帝国はもっといい国になる！　俺についてこい！　と言えばいい。敵もできるかもしれないけど、味方につく人間だっているはずだ。

　でも、あの男はそういうことはしない。自分の手を汚けがしたくない、一切の汚名はかぶりたくない。だから、月原弦斉を牢に繫つないでも、処刑しない……できないのさ。処刑命令を出せば、自分に政敵を殺した男という汚名がつく。それすら嫌いやなんだ、あの男は」

「へえ……そう言われてみれば、腑ふに落ちるところがいっぱいあるな……じゃあ月原弦斉は、ずっと牢の中で飼い殺しか？」

　髭面の男は肩をすくめた。

「いや、そういうわけにもいかないだろう。月原弦斉の手下が官かん僚りようの中に紛まぎれ込んでいる、という疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられているくらいだぜ？　その元凶が帝都にいたんじゃ、おちおち眠れない。

　これは、俺の勘なんだけどな、月原弦斉は近々帝都の牢屋から出されるんじゃないかと思うぜ」

「釈放されるのか？」

「馬ば鹿か、そんなことするわけねえ。どこか南か西か、とにかく都から遠い街に流されて、そこで、誰にも知られないようにして処刑してしまおうって考えているんじゃないかと思うんだ。今回の、この裏切り者扱いも、闇やみから闇に葬ほうむるための下準備ってわけだ」

　髭面の男はそう言うと、細かな文字でびっしりと書かれた小さな紙に軽く息を吹きかけて墨を乾かした。

「さて、報告書はできた。明日あしたの朝一番で逓てい送そう馬車に頼んでおかないとな」

「帝都に届くのはいつ頃かな？」

「シムール騒さわぎが広がった頃は、あちこちで街道封鎖が行われていたけど、最近は落ち着いているからな。馬車なら四日か五日で届くだろう」

　髭面の男は、壁の向こうにいる孟もう旗き将軍を見るように視線を投げて、付け足した。

「侘タ瑠ル徒ト攻略戦が始まる頃だな……」







　　　第三章「迎撃準備」







　帝国軍の緑軍三万が延えん声せいに到着した、という知らせは、その日のうちに延声から荷物を運んできた商人によって、侘タ瑠ル徒トの晴せい凛りんたちの耳に入った。

「いよいよ来たか、光こう凛りんさんが予測した通りの日付だったな……」

「この侘瑠徒に攻めてくるのは、いつ頃だと思います？」

　晴凛に聞かれた伏ふせ龍たつはにやっと笑って、自分の隣にいた光凛と燎りよう原げんを指差した。

「そういうことは、専門家に聞いたほうが早いぜ」

　伏龍に専門家と言われた光凛は、燎原と顔を見合わせた後で笑いながら言った。

「確かに軍隊の展開の仕方とか作戦行動に移るまでに要する手間や時間に関しては、専門家ですけどね」

「その専門家から見て、どうです？　帝国軍が作戦行動に移るにはどれくらいかかる？」

　光凛は腕組みをして考え込んだ。

「三万の歩兵が十日間歩き通しとすれば、兵士の疲労はかなりのものになります。

　七日歩いたのなら、最低でも二日、完全に回復するには三日かかります」

　光凛の言葉の後を、燎原が継いだ。

「兵士に休息を取らせた後で、実戦に向けた編成と訓練を始めることになる。

　行軍時の部隊編成と、実戦における編成は違うからな。まず部隊を再編成した上で訓練開始だ。

　帝国緑軍は実戦部隊だから、基本的な陣形を作った野戦訓練は常時行っている。部隊行動の錬度はかなりのものだ。しかし、城を攻めるための訓練はやっていない。攻城兵器の使い方や包囲戦の進め方を訓練する必要がある。これには……そうだな、通常なら習熟訓練を含めて十日以上はかかるが、最前線でそんな悠長なことはやらないだろう、いいところ三日だな。実戦に勝る訓練は無い、というわけだ」

「と、なると、帝国軍は最短で五日後には、やってくるということか……」

　不安そうに答えた晴凛を見て伏龍はにやりと笑うと、手に持っていた厚い帳面のようなものを机の上にどさり、と置いた。

「まあ、安心しろ、とまでは言わねえが、こっちもそれなりに対抗策を考えてある。この作戦書に従って、いくつかの準備は動き始めている。五日もあれば何とかなるさ」

　机の上の作戦書を見た燎原は、感心したようにうなずいた。

「包囲される前に、離れた谷あいにあらかじめ別働隊四千騎を伏ふせておく。そして、包囲された後で、包囲陣の後方から夜襲をかける……それも、最初は少数の騎兵で混乱させるだけにして、それを数日間繰り返し、包囲している兵士がどうせ少数だと思って油断したときを狙ねらって、一気に四千騎で攻撃をかける……よくもまあこんな作戦を思いつくものだ。

　帝国軍は基本的に数を揃そろえ正面からぶつかり合う戦いのことしか考えていない。このような作戦があるとは思いもよらなかったよ……」

　伏ふせ龍たつは照れたように頭を搔かいた。

「いやあ、作戦ってのは本来、陣形とかそういうものを組んで正面からぶつかるときに必要なものなんですよ。俺たちが考えたこういうのは、工作とか小細工っていうんです。

　まあ……陣形とかを考えたくても、兵力が少なすぎてとても無理です。

　俺たちに使える騎兵は四千しかない。だとしたら、その四千しかいない騎兵をどう使えば一番効果的なのか、と考えた末に行きつくのは、こういう小細工しかないってのが、正直なところなんですけどね」

　燎りよう原げんは真剣な表情で首を振った。

「確かに、この作戦のひとつひとつの効果は小さい。戦局を一気に左右するようなことはないだろう。だが、こういった小さな細工が積み重なっていけば、最後に大きな効果を生むかもしれない……いや、おそらく効果は絶大だろう。私が侘タ瑠ル徒ト攻略軍の指揮官だったら、とてもじゃないが、やっていられない……」

「燎原さんに、そう言ってもらえて安心しました」

　伏龍がそう言って笑ったとき、総そう督とく府の大広間の扉を開けて、ミーネが飛び込んできた。

「晴せい凛りん！　言われた通り、東の荒地に行って、アレチイバラを取ってきたぞ！」

「ご苦労様です」

　そう答えた晴凛はミーネの顔を見て驚いた。頰ほほや額ひたいにいくつもの赤い引っ搔かき傷がついており、見るからに痛々しい。

「どうしたんですか！　その傷は！」

「え？　あ、ああ、これか？　大きなアレチイバラの茂みを見つけてな！　そいつを幹ごと持ってこようと思って根っこのところにもぐり込んだのじゃ！　へへへ、ちょっと痛かったが、喜べ、すごく大きなのを持ってきてやったぞ！」

　にこにこ笑うミーネに、やっとのことで追いついたミリンが、半分泣きそうな顔で叱しかりつけた。

「危ないカラ、やめておけと言うノに、この山やま猫ねこは、あんなところに顔を突っ込んで！　イバラの棘とげが目に刺さったら、どうするんですか！」

「刺さらなかったのだから、よいではないか！」

「そういう問題デはありません！」

　晴凛はちょっと真ま面じ目めな顔になってミーネに近づくと、ほっぺたの傷にそっと手を伸ばした。頰ほほを触られ、ミーネの顔がほんのり赤くなる。

「ミリンさんの言う通りですよ、無茶しちゃいけません！　こんなに傷だらけになって……確かに、結果的に大事にならなかったからよかっただけで、もしかしたら、もっとひどいことになっていたかもしれないんですよ？」

　だが、その言葉を聞いた途端、ミーネの顔が急に不ふ機き嫌げんになった。

　すっと目を逸そらすと、自分の頰に向かって伸ばした晴せい凛りんの手を、そのまま払いのけた。

「もういい、触るな！」

　その言葉に驚く晴凛を、ミーネはにらみつけた。

「わしは……晴凛が欲しいと言ったから、部下の者どもを連れて、東の荒地までアレチイバラを取りに行ったのじゃ！　なのに、なぜ、こうやって叱しかられなくてはならんのじゃ！」

「叱っているわけじゃありません……」

「噓うそじゃっ！」

　ミーネはそう叫さけぶとくるりと身を翻ひるがえし、大広間から走り出ていった。

「ちょっと待って、ミーネ姫！」

　後を追おうとした晴凛を、ミリンが止めた。

「いいんデスよ、ほっとイてください」

「でも……」

「晴凛殿が、侘タ瑠ル徒トのために走り回っていて構ってクレないので、すねてイルだけです。おなかが空いたら帰ってキます」

「はあ……」

　晴凛がミーネの後を追おうかどうしようかと迷っていると、出ていったミーネと入れ替わりに龍りゆう飛ひが大広間に入ってきた。

　龍飛は全身汗みずくで、額ひたいや鼻の頭の汗を拭ぬぐったときについたのだろう、土が指のかたちについている。

「何か、半分べそかいてる姫様とそこですれ違ったんすけど……追っかけなくていいんすか？」

「あ、ああ、追いかけなくてもいいみたいです」

　晴凛は、そう言って、ちらっとミリンの顔色を窺うかがった。

「いいのデす。あんまり構うとクセになりマす。いつもなら、ウサ晴らしにロヘリンに乗って遠とお駆がけニでも行くノでしょうが、厩うまや番の兵士に、絶対に外に出すなとキツく言ってありマす。

　この侘瑠徒から出ていけるわけないのでスから。そのうち帰ってキます」

　そして、ミリンはちらっと晴凛をにらんだ。

「晴凛殿ハ、あの山やま猫ねこを甘やかしすぎデす。ちゃんと育てナイと三年後に泣くコトになりマす」

「はあ……すみません」

　後頭部を右手で搔かきながら頭を下げる晴凛を見て、龍飛は小さく肩をすくめると、伏ふせ龍たつに向き直った。

「あ、いけね、肝心なことを忘れてた。南門の周りと、西門の周りの杭くいは埋め終わりゃした。簡単には抜けねえように、ちゃんと人の背丈ほど掘って埋めてあります」

「そうか、さすがに馬ば鹿か力があるから、作業が早いな」

「ひでえなあ、それじゃあまるで俺一人ひとりで全部やったみたいじゃねえっすか。こういうときは段取りがいい、とか人の使い方が上う手まいとか言ってくださいよ」

「悪かった。でもよ、門の前に埋めた、あの太い杭はお前一人でかついで立てたんだろ？」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた龍りゆう飛ひは、まんざらでもない、という顔で、鼻の下を擦った。

「ええ、まあ、一人でやったほうが手っ取り早いっすからね……でも、何で門の周りばかりあんな太い杭を立てるんすか？」

「そりゃあ、門の周りが一番狙ねらわれやすいからさ。敵は雲うん梯てい車という、やぐらの下に車輪がついたような道具で城壁に取り付いて、兵隊を送り込む。その兵隊の役目は何だ？　お前ならどうする？　この侘タ瑠ル徒トの城壁を乗り越えて、城内に入ったらまず何をする？」

「そりゃあまず、食い物を探して……ってのは冗談でさあ。そうっすね、城の外にいる仲間を呼び入れますね。そのためには、まず門を……」

　龍飛はそこまで言ってから、目を見開いた。

「ああ、そうか、門の脇わきに、その雲梯車とか言うのを寄せて兵隊を送り込めば、門を内側から開けることができるのか！」

　伏龍は満足そうにうなずいた。

「そういうことだ。城壁を乗り越えて門を内側から開けるには、門に近けりゃ近いほどいい。敵は当然そこを狙ねらってくる。だから門の脇に、一回り太い頑丈な杭を何本も立てろと言ったのさ。杭が立っていたら車は近づけねえからな」

「さすがは伏龍の兄貴だ、頭がいいぜ。やっぱり軍師がいるだけで、こう、安心できるよな……」

　腕を組んで感心した後で、龍飛ははっとしたように目を見開いた。

「あ、いけね、もっと肝心なことを忘れてた。軍師で思い出した。今、延えん声せいからやってきた商人が言ってたんすけどね。何でも帝都から来た帝国軍は、その軍師サマが、指揮するみたいっすよ？」

「何だって？　軍師が？」

　龍飛の言葉に驚いたのは、伏龍よりも燎りよう原げんだった。

「帝国緑軍には軍師なんかいないぞ？　それも、直接部隊を指揮するような軍師なんか、聞いたこともない……何かの間違いじゃないのか？」

　龍飛は不満そうに口をへの字に曲げて答えた。

「いや、そう言われても、あっしも商人から聞いただけの、いわば又聞きでして……でも、間違いねえっすよ。名前もちゃんと聞きました。なんでも、まだ二は十た歳ちそこそこの若僧で最年少で科挙に合格したとかで、確か……さわ……さわぎとか何とか……」

　龍りゆう飛ひの言葉に、今度は伏ふせ龍たつが反応した。

「なんだと？　最年少で科挙に合格しただと？　もしかして、沢さわ樹ぎ延えん銘めいか？」

「え？　あ、そうそう、確かそんな名前でした……兄貴、知ってるんですか？」

　伏龍は真剣な顔になった。

「知ってるも何も練れん涯がい塾の後輩だ。あいつは立法府に入って律令の作成をやっていると聞いていたが……何で軍師なんかになったんだ？」

「俺もその辺のことまではわかんねえっすけど、延えん声せいにいる帝国軍の兵隊の間じゃあ、軍師ってのはどうやら苑その山やま燕えん鵬ほうの手下らしいっすよ。軍が反乱を起こさないように、孟もう旗き将軍よりも偉い立場にその軍師サマとやらを置いて、軍を動かそうって腹みたいっす」

「そうか……苑山らしいやり方だ。沢樹延銘は俺より若い。たしか二十一歳くらいのはずだ。帝国軍の将軍や指揮官から見れば、ケツの青いガキにしか見えないはずだ。

　そのガキに、したり顔で指図されて気分がいい訳がねえ。きっと逆らうやつが出てくる。そういった反抗的な軍人を炙あぶりだすには、もってこいってわけだ。沢樹は体ていよく使われたってことさ」

　伏龍の言葉を聞いていた晴せい凛りんが、不安そうな顔で聞いた。

「でも、軍師になるってことは、やっぱり頭がいいんでしょう？　最年少で科挙に合格するくらいなんだから……」

　伏龍は厳しい表情でうなずいた。

「ああ、確かに沢樹は頭の回転はいいし、記憶力もある。練涯塾では俺と何度も机き上じよう演習で戦ったことがあるが、基本通どおりにきっちり攻めてくるやつだったから、大軍を指揮するのには向いているのかもしれねえな。

　ただ……人を相手にした気働きは、からっきし駄だ目めで、他人の言動を言葉通りに受け取るようなやつだったから、付き合いにくかったな……」

　伏龍はそう言うと、今までに見せたことのないような真剣な顔で考え込んだ。

　晴凛と燎りよう原げんの二人ふたりが、不安そうな顔を見合わせたその頃。




　半べそをかいて晴凛の前から外に飛び出していったミーネはと言うと。

　実は、ちゃっかり総そう督とく府の建物の中に舞い戻っていた。

　ミリンが見抜いていた通り、ウサ晴らしに遠とお駆がけをしようとして厩うまやに行き、そこで厩番の兵士を相手に散々ごねた後。あきらめて、侘タ瑠ル徒トの街の中をうろうろした挙句、総督府の建物の勝手口から入り込んで、台所で夕食の仕込みをやっていたアイリーンを見つけて、声をかけたのだ。

「なあ、何かないか？」

「仕込みの最中なんだからあるわけないでしょ！　……って、あら、姫様じゃないの、どうしたの？」

　奥のほうから出てきた、前掛けを着けたアイリーンが目を丸くした。

「そんなに顔中引っ搔かき傷だらけで……」

「むう……何でもない」

　ぷいっとそっぽを向いてそれだけ答えたミーネを見て、アイリーンは小さくうなずいた。

　──ははあ、これは何かあったわね。

「とりあえず、そこにお座りなさいな。食べるものはちょっと今無いけど、馬の乳ならさっき絞りたてのを持ってきてもらったから、それを出してあげるわ。それと……お顔の手当てもしないとね」

　すぐそばの椅い子すを勧められたミーネは、不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせて答えた。

「……いい。舐なめとけばすぐ治る」

　その駄だ々だっ子のような表情を見て、アイリーンは思わず吹き出した。

「……って、ずいぶん器用なことを言うわね。自分のお顔を、どうやって舐めるのよ」

「そ、それは……とにかく、ほっとけばいいんだ、こんな傷！」

　真っ赤になってそっぽを向くミーネを見て、アイリーンは優しく諭さとすように言った。

「ほっとけないわよ、顔は女の命っていうのよ？　その次が髪で、そのまた次が胸ね。あと、腰、お尻しりなどなど」

　そう言ってひょいっとかがみ込んだアイリーンが、足下の棚から傷薬などが入った小箱を取り出してきた。

「はい、傷のお手当てしてあげるから、そこに座んなさい」

　その優しいけれども有無を言わさない言い方に、逆らう気も失うせたのだろう。ミーネはおとなしく椅子に座った。

　小箱の中から、小さな貝殻に入った軟なん膏こうを取り出しながら、アイリーンは半分あきれたように言った。

「山やま猫ねこ山猫ってみんなに言われてるけど……まさかホントに猫と喧けん嘩かしてきたわけじゃないわよねえ？」

「当たり前じゃ！　いくらわしでも、猫となんか喧嘩せんわい！」

「そおよねえ。ってことはー……喧嘩相手は弓の上手じようずな男の子かなあ？」

　と、ミーネの顔を覗のぞき込みながらカマをかけると、面白いほどミーネは過剰に反応した。

「にゃっ!?　け、ケンカなんかじゃ、ないわい！」

　──うわあ、わっかりやすい子ねえ……。

　と思いつつも、それは口には出さず、

「ほらあ、動かない。薬がちゃんと塗れないでしょ」

　軽く叱しかりつけてから、アイリーンは細い指でもって、貝殻の中に入っている少し白みがかった半透明の軟なん膏こうを、ミーネの傷口に塗っていく。

「にゅうっ……」

「あら、しみた？　でももうちょっとだけ我慢ね。でもこの薬塗っておけば、治りも早くなるし、何より傷が目立たなくなるわ。さっきも言った通り、顔は女の命なんだから」
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「にゅう……」

「っと。はい終わり。よく我慢できたわね。じゃあご褒ほう美びに、馬のお乳あげるわね。えーっと……一番大きな器がいいのよね、姫様は」

「うむ、馬の乳なら、いっぱい飲みたい」

「はいはい、ちょっと待っててね……はい、どうぞ」

　アイリーンはそう言うと、陶器の大きめなカップに、白い馬乳をなみなみと注いでミーネの前に置いた。

「おう！」

　ミーネは目を輝かせると、男の子のような歓声を上げてカップを右手に取り、左手を腰において、そのまま一気に飲み干した。

「……んぐ、んぐ、んぐ……ぷはあっ！　おかわり！」

　ぐい、と差し出した空のカップを見て、アイリーンは目を丸くした。

「早っ!?」

「喉のどが渇かわいておったのと、お腹なかが空すいておったので、どこに入ったのかわからん！　早くもう一杯くれ！」

「ホント、いい飲みっぷりねえ……」

　ミーネが突き出した器に再び細口の壺つぼからなみなみと乳を注いだアイリーンは、壺をテーブルの上に置くと、ぼそりと独り言をつぶやいた。

「何か、姫様の飲みっぷりを見ていたら、ちょっと喉渇いてきちゃった。あたしも飲もうかな？」

「お主も馬乳を飲むのか？」

「いいえ、わたしは、こっち……」

　アイリーンは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、テーブルの下にあった布をかぶせた赤い瓶びんを指差した。

「それは……馬乳酒か？」

「当たり、よく知ってるわね……って、シムールのお姫様だもの、知っていて当たり前よね」

「うむ、母上もミリンも、馬乳酒を作るのは得意だ。『もと』という、古い馬乳酒に浸ひたしたフェルトを取っておいて、それを使って新しい馬乳酒を仕込むのだ」

「そっか、米や麦と違って、馬が乳を出す時期しか作れないんだよね、考えてみれば……」

　アイリーンはそうつぶやくと、自分用の小さな器に馬乳酒を注いだ。

　馬乳酒というのは名前の通り、馬の乳に乳酸菌を入れて発はつ酵こうさせて作った酒である。

　発酵が進む前はヨーグルトドリンクのような酸味と風味があるが、発酵がさらに進むとアルコール度数も高くなり、乳酸菌発酵特有のチーズのような匂においと酸味が強くなる。

　遊牧民族であるシムールとの関係が深い侘タ瑠ル徒トではなじみ深い酒であり、伏ふせ龍たつの大好物でもある。

　様々な土地を渡り歩いてきたアイリーンでも、さすがにこの匂いと味はすんなりと受け入れられなかったが、伏龍に付き合って何度も飲んでいるうちにこの飲み物にもすっかり慣れていた。

　その馬乳酒を細く白い喉をこくこくと動かして飲んだアイリーンは、あっという間に二杯目の乳を飲み干したミーネに三杯目のおかわりを注いでやりながら尋ねてみた。

「それで、どうしたのよ。何かあったんでしょ？」

　少しお腹にものが入って落ち着いたのか、おかわりを受け取りながらミーネは小声でぽそりと答えた。

「……晴せい凛りんが悪いのじゃ。晴凛と行かず後ご家けが……」

　──うっわぁ……ほんとわっかりやすう……。

「あの、胸も男縁も薄そうな、行ミかリずン後さ家んはまあいいとして……晴凛くんと、何があったの？

　よかったら、言ってごらんなさい？」

　水を向けてみると、ミーネはんぐんぐと乳を飲んでから、ぷはあ、と息を吐き、泣きそうな声で言った。

「……わしは晴せい凛りんのためになると思って、頑張ったのじゃ。なのに、晴凛は……」

　その仕草にアイリーンは、ああこれはまたこの無む邪じや気きな姫様がやる気を空回りさせたんだな、と察した。

　ミーネの前に座ったアイリーンは、ミーネの手を取って優しく諭さとすように言った。

「えーとね、男ってのは女の気持ちに鈍にぶいものよ。だから何度でもこっちの気持ちを見せてあげるけど、それでもわからない駄だ目めな生き物なの」

「にゅう……アイリーンの話はよくわからん。それよりおかわりじゃ」

　ミーネは困ったように首をひねった後で、空のカップを突き出した。

「え、もう飲んだの？」

　あっけにとられながら、アイリーンは壺つぼから四杯目の乳を注いでやる。

　するとミーネはそれを受け取るやいなや、がぶがぶと飲み始める。

「んぐんぐ……晴凛がわしのことをわかってくれないのは、きっとそうなのじゃ……ごくごく……いつもわしのやることを駄だ目めだ駄目だというのじゃ……最近はいつも誰かと相談をしておって、わしと話をしてくれん」

「そうねえ。いよいよ延えん喜ぎ帝国の正規軍とのぶつかり合いが始まるし。晴凛くんは侘タ瑠ル徒トの王というか城主というか、何かそんな感じの立場ですもの。やることは多いわよねえ」

「わしだって、シャン族の姫なのじゃ……おかわり！」

「その細いお腹なかにどんだけ入るのよ？　……はいどうぞ」

　カップを受け取ると同時にミーネは飲み始めた。それをため息混じりに見つめながら、アイリーンはうなずいた。

「そうよねえ。姫様なんだもの、晴凛くんはもうちょっと姫様のことを気にしてもいいわよねえ」

「そうなのじゃ、晴凛はもっとわしのことを構うべきなのじゃ！　おかわり！」

「え、もうなくなったの!?　もうこれくらいにしとかないと、お腹壊すわよ？」

「いいのじゃ！　はやくおかわり！」

「はいはい……」

　と、ぼやきながらも、アイリーンはまたおかわりを注いでやった。

「でも、そうねえ……もっと構って欲しいって言うなら……」

「構って欲しいわけではないのじゃ！　晴凛がわしのことをもっと構うべきなのじゃ！」

　アイリーンは肩をすくめてため息をついた。

「もっと構え、と言ったって、晴凛くんも忙しいしねえ……姫様と一いつ緒しよに何かできる理由でもあればいいんだけど……」

「理由はある！　許嫁いいなずけじゃ！　わしらはもう他人ではないのじゃ、許嫁なのじゃ。なのに、あの馬ば鹿かはちっとも変わらんのじゃ！」

「確かに、挨あい拶さつに行く前も後も、あんたたちはあんまり違わないような気もするわねえ……」

　そう言った後で、何かひらめいたのだろう。アイリーンは目を見開いた。

「そうだ！　それなら、伏ふせ龍たつに頼んで、晴せい凛りんくんと一いつ緒しよに下棋ヒヤーキを教えてもらったらどうかしら」

「……にゃ？」

　馬の乳を口のまわりにべったりつけて、意味がわからない、という顔でミーネは首を傾かしげた。

「下棋ってのはね、板の上に兵隊のコマを並べて、それを動かして相手のコマを取る遊びよ。もともと軍隊をどうやって動かすか、という訓練で行われていたものなのよ。侘タ瑠ル徒トの王になった晴凛くんには、絶対に必要なことよ」

　ミーネは悲しそうに首を振った。

「にゅう……晴凛には必要かもしれんが、わしには必要ないであろう？　それに教えてもらえる時間もない……最近は文字の勉強も少なくなっておるのじゃ……」

「だからあ、その時間を作るために、一緒に教えてもらうってことにするんじゃないの。

　そうね……それだけじゃ足りないかもしれないわね……あともうひとつ何かないかしら？　あんたと晴凛くんが一緒にいられる理由……」

　アイリーンはしばらく無言で考え込んでいたが、やがて何かを思いついたのだろう。小さく目を見開いた。

「そうだ！　晴凛くんに弓を習うってのはどうかしら？」

「弓じゃと？」

「そうよ、弓よ！　自分のことを自分で守れるようになりたい。だから弓を教えてくれって頼んでみたらどうかしら？　姫様も、晴凛くんの足手まといになりたくないんでしょ？」

「そうじゃ！　わしは晴凛の力になりたいのじゃ」

　ミーネはこくこくとうなずいた。

　そう言いきるミーネを見て、アイリーンは目の前の少女のことが少し羨うらやましくなった。自分には、こんな風に自分の思っていることをはっきり言い切った時期があっただろうか、と。

　さて、どうだったろうか。

『教団』のためにこれまで通ってきた道は、幸せだった、と思うが、自分の思いをここまではっきりと言ったことは、あったか、どうだったか……。

　──今考えても、仕方ないわよねえ。

　自分でも意外なくらい、あっさりと考えを切り替えて、アイリーンはミーネに言葉をかけた。

「伏龍も晴凛くんも忙しいけど、光こう凛りんさんとか、燎りよう原げんさんとかが手伝ってくれるから、前の戦いのときほど忙しくはないはずよ。頼むだけ頼んでみたらどう？」

「よし、あとで晴凛に頼んでみる！　じゃあ、おかわりじゃ！」

　これまでとうって変わって、意気揚よう々ようとミーネはカップを差し出した。中は空っぽである。

「まだ飲むの!?　って、もう壺つぼ空っぽになっちゃったわよ……馬乳ならもうひと壺あるから、持ってくるわね」

「むう、早くするのじゃ！」

「はいはい」

　姫君の健けん啖たんぶりに改めてあきれながらアイリーンは奥に引っ込み、馬の乳の入った壺を抱えてきた。

「はーい、お待たせ。でもほどほどにするのよ？」

「おーう！　待っておったじょー！」

　明るく答えるミーネ。だが、何か語尾がおかしかったような気がする。

「……じょ？」

「はっやっくっ！　はっやっくっ！」

　カップを振り回して催促するミーネを見て、アイリーンは嫌いやな予感がした。

　ミーネの前に転がっている、もうひとつのカップを見る。

　それは、さっきアイリーンが自分で飲んでいた、馬乳酒のカップだった。

「……もしかして、こっちも飲んだの？」

「にゃははは！　飲んだじょー！　はやくおかわりよこすのじゃー！」

　いきなり笑い出したミーネの顔は、頰ほほもおでこも耳たぶも紅く染まっている。青い瞳ひとみも何やら充血しているようだ。

「あちゃあ……」

　思わずアイリーンは天を仰あおいだ。まさか目を離した隙すきに、人のカップにまで手を出すとは思わなかった。

　これはどう見ても、酔っぱらっている。しかも、カップに半分ほどもなかったはずの馬乳酒を飲んで、いきなりでき上がっている。どうやら、このシムールの姫君は、そうとう酒に弱かったらしい。まあ子どもなのだから、無理もない。

　とにかく、酒に弱いとわかった以上、水を飲ませて体の中の酒を薄めるのがいいだろう。

　そんな風に考えて、アイリーンが飲み水を持ってこようとした、瞬しゆん間かん。

「にゃはははははー、せいりんの、馬ば鹿かーっ！」

　と叫さけんで、そのままミーネはこてん、とテーブルに突っ伏してしまった。

「え!?」

　大丈夫か、とアイリーンが顔を覗のぞき込むと、

「にゃふぅ……せーえ、りーん……にゅうぅ……」

　何やら不思議な寝息と、晴せい凛りんの名前を繰り返している。

　どうやら、眠ってしまったらしい。

「……やれやれ。何か嫌なことがあって駆かけ込まれて、愚ぐ痴ちられて、挙げ句に酔っぱらって眠られちゃうとか……これじゃあまるで私、居酒屋の女おんな主人あるじよねえ……いっそのこと仕事にしちゃおうかしら」

　アイリーンは、ふう……と、小さくため息をつくと、寝込んでしまったミーネをそっと抱き上げた。

　──うわ、軽い！

　このお姫様の細っこい身体からだのどこに、あんな元気が詰まっているのかしら？

　アイリーンは、ミーネを台所の隣にある、下働きの者たちが寝泊まりする部屋に連れていって、そこで寝かせた。

　薄い肌掛けを背中に掛けて、ミーネの寝顔を覗のぞき込んだアイリーンは、その無む邪じや気きな寝顔を見て微笑ほほえむと小声でつぶやいた。

「……あのね、この侘タ瑠ル徒トにいる人間は、みんなあなたのことが好きなのよ。

　あなたのことを大切に思ってるの。だから、無茶すると怒られるの……わかった？」

　いつも快活で手を焼くぐらい元気一杯の彼女がいることで、この街の人間はこの状況下でも明るさを失わずにいられるのだろう。他人のことを自分のことのように笑って泣いてあげられるミーネを、誰もが愛していた。そのことを知ってほしかったのだ。すると、

「うにゅう……」

　寝言で答えたミーネを見て、アイリーンは、くすっ、と小さく笑った。




「どーん！　どーん！」

　西門の上で打ち鳴らされた太たい鼓この音が侘瑠徒の街の中に響き渡り、そのまま夕ゆう闇やみの迫せまる空に消えていく。

　それは、あと半はん刻ときで侘瑠徒の城門がすべて閉められることを告げる、合図の太たい鼓こだった。

　伏ふせ龍たつは城壁の上に立って、侘瑠徒の外に杭くいを立てる作業をしていた兵士たちが、ぞろぞろと門をくぐり街の中に戻ってくる光景を見下ろしていた。

　西門を入ったところにある広場では馬の水場を使った洗い場が設けてあり、兵士たちはそこで手足についた土と汗を洗い流すのだ。

　洗い場の先には大きな釜かまが並べられ、湯が沸わかしてある。そこでは、晴せい凛りんが光こう凛りんたちと一いつ緒しよに身体からだを拭ふくためのお湯を手て桶おけに入れて兵士たちに配っている。

　兵士たちは仕上げにお湯で顔と上半身を拭ぬぐい、さっぱりとした気分になって総そう督とく府の建物に向かい、そこで夕食をとるのだ。

　晴凛は手桶に入れたお湯を兵士一人ひとり一人に渡しながら、頭を下げている。

　声は聞こえないが、きっと『ご苦労様』とでも言っているのだろう。

　何百人という兵士が手足の土を落としている洗い場の水は、黄色い泥水に変わっている。

　最後に貰もらう手桶一杯の清潔なお湯は、本当にありがたいのだろう。兵士たちは一人残らず、満面の微笑を浮かべてお湯を受け取っている。

　その光景を見ながら、伏ふせ龍たつは思わず小さく笑った。

「ははは、晴せい凛りんのやつ……どう見ても、侘タ瑠ル徒トの王様って感じじゃねえよなあ……」

「王ではないかもしれんが、人の上に立つ素質はあると思うね……」

　伏龍が振り向くと、そこには燎りよう原げんが立っていた。

　燎原は、帝国軍の鎧よろいを身にまとい、兜かぶとからは上じよう佐さを意味する緑色の房を垂らしている。

「やっぱり、帝国軍の格かつ好こうが板についてますね……って、ついこの間まで現役の指揮官だったわけだから当たり前なんですけど」

「うむ、確かに十五の春に軍人の道を選んで帝国幼年武司に入営して以来、二十五年間、ずっと軍衣を着てきたわけだからな。この装備は私の皮ひ膚ふの一部になってしまっているのかもしれんな……」

　燎原はそこで言葉を切ると、西門の中にある広場で兵士たちにお湯を配っている晴凛に視線を投げた。

「人の上に立って命令を下すとき、部下はなぜ上の人間の命令を聞くのだと思うかね？」

「そりゃあ、何というか、上の人間のほうに何らかの優れた部分があるからだと思います。年齢を重ねていれば経験がある。職人ならば腕がある。軍人ならば階級がある。そういった、部分があるから、責任者になったり指揮官になれるんだと思います」

　伏龍の言葉を聞いて、燎原は面白そうに笑った。

「ははは、確かに君の言う通りだ。年下の経験の浅い人間の指図は受けたくはないし、自分より腕の悪い職人にでき栄ばえについてああだこうだ言われたくはないし、階級の下の軍人が上の階級の軍人に命令することなんかできない……しかし……」

　燎原は広場にいる晴凛を指差して言葉を続けた。

「では、なぜ、この侘瑠徒にいる兵士やシムールたちは、彼の命令に従っているのかね？　彼は年若く経験が無く、弓の腕こそあるものの軍人でも何でもない。階級も身分も資産も無い、まさに徒手空拳の若者に過ぎない……おかしいではないか、彼に向かって、なぜ誰もお前の指図は受けない！　と言いだそうとしないのかね？」

「それは……」

　伏龍は一いつ瞬しゆん、言葉に詰まったが、すぐに脳内に答えが浮かんだのだろう。ゆっくりと答えた。

「えーと、何と言ったらいいのかな……確かに、あいつは若いし経験も無いし、軍人でも金持ちでも貴族でもありません。そういったモノサシで測れば、あいつは普通の人間です。でも何というか、あいつは信頼できるんです。あいつは逃げませんでした。この侘瑠徒がシムールに包囲されたときに、逃げようと思えば逃げられたのに、さっさと逃げた総そう督とくとかの尻しり拭ぬぐいをして、街の人間を無事に逃がすために走り回って、そしてここに踏ふみとどまりました……」

　燎原はうなずいた。

「確かに、それは勇ゆう敢かんだ。その勇気は賞賛され敬意を抱いだかれるに値する……だが、それだけかね？」

「いいえ、それだけではありません。あいつは……晴せい凛りんは根が正直で優しいんです。善良と言ってもいいんじゃないかと思うんです。あいつの口から人の悪口とか皮肉とか、そういう他人を否定するような言葉を聞いたことがありません。

　優れているから、尊敬できるから、その人の言うことを聞く、という考えもあるでしょう。でも、あいつは違うんです。優れているわけじゃないし、尊敬できるからでもない。でも、ひとつだけ言えるのは、あいつは人を裏切らないってことです。

　あいつは信頼できるんです。人がいいだけの優柔不断な男に見えますけど、その逆なんですよ。自分の損得だけを考えている自己中野郎は迷いません。人のことを考えるから迷うんです……」

　伏ふせ龍たつは照れたように頭を搔かきながら言葉を続けた。

「……こんなことを言うと、気き恥はずかしいんですけどね……ここで言ってもあいつに聞こえないから言ってしまいますけど。あいつ、放っておけないんですよ。あいつが困っていたら助けてやりたくなるし、あいつがやってくれって言ったら、めんどくさくてもやってやりたくなるんです……何で？　って聞かれても答えようがないですね。そういうやつなんですよ、あいつって」

　伏龍は、一生懸けん命めい兵士たちに洗い湯を配っている晴凛と、その周りに集まっている嬉うれしそうな兵士たちを見つめた。

「そうですね、何で、あの兵隊たちが晴凛の命令に従うのか……それは晴凛が好きだからってことになるんじゃないかって思います。

　嫌いなやつの指図は受けたくないけど、好きなやつの命令なら喜んで動く……人間ってそういうものですよね？」

　燎りよう原げんは、その通り、という風にうなずいた。

「帝国軍の孟もう旗き将軍もまた、そういう方だ。あの方が他人の悪口を言うのを誰も聞いたことがない。あのお歳としで、いまだに帝国緑軍の指揮を執とられているのは、あの方の人徳に将軍や士官、そして兵までが心酔しているからだ」

「手ごわい相手ですね」

「ああ、まさか、自分があの方を敵に回して戦うことになるとは、思いもしなかったよ……」

　西の山の稜りよう線せんに沈んでいく夕日を眺ながめながら、燎原は感慨深げにうなずいた。




　その日の夜。侘タ瑠ル徒トにある総そう督とく府の執務室で、伏龍が晴凛とミーネに下棋ヒヤーキを教えていた。

　机の上には、マス目に線が引かれた厚いカヤの木でできた下棋盤がある。その上には『炮ほう』とか『卒そつ』という文字が刻まれた丸いコマが置かれている。

　部屋の壁には火を灯ともした灯とう明みよう皿が並び、明るく照らし出しているが、その真下は暗くなる。

『灯台もと暗し』という諺ことわざは、ここから来ている。

　机の上に手しゆ燭しよくと呼ばれる小さなろうそくが立てられているのは、その暗くなった手元を照らしだすためのものだ。

　手燭の灯りがちらちらと揺ゆれる中で、ミーネが叫さけんだ。

「ちょっと待つのじゃ晴せい凛りん！　その、『炮ほう』というコマは、どうしてそこに行けるのじゃ？」

「『炮』は前後左右にいくつでも動けるんですよ。でも、相手のコマを取るときは、間に一個、コマが無いと取れないんです」

「うにゅう……よくわからん……」

「コマの名前とそれぞれの動きを書いた帳面がありますから、それを見ながら覚えるといいですよ」

　ミーネは手元に開いた帳面と、下棋ヒヤーキの盤面のコマの名前を見比べて聞いた。

「晴凛のほうには『帥すい』というコマがあるが、伏ふせ龍たつのほうには無いぞ？」

「ええ、紅軍と黒軍でコマの呼び名が違うんですよ。伏龍さんのところには『帥』のコマは無いけど、代わりに『将しよう』というコマがあるでしょう？　最前線にいるコマの名前も『兵へい』と『卒そつ』で違うでしょう？」

「うむ、そう言われてみれば、晴凛の言う通りじゃな、これは同じものなのか？」
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「ええ、呼び名が違うだけで、コマの動きは同じです。『帥すい』と『士し』は九く宮きゆうから出られませんし、『相そう』は河か界かいを渡れません」

　手に持った帳面と下棋ヒヤーキの盤面を見比べながら、ミーネは感心したようにつぶやいた。

「わしには何が何やらようわからんが、これを全部覚えている晴せい凛りんは大したものじゃなあ……」

　ミーネと晴凛のやり取りを聞いていた伏ふせ龍たつも、感心したようにうなずいた。

「ああ、実を言うと俺も少し驚いた。下棋を知っているというのもそうだけど、なかなかの腕前というところにね。誰かのところで教わったのか？」

「いいえ、見よう見まねで覚えたんですよ。都の市場の片隅で商店の爺じいさんたちがやっているのを見てね……誰か先生について覚えた、というわけではありません」

「ふーん、そうか……我流にしては結構筋がいいな……ほい、そこの『象しよう』を、こっちの『炮ほう』でいただきだ」

　伏龍はそう言うと、ひょい、と晴凛の陣にあったコマを取り上げた。

「え？　あ、そうか、さっき動かした『卒そつ』のコマが間に入ったのか！　何でここに動かしたんだろうな、とは思っていたんだけど、自分が攻めることばかり考えていたから、気が回らなかった……」

　悔くやしそうな晴凛を見て、伏龍は微笑ほほえんだ。

「相手のコマを取るための動きは、誰にでもわかる。目的が明らかだからな。でも、さっきの俺の『卒』のコマの動きのように、自分のコマが取られない動きは関係ない、と思って見過ごしてしまうことが多い。でも、本当はそういう目的の見えない動きのほうが怖いんだ」

「何か意味があって動かす。つまり、その先を読まないと、今のようにコマを取られてしまうってことですね？」

「そうだ、相手は目的を持ってコマを動かしている。その目的を見抜けないと、気がついたときには手遅れになっている、というわけさ。

　お前は自分が攻めることばかり考えて、相手のコマの意味、そこに動かした理由ってのを考えてない。次からは、そこをよく考えることだな」

　伏龍と晴凛のやり取りを聞いていたミーネが感心したようにつぶやいた。

「たかが、盤上のコマ取り遊びだと思っておったが、これは、いろいろ奥が深いものじゃな」

　下棋盤を指差して、伏龍が言った。

「さっき、この盤を説明したときに、二つの陣の間にある空白の部分のことを『河界』と呼ぶ、と教えたでしょう？　河界、つまり、ここは河なんだ。この下棋盤は川を挟はさんで対たい峙じする二つの軍隊を模しているわけです。

『帥』と『士』は、この斜めに線が走っている九宮という場所から外には動けねえ。『相』というコマは河界を渡れねえ。防衛する役目と攻撃する役目がちゃんと分かれているということです」

「うみゅう、まさしく軍隊じゃな……」

「ええ、そうです。これはもともと、軍隊をどう指揮するかを学ぶために考え出されたものだと言われている。目先のコマの取り合いだけにしか興味のねえ人間には、単純な遊びにしか見えないかもしれねえけど、相手の手を読むことのできる人間にはめっぽう奥が深いんだ」

「伏ふせ龍たつはこれをどこで教わったのじゃ？　都にあるレンガ塾とかいうところでか？」

「そんな、塀へいやら壁やらを積む左官の養成所みたいな名前じゃねえ、練れん涯がい塾です。練涯ってのは、生涯をかけて練成していく、という意味です」

「敵側の……さわぎ、とかいう軍師も、そこで下棋ヒヤーキを習っておったのか？」

　伏龍は難しい顔でうなずいた。

「ええ、そうです。もっとも、練涯塾でやっていたのは、もっと盤が大きくてコマの数も種類も比べ物にならない、中棋チヤーキと呼ばれているものです。

　盤が大きくてコマが多いぶん、もっともっと複雑で、始めると半日以上かかることもある。遊びでやるにはちょいと大変だ。だから、もっと気軽にやれる、この下棋というのが人々の間に広まったんだろうな」

　ミーネは真剣な顔で聞いた。

「伏龍は、さわぎ、という敵の軍師と対戦したことがあるのか？　どっちが強かった？」

「練涯塾でやっていた中棋の勝負には、考える時間が限られた『早そう考こう』と呼ばれるものと、じっくり考えてからコマを動かすことのできる『熟じゆく考こう』という二つのルールがあって、『早考』のほうは俺のほうが強かったな……。

『早考』ってのは、審判が五を数え終わる前にコマを動かさなきゃならない。動かせないと、相手に手番が移ってしまって、何もできないんです。

　沢さわ樹ぎは几き帳ちよう面めんな性格で、盤面を全部見て考える性格だったから、そういう半分直感でコマを動かすような勝負は不得手でね、次から次にいろいろなことが起こると、考えるのが間に合わなくなって固まっちまうんです。んでもって、最後に逆切れする」

　ミーネなりに、沢樹の名声に言い知れぬ脅きよう威いを覚えていたのだろう。伏龍の答えを聞いたミーネは、嬉うれしそうに晴せい凛りんを見た。

「聞いたか晴凛！　敵の軍師はいろいろなことが次々に起きると、何もできなくなってしまうらしいぞ！」

「ええ、だから、伏龍さんと、いろいろな仕掛けを作って、そいつをぶつけてみようか？　って話をしていたんですよ」

　晴凛の言葉を継ぐように伏龍が付け足した。

「とは言っても、時間も人手も無いからなあ、あんまり複雑な仕掛けは無理だ。何かないか、と考えてはいるんだが……」

　ミーネは不安そうな顔で、きょろきょろと晴凛と伏龍の顔を見比べた。

「……もしかして、わしが下棋ヒヤーキを教えろ、と言ったのは邪じや魔まだったのか？」

　晴せい凛りんはふっと微笑ほほえむと、安心させるように首を振った。

「いいえ、そんなことはありません。下棋盤を見ていると、目先のことだけ考えていたのでは勝てないということに気づかされます。何というか、こう、発想の転換ができるような気がしますから……」

「そうか……」

　ミーネがふにゅっと笑った。

「よし分かった！　では、晴凛！　今度は、わしと対戦じゃ！」

「できるんですか？」

「コマの動かし方は、おおよそ見当がついた！　見ているだけでは覚えん！　自分でやってみることが大事じゃ！」

　伏ふせ龍たつが笑った。

「ミーネ姫の言う通りだ。最初はひどいものだろうが、習うより慣れろだ。自分の力でやってみるのが大事だ」

「わかりました。ではミーネ姫と対戦しましょう」

　晴凛はそう言ってうなずくと、下棋盤の上にコマを並べ直した。

「では、ミーネ姫が先手でどうぞ」

「よし！　では行くぞ！」

　ミーネはそう言うと、机の上に身を乗り出した。

　最初に動かしたのは『卒そつ』のコマだった。

「まずはこれで河を渡るのじゃ！　河を渡れば左右にも動けるようになる……そうじゃろう？

　伏龍！」

「ええ、そうです、河を渡れば前だけではなく左右にも動けます」

「どうだ、わしのやり方は間違ってはおらんじゃろう？」

「まだ、最初の一手を動かしただけじゃないですか……」

「馬ば鹿か者もの！　そういうときは、相手を褒ほめて油断を誘うのじゃ！　晴凛はそういう『かけひき』を知らん、鈍どん感かん男じゃ」

　ぷくっと頰ほほをふくらませてすねるミーネに、晴凛は苦笑しつつ答える。

「わかりました、では褒めます……」

「断りを入れてから褒められたってちっとも嬉うれしくなんかない！　……と、おい、晴凛！　何でそこに『炮ほう』が来るのじゃ！」

「こちらも攻めますから」

「ううむ、そこに来られたのでは、こっちの『馬ま』が危ない……が『馬』を取られても隣に『車しや』がおるから『炮』は取れる……つまり、馬を取りに来ることはない……ということか」

　晴せい凛りんはにっこり笑った。

「そうです、それが先を読む、ということです」

「さっき、先が読めんで伏ふせ龍たつに負けておったくせに……」

　ミーネはそう言うと、何かを思いついたように目を見開くと、自分の『馬ま』を全く見当違いの場所に動かした。

「……そこに『馬』を持っていってどうするつもりですか？」

　怪け訝げんな顔をする晴凛を見て、ミーネはふにゃっといたずらっぽく笑って答えた。

「……それを考えるのは晴凛の仕事じゃ」

　晴凛は盤面を見て考え込んだ。

　──あそこに『馬』を持ってくれば、確かにこっちの正面突破は防げる。でも、それをやるなら『象しよう』を置けばいい。

『炮ほう』の線上に相手が動くのを待つつもりか？　でもそれをやるなら先に『車しや』を動かして間の『兵へい』を取らないと無理だ……。

　──初心者は、最初、相手のコマを取ることに気を取られて、守り方を考えないものだけど、この動きはどう考えても攻めの動きじゃない。

　さっき、伏龍さんに言われたように、こういう何気ないコマの動きは必ず理由があるはずだ。その理由を見抜かないで、見過ごすと後で必ずしっぺ返しを食う。

　──とは言うものの、序盤の数手が勝敗を決するほどまでに、ミーネ姫が先を考えているとも思えない……。

　考え込んでいる晴凛の顔を、ミーネは面白そうに覗のぞき込んだ。

「どうしたのじゃ？　ほれほれ、晴凛の番じゃぞ？」

　──気になるけど……仕方ない。あの『馬』は放っておいて、こっちから『炮』と『車』で攻め込もう。

　晴凛は自分のコマを動かして、ミーネの陣に攻め込んだ。

「くふふふ、来たな、ならばこうじゃ！　次の手でお前の『車』は、わしの『車』で取れるぞ！」

「……あの、そこに『車』を置くと、こっちの『車』に、先に取られてしまうんですけど、いいんですか？」

「え？　あ、ああっ！　そうか！　いかん！　今のはナシ！　やり直しじゃ！　やり直し！」

「はいはい、わかりました。やり直しですね」

　晴凛は苦笑しながらコマを戻した。

　結局、コマの動かし方を覚えた程度のミーネと、それなりに場数を踏ふんでいる晴凛とでは勝負になるわけもなく。ミーネはあっさりと負けてしまった。

「にゅううう！　もう一度だ！　もう一度勝負だ晴凛！」

「ええ、いいですよ、でも夜遅くなるとミリンさんに叱しかられますから、あと一回だけですよ」

「わかった！」

　そう言ってコマを並べ始めるミーネを見て、伏ふせ龍たつが聞いた。

「さっき、晴せい凛りんと対戦したとき、全然関係ないところで『馬ま』を動かしましたね？　あれは何のため？」

　横から見ていた伏龍は、あの『馬』の動きの意味を考えていたが、どうにも納なつ得とくがいかなかったのだ。

　するとミーネは、あっさりとこう言った。

「え？　あ、ああ、あれか……理由など無い！」

「理由が無い？」

　びっくりしたように目を見開いた晴凛を見て、ミーネは澄ました顔で答えた。

「うむ、その前に伏龍と対戦して負けたとき、伏龍にコマの動きには理由があるから、それを考えろ、と言われておっただろう？」

　ミーネは上目づかいに、晴凛を見上げ、にっ！　と白い歯を見せて笑った。

「晴凛は真ま面じ目めだからな。きっと伏龍に言われた通り、理由とやらを考える。理由も何も無いコマの動きでも、きっと理由を一生懸けん命めい考えるじゃろうと思ったのだ。そうやって余計なことを考えていれば、盤上が手薄になると思ったのじゃ……上う手まくいかんかったがな！」

「まあ、いくら晴凛に余計なことを考えさせても、結局のところ、相手の手が終わらないうちは、こっちはずっと待っていなくちゃならない。

　これが制限時間付きの『早そう考こう』というルールなら効果的だったかもしれないが、普通のやり方では効果は無いだろうな……」

　伏龍が納得したようにうなずいたとき、執務室の扉が開く音と一いつ緒しよに、ミリンの声がした。

「失礼しマす！　うちの山やま猫ねこはまだイますか？　いい加減迎えにきマした！」

　ろうそくを立てた燭しよく台だいを手に持ったミリンが、執務室の入り口に立っていた。

「まだ早い！　晴凛とあと一回勝負してからじゃ！」

　ミーネの言葉を聞いたミリンは眉まゆをひそめた。

「まだ早イ？　どの口でそンなこと抜かしヤがりますカ。いい加減寝ないと、また寝小便シますよ！」

「にゃあっ!?　何てこと言うんじゃ！　わしがいつ寝小便なんかしたか!?」

　ミリンのとんでもない発言に、さすがのミーネも慌あわてて手をバタバタと振る。

「おや、言ってイイんですカ？　晴凛殿と伏龍殿の前デ？　なら言いましょウ。アレはそう……」

「ちょっと待てえいっ！　わしは寝小便などしとらんと言っとるだろうが！　晴凛が勘違いしたらどうする！」

「ふむ。なら伏龍殿には言ってもよいというコトですね。では伏龍殿だけには教えましょう、アレはそう……」

「駄だ目めに決まっとるだろうがあっ！」

　すっかり顔を赤くして、ミーネが叫さけぶ。

「し、しとらんからなっ！　わしは寝小便なんか、しとらんからなあっ！」

　今にも嚙かみつかんばかりの勢いで叫さけぶミーネに、晴せい凛りんと伏ふせ龍たつはこくこくとうなずき返した。

　それを見て、ミリンはため息をつく。

「やれやレ。明日あしたは晴凛殿に弓を教わるのでシょう？」

　するとミーネは、あ、という声を漏もらした。

「ああ、そうか、忘れておった。明日の弓の訓練にはわしも参加するのじゃった！」

「忘れてイやがりましたか、この山やま猫ねこめ。夜よ更ふかしをしていると、朝、起きられまセんよ？　寝ぼけ眼まなこで弓を射れるわけがアりません。いつまでも起きてナいで、さっさト寝なさい」

「そうじゃな。見とれよ、晴凛！　下棋ヒヤーキでは負けたが、弓では負けんからな！」

　むんっ、と胸を張って反っくり返るミーネを見て、晴凛が笑いながら言った。

「そう言えば、からくり人形芝居一座の那な刳ぐりさんが、ミーネ姫が弓の練習を始めると聞いて、何やら贈りものがある、とか言っていましたよ？」

「贈り物じゃと？　何じゃ？　何をくれるのじゃ？」

「詳くわしいことは教えてもらえませんでしたが、何でも西のほうの国で使われている弓で、力の弱い子供や女の人でもちゃんと使える強くて特別な弓だそうです」

　ミーネは目を輝かせた。

「何じゃと？　わしでも使える強い弓じゃと？　そんな弓があるのか？　本当か？」

「ええ、明日、訓練のときに、那刳さんが持ってきてくれるそうですよ」

「そうか、わかった！　今日きようは寝る！　明日が楽しみじゃ！」

　ミーネはにっこり笑ってうなずくと、机の前に置いてあった椅い子すから、ぴょん、と飛び降りて、ミリンのところに小走りで寄った。

「南寮の寝所に戻るぞ！　ミリン！」

「かしこまりマシた」

　ミリンはそう言うと、晴凛と伏龍に向かって一礼した。

「では、おやすみなさいマせ」

「ああ、おやすみなさい」

　とん、と扉が閉まり、部屋には晴凛と伏龍の二人ふたりが残された。

「やれやれ、騒さわがしい主従だな」

「ええ、まったくです」

「……って、お前がそこでうなずいてていいのかよ」

「あっ」

「くくく、まあ気持ちはわからないでもねえけどな」

　そう言って笑った伏ふせ龍たつを見て、話を変えるように晴せい凛りんが言った。

「……それはそうと、さっきのミーネ姫の言葉で思いついたんですけど……」

「ん？　何が？　寝小便のことか？　あと三年もすれば治るだろう、気にするな」

「寝小便のことじゃありません！　その前の、下棋ヒヤーキのときのことです。ミーネ姫の動かしたコマに理由なんか無かった、というやつです」

「ああ、あれか、動かした理由が盤上の勝負じゃなくて、お前を考え込ませようとしたってやつか……」

「ええ、あのミーネ姫のやり方って、この侘タ瑠ル徒トの防衛に使えませんか？　敵の軍師って、じっくり考えるタイプだって伏龍さんは言っていましたよね？」

　伏龍は目を見開いた後で、考え込んだ。

「……そんな手にあいつが……いや、下棋なら相手の手が終わるまで待てるし考える時間があるが、実戦は休む暇も無く次の手を打たなきゃならねえ。

　いわば『早そう考こう』で進むわけだ……そこに、考えなけりゃならねえこと、答えの出ねえ、答えにたどり着かねえ問題を山のように放り込んだら……。

　あいつも俺と同じで、練れん涯がい塾で『すべての動きには理由がある』ってことを、がっちり教え込まれている。それがあいつの常識であり、俺の常識だ……」

　伏龍は顔を上げた。

　ロウソクの灯りで照らされた目が光っていた。

「行ける……確かに、そんな小細工だけじゃあ、圧倒的な戦力差で帝国軍側に傾いた天てん秤びんをひっくり返すことはできない。

　でも、小細工を積み上げていけば、いつか天秤が動く。びくともしなかった天秤がふわっと浮くときが来る。動くもんか、負けるもんか、まさかそんなことがあるわけない、と思っている、その足元がふわっと浮いた、と思わせれば、俺たちにも勝ち目がある！」

　そして、晴凛の肩をぽん！　と叩たたいて、伏龍は立ち上がった。

「ようし！　明日あしたは忙しくなるぞ！　俺はこれから倉庫に行って、小細工の材料を探してくる！」

「今から行くんですか？　もう夜ですよ？」

「使える時間は、とことん使わねえとな！　侘瑠徒の周りに帝国軍が雁がん首くび並べて勢ぞろいしてからじゃあ遅いんだ！」

「僕も手伝います！」

　そう言って立ち上がった晴凛を、伏龍は押しとどめた。

「いや、お前は明日の弓の訓練があるからな、夜よ更ふかしは目によくない。精度の高い弓きゆう兵へいを選抜するってのは、大事な仕事だ。お前は寝ろ」

「あ、はい、わかりました……」

　晴せい凛りんは不ふ承しよう不ぶ承しようにうなずいた。







　　　第四章「軍師君臨」







　孟もう旗き将軍は延えん声せいの最も奥にある犂すき山やまの居城の一室に立っていた。

　上質な絨じゆう毯たんと手の込んだ彫刻が施ほどこされた調度品が並ぶ部屋の真ん中には、帝国緑軍の総指揮官となった沢さわ樹ぎ延えん銘めいが立って、目の前に置かれた大きな机の前に積み重ねた紙の束を前にしてじっと黙だまり込んでいた。

　壁に並んでいるろうそくの灯りの下で、時折、朱しゆ筆ひつをふるって紙に何か書き付けて床に広げた地図の上に置き、そしてまた次の紙を読む。

　この部屋は犂山が沢樹延銘に与えた執務室である。沢樹延銘は直裁軍議官として緑軍全軍の指揮権を手に入れた後、この部屋に篭こもりきりで古い報告書や地図を取り寄せて、何やら作業を始めた。それは夜になっても終わってはいなかった。

「沢樹直裁軍儀官殿、こんな夜半に我々を呼び付けた理由をお聞かせ願いたい」

　呼び付けられたまま、じっと立っていた孟旗将軍が痺しびれを切らしたのだろう。目の前にいる沢樹延銘に声をかけた。

　沢さわ樹ぎが直裁軍儀官として任命され北域の指揮権を掌しよう握あくしてからというもの、孟もう旗き将軍は常に役職名をつけて呼ぶようにしている。沢樹の指揮下に入ったことに反発を抱いだいたままの部下に対する模範としての心づもりもあるが、孟旗将軍自身、そうしなければ孫のような歳としのこの若者に、ぞんざいな口をきいてしまいそうになるからでもある。

　だが、沢樹は孟旗将軍の言葉を聞いても返事をしようともせずに、手にした紙の束を一心不乱に読んでいる。

　時間だけが過ぎていく。

「……沢樹直裁軍儀官殿、いったいどのような用件だろうか？」

　もう一度、孟旗将軍が問う。

　しかし、沢樹は答えない。重なる無礼に、孟旗将軍の周囲の参さん謀ぼうや指揮官が苛いら立ちのこもった舌打ちや咳せき払いをする。

　その中で、孟旗将軍だけは沢樹の行動に興味を抱いた。

　──若い頃に私が会った将軍や役人にも、こうやって呼び付けておいて待たせるものが何人もいたが、沢樹のこれはどうも違うようだな。この男、何をやっておるのだ？

　沢樹が手にした紙の束は、軍で使う報告書だった。文字は読めないが、独自の色合いを持つ罫けい線せんが引いてある。

　──そして、床に広げたのは延えん声せい周辺の地図だ。帝都から持ってきたものではないな。大きさといい、精度といい、立派なものだ。

　地図の上の朱しゆ筆ひつで書き込まれた報告書が置かれた場所を確認して、孟旗将軍はあることに気がついた。

　──報告書が置いてあるのは、侘タ瑠ル徒トと延声を結ぶ街道、および東の荒地と西の山地だ。つまり、あの報告書の束は偵察の報告か。

　紙の束の厚みから推測すると、シムール襲来以前の報告も含まれているようだった。何年分かはわからないが、全部に目を通すとなれば一日がかりのはずだ。

　──まさかここで夜通し立っていろというわけではないだろうな。

　孟旗将軍がもう一度声をかけようとしたとき、分厚い報告書の束を握った沢樹が顔を上げた。

「これまで私は、勘違いをしていたようです」

「勘違いとは、何のことかね？」

「私はこれまで、軍人は低脳であると考えていました」

　低脳という言葉に緑軍の参謀や指揮官が怒気を発するが、孟旗将軍は沢樹のこの程度の暴言には今更驚かない。

「これまで、ということは、その考えを改める気になったということかね？」

　まず謗そしり、続いて褒ほめる。人心掌しよう握あくの手段としてはさほど目新しくもないが、沢樹が少しでも歩み寄る姿勢を見せるのはありがたい──孟旗将軍はそのように考えていた。

　が、続く沢さわ樹ぎの言葉に、孟もう旗き将軍すら啞あ然ぜんとすることになる。

「ええ。軍人とは低脳なだけではありませんでした。みずからの仕事においても無能です」

　あまりの物言いに、緑軍の将校たちは怒ることすら忘れて沢樹を見る。

　沢樹は手にしたままの報告書の束を、床に放り投げた。

「ここ十年の侘タ瑠ル徒ト周辺の砦とりでからの報告書をすべて読ませていただきました。そのほとんどがゴミも同然です。自明の理を繰り返す阿あ呆ほうか、妄もう想そうと現実の見分けもつかない妄言ばかり。作戦の役に立ちそうな知見を得られるのはこれだけでした」

　広げた地図の上の報告書を手で示す。

「全部で三十二通、それだけです。十年間で役に立つ報告書はたったこれだけ！　いやはや、無能もここに極まれりですな！　生きていて恥ずかしくないのでしょうか」

「沢樹直裁軍儀官殿、そんなことを言うために我らを呼び付けたのか」

　我慢しきれずに孟旗将軍が口を開くが、沢樹は鼻の頭に皺しわをよせて遮さえぎった。

「東の荒れ地に抜け道があります」

「──何？」

　沢樹が口にした情報に、孟旗将軍だけでなく全員が身を乗り出す。

「やはりご存じありませんでしたか。やはりここは軍の組織をもう一度見直すべきですな。そもそも必要な情報が手に入らないようでは、軍人が足りない知恵をどれだけ絞ったところで役に立ちませんよ」

　沢樹が得意そうに小鼻をぷくぷくとふくらませる。

「いいですか。この世のすべての現象には理由があります。例えば、北域各地に出没するシムールの騎兵についての報告。延えん声せいとその周囲の砦から見られることなく、シムールの騎兵が後方に回っているという現象の理由を考えれば、抜け道の存在にすぐに気がつくはずなのです」

「それより抜け道について詳くわしく教えてくれ。どのような経路なのだ？」

「報告書と地形を元に私が推測するに、こうです」

　沢樹は朱しゆ筆ひつを地図の上に走らせた。迷いなく、侘瑠徒と延声を結ぶ線を描く。

　地図の上に置かれた報告書と、地形を読み比べて孟旗将軍はうなった。

「確かに、この地形であれば抜け道があってもおかしくない。報告書もしっかりしている」

「ええ。その報告書を提出した庸よう虎こ下か尉いと視察をした燎りよう原げん上じよう佐さは見所があります。書は下へ手たくそですが、そこらの参さん謀ぼうよりよほど目め端はしがきいてますな……ひょっとして、軍では頭がよいと出世できない決まりでもあるのですか？」

　相変わらずの沢樹の暴言。だが、孟旗将軍は沢樹の傑けつ出しゆつした頭脳にあらためて舌を巻く思いだった。

　──この男、確かに才がある。その才ゆえに人品が歪ゆがんでしまったことは惜おしいが、国家危急のときだ。才を生かすことだけを考えよう。

「どのような作戦も、正しい情報がなければ成立しません。いいですか、皆さんが低脳なのは、これは我慢しましょう。知性とはもって生まれた才能に大きく依存します。皆さんが低脳に生まれたのは、皆さんの努力でどうこうなるものではありません」

　──おそらく、これでこの男、こちらに気を遣つかってるつもり……なのだ。たぶん。

「ですが、低脳であっても無能を避ける方法はあります。考えないことです。皆さんは、考えてはいけません。自分が見聞きしたことを、自分の頭で解釈しようとしては駄だ目めなのです。限りある知性で考えたところで、出てくる答えは間違っています。間違った答えを出すくらいなら、考えてはいけません。それは私が担当します」

　──これが、この男なりの譲歩……なのだ。おそらく。

　しかし、これ以上言いたい放題をさせると、さすがにまずいな。

　孟もう旗き将軍の部下が放つ空気はすでに怒気を超え、殺気のレベルにまで昂たかぶっていた。これだけ相手を怒らせておいて、そのことに気がつけない沢さわ樹ぎの才の偏かたよりに、孟旗将軍は天の配剤の皮肉を感じた。

「コホン。では沢樹直裁軍儀官殿。我らはどのようにすればよいだろうか？　報告のやり方を変えるとしても、一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかん」

　孟旗将軍の教えを乞うという低姿勢に、沢樹は小鼻をぷくぷくさせた。

「報告書を作るには及びません。これから物もの見みの兵は私のところに口頭で報告するように指示してください」

「しかし、それでは、君への負担が大きかろう。大丈夫か？」

「皆さんが低脳なので仕方ありません。これも、選ばれし人間の孤独と苦悩というやつです」

　そして小鼻をぷくり。

　──そうか。

　孟旗将軍は沢樹が空気を読めない理由の一端がわかった気がした。

　──この男、周囲の怒りが自分に向いているとは微み塵じんも思っていないのだ。その怒りは、無能な人間が自分の無能さに気がつき自己嫌けん悪おに陥おちいったがゆえに、自分自身に向けているものだと思っているのだ。

　沢樹は自分が低脳な相手に低脳と言っても、相手がそれを否定したり、それに怒りを抱いだくなどとは絶対に思わない。

　なぜなら、沢樹にとって相手が低脳なのは疑う余地のない真実であり、真実は動かしようがない事実なのだ。

　自分の考えの正しさに欠片かけらも疑問を抱かないがゆえ、沢樹は相手が自分に向ける敵意を読み取れないのだ。

　なぜなら、それは「間違っている」考えだから。

　──まったく。人としては危あやうすぎる生き方だが、今はこの男が指揮官だ。私が補助するしかあるまい。

　沢さわ樹ぎは孟もう旗き将軍の胸中を知ろうともせずに、意気揚よう々ようと答えた。

「……というわけで、この延えん声せいの東門と、そこから東の荒野に向けて作られているであろう抜け道を早急に封鎖してください。侘タ瑠ル徒トを包囲して糧食攻めにする前に、食糧などの物資を運び込まれないようにするのです！

　ここにある報告書を見る限り、この延声の守備隊の将軍と参さん謀ぼうの中で、過去三カ月の間に前線の視察を行ったのは燎りよう原げん上じよう佐さという参謀一人ひとりです！

　シムールが来らい寇こうし侘瑠徒が攻められ、そして寝返った後も、守備隊の指揮官は誰一人として、自分の目で最前線を見て、考えるということをしてこなかった！

　この愚かさ、この無能さ……考えただけで私は吐はき気がします。よくもまあ、ぬけぬけと生きていられるものですね。その恥はじ知らずぶりには、ほとほと感心します……」

　沢樹はそこで言葉を切ると、呼び付けた孟旗将軍と参謀たちを見回して言った。

　明日あした、全軍の指揮官を集めて、侘瑠徒攻略の作戦を説明します。皆さんには、その準備をお願いします。言いたいことはそれだけです。帰っていいですよ」

　言いたいことだけを言うと、沢樹は再び机の上に積み上げられた報告書の束と広げられた地図に向き直った。

　もはや興味すらないのだろう。部屋の中に居並ぶ孟旗将軍と参謀たちには、視線すら投げなかった。

　孟旗将軍は嘆たん息そくした。

　堂々と沢樹の目の前で嘆息してみせても、沢樹がそのため息を自分に向けたものだとは気づかないと知りながら。




　そして、次の日の朝。

　孟旗将軍と配下の参謀、そして各部隊の中隊長以上の指揮官が、延声の街の中にある守備隊総本部の大会議室に集められていた。

　集めたのは、もちろん直裁軍儀官の沢樹延えん銘めいである。

　大会議室の壁面には、紙を張り合わせて作られた侘瑠徒周辺の大きな地図が貼はり付けられており、その前に長い指揮棒を持った沢樹が立っている。

　孟旗将軍は、沢樹の講義を聞く学生のような形で配置されている椅い子すを見て思った。

　──これは作戦会議ではないな。

　会議というのは、意見交換によって方針などを決定する場だ。発言者は同じ立場で忌き憚たんなく意見を述べ合うことが前提だ。

　つまり、もはや意見を聞くことは無い、すべては決定している、ということなのだろう。

　沢樹は椅子に座った軍人たちを見回してから、ゆっくりと言った。

「では、これより、侘タ瑠ル徒ト攻略作戦をご説明します。

　帝都から遠征してきた応援部隊と、この延えん声せいに配置されていた守備隊を合わせた我が帝国緑軍の兵力は約四万二千。私はこの全兵力を侘瑠徒攻略に用います。

　内訳は、まず攻城工兵が二十隊、四千人。弓きゆう兵へいが三十隊、六千六百人。騎兵が三十隊、六千人。歩兵が五十隊、一万一千人。奇兵……これには予備兵と、後方の延声や街道の砦とりでの守備に当たる兵士を含みますが、これが三十隊、六千六百人。

　そして輜し重ちよう、つまり補給部隊が四十隊七千八百人。

　この圧倒的な陣容をもって侘瑠徒を包囲し、一気に攻略します」

　地図の上に書かれた部隊の配置図を見て、孟もう旗き将軍は一人ひとりうなずいた。

　──ふむ。本人の性格はアレだが、学んだ兵学は手て堅がたいようだ。部隊の配備は基本に忠実。四万の大軍を見事に配置してある。

　沢さわ樹ぎが作り上げた作戦は単純だった。攻城兵器は城門に対してだけではなく反対側の城壁にも置かれている。全周から同時に攻撃をかけることで、守備隊を奔ほん走そうさせ疲ひ弊へいさせるのだ。

「なるべく短期にけりをつけます。帝国軍の本来の相手はシムールの本隊です。侘瑠徒攻略に時間をかけているうちに、どこか他に攻めかかってくるやもしれません。同様の理由で、侘瑠徒の街そのものに、あまり大きな被害を加えることも避けるべきです。シムール本隊との戦いにおいては、侘瑠徒を防衛拠点とするわけですし」

　そう言って、沢樹は何枚もの地図の束を取り出した。地図といっても、四角や丸で描かれたおおざっぱなもので、そこに記号の形で部隊配置が記されている。

　詳しよう細さいはすでに沢樹の頭の中に入っているのだろう。ざっと見ただけで、沢樹は説明を続けた。

「攻略は次の手順で行われます。まずは騎兵隊によって外周の偵察。これはシムール本隊の接近を警戒するもので、毎日行います。

　歩兵は攻城兵器を城壁へ近づけるための道の普ふ請しんと、城内の敵が打って出たときに備えての防御用の柵さくと塀へいを作ります。ただし、先ほど言ったように侘瑠徒を攻め落とした後は、我々がここを拠点としますので、シムールに再利用されないように注意しなくてはいけません。

　奇兵は手て空すきの兵として、攻城兵器の組み立てと移動を行います。また、こちらが攻城兵器を接近させれば、火矢による妨ぼう害がいが予想されますので、表面を覆う毛皮を濡ぬらすための水汲みと運搬も、奇兵に行わせます。分担と作業計画は次のようになり……」

　最初はゆっくりだった沢樹の口調が次第に早くなっていく。言っている内容も複雑で詳細になってきて、それぞれの担当をしている部署でなければ、何を言っているのかさっぱり意味不明だ。

　しかし、その内容が見事に考え抜かれた兵法の理に則のつとったものであることは、ここにいる全員の目に明らかだった。

　沢樹の性格を嫌うものですら、そこには感心していた。そして沢樹も、自分に向けられる尊敬が心地ここちよいのだろう。ぷくぷくと小鼻をふくらませて名調子で作戦を語り続ける。

　──何とも緻ち密みつな頭脳だ。作戦計画のすべてを自分の脳内にしまってあるのか。しかし、それでは、万が一にもこの男が倒れたとき、全軍が停止してしまう。

　孟もう旗き将軍はしばらくどう言えばいいかを考えた後、口を開いた。

「よろしいかな、直裁軍儀官殿？」

「何ですか、孟旗将軍？　難しいところがありましたら、もう一度、皆さんでもわかるように簡単に説明させていただきますが」

　沢さわ樹ぎの返答はいつものように、無意識に相手を馬ば鹿かにするものとなっているが、孟旗将軍も他の将校たちも今更いちいち反応しない。

「その手元の地図、なかなかよいもののようだ。写しを作らせてもらえないだろうか？」

「こ、これですか。これはその……備忘録のようなもので……そもそも、重要な情報が抜けておりますから、皆さんにお渡ししても、理解できないでしょうし……」

　沢樹の言葉は、いきなり歯切れが悪くなった。

　言っていることに噓うそはない。手元にある簡略化された地図の束は、それぞれの状況に応じた作戦内容のほんの一部分しか描いていない、いわば自分のためのメモ書きのようなもので、決して他人が見て理解できるものではなかったからだ。

　侘タ瑠ル徒ト攻略の途中にシムール族の襲来があったときにどう守るか。

　侘瑠徒攻略が終わった後は、どのように再編成してシムール族本隊と戦うか。そのすべては、沢樹の頭の中にあるからだ。

　だが、沢樹がためらうのには、もうひとつの理由もあった。

　もし、この地図が誰が見ても理解できるように書かれていたとしても、作戦のすべてを公開するつもりは無かったのだ。

　この作戦こそが、みずからの価値を示すものだからである。

　作戦に関する情報をすべてさらけだしてしまえば、沢樹延えん銘めいという軍師の価値は無くなる。

　自分の存在を支えるものを、やすやすと手渡す馬ば鹿かはいない。

　言葉を濁にごす沢樹に孟旗将軍は詰め寄った。

「しかし、直裁軍儀官殿、戦場では何が起きるかわからない。あらかじめ対応策を知っておけば、我らも迷うことなく戦うことができる！」

「あ、いや、ご安心を。そのための手段、方法はすべて、この私の頭の中にあります。あなたたちは私の言うことに従ってさえいればいいのです！」

　沢樹はきっぱりと言い返すと、あらためてその部屋にいる全員を見回して言った。

「戦いの利は、兵の速きをもって三分、先手を得てさらに二分、という言葉の通り、作戦行動は速きをもってよしとするものであります！　本日ただ今より、侘瑠徒攻略を開始します！」

　孟旗将軍以下の指揮官は驚きよう愕がくした。

「待ってくれ！　まだ行軍の準備ができていない！　全軍を進発させるのにはしっかりとした準備が必要だ！」

「そうだ！　徒歩行軍をしてきた歩兵たちの疲れはまだ抜けていない！　もっと休息を与えて、英気を養ってから……」

　慌あわてふためく参さん謀ぼうと指揮官たちを見て、沢さわ樹ぎは冷たく言い放った。

「軍は野戦をもってその本分とすべし！　軍隊、特に実戦部隊は即応性が無くては意味がありません！　歩兵部隊が動くのに時間がかかる、というのはわかります。ですから、本隊の進発は後回しになっても構いません。しかし、機動力が存在理由の騎兵隊はすぐに進発し、本隊の前進路周辺を啓けい開かいしていただきます！」

「前進路啓開というと……伏ふく兵へいの捜索かね？」

　そう尋ねた孟もう旗き将軍に、沢樹は自信ありげにうなずいてみせた。

「ええ、現地の地図、報告書、見取り図などを仔し細さいに調べたところ、侘タ瑠ル徒ト周辺の丘きゆう陵りよう地帯には、何箇所か北域行路からは見通せない、伏兵を伏ふせておくには最適な窪くぼ地ち、山やま陰かげなどがあることが判明しました。私が侘瑠徒の神しん流りゆう千せん斗となら、間違いなくその場所に兵を伏せます。騎兵連隊の連隊長と参謀の方に命令書を作成してありますので、以後はこの命令書に従っていただきます。

　騎兵隊が侘瑠徒周辺の啓開を終えた時点で、歩兵部隊が進軍を開始、施設大隊がタリム川東岸の砂地に野営所と物資集積所、前線司令部などを設営し、そこで攻城兵器の組み立てを行います。防衛線の構成と各部隊の配置などはすでに文書にまとめてありますので、写しの作成が終わり次第、各部隊に配布します」

　そう言って沢樹が取り出したのは、分厚い命令書の束であった。

　命令書に目を通した孟旗将軍と彼が鍛きたえた将校たちは、沢樹がやったことを理解した。

　定型文書で書かれた命令書には、沢樹が会話で付け足す、むかっ腹の立つ余分な一言は書かれていない。簡潔に、何をすべきか、そしてそれは何のためか、作戦の目的と手段が書かれているだけだ。

　参謀たちは思わず感嘆の声を上げた。

「ここまで準備ができていたとは」

「うむ、わかりやすい、読みやすい。そして的確だ」

「これを本当に、一人ひとりで、ひと晩で書いたのか？　俺たち参謀本部総がかりでも三日、いや、五日はかかるぞ？」

「これなら……勝てるぞ」

「おい、今まで負ける気でいたのか」

「あ、違う。勝てるっていうか……戦えるっていうか……」

「まあ、言いたいことはわかる。軍全体の見通しがよくなった」

　行軍だけならばともかく、万を超える大軍を率いての作戦立案と実行は、演習という形で経験した者は数多いが、実戦での経験のある者はいない。

　孟もう旗き将軍にしたところで、大まかな部分まで命令書で伝え、細かなところは自分と各部隊指揮官が臨機応変にやるしかないと割り切っていた。

　しかし、沢さわ樹ぎ延えん銘めいの存在がすべてを変えた。

　膨ぼう大だいな知識を蓄え、練れん涯がい塾でそれを生かす思考も鍛きたえられた沢樹には、大軍が必要とする命令書のすべてを一人ひとりで書き上げる能力があることを自らの手で証明してみせたのだ。

　孟旗将軍をはじめ、居並ぶ参さん謀ぼう、将校の全員が、見直したという目を沢樹に向けた。

　──沢樹延銘という男、性格は果てしなくどうしようもないが、ひょっとすると軍師としては軍記物に登場するほどの才があるのではないか？

「ん？　まだそこにいたのですか。いつまでも覗のぞき込んでないで、早く写しを作成して配布してください」

　野の良ら猫ねこを追い払うように、不ふ機き嫌げんそうな顔で目の前に集まった参謀たちを手で追い払った沢樹は、ゆっくりと各部隊の指揮官たちの前に進み出た。

「諸君らは、戦いに勝ち負けはつきものだと思っているかもしれない。だが、それは大きな間違いだ！　私にとって戦いとは、勝利に至るまでの過程に過ぎない！

　私の言う通りに動けば、その先に勝利がある。それは必然であり、それ以外に結論は無い。さあ、諸君……戦いを始めよう……」

　参謀たちは驚いた。

　目の前にいたのは、あの、小生意気な軍師気取りの青二才ではなかった。自信に満ちた、本当の軍師だった。

「御ぎよ意い！」

　孟旗将軍が、ゆっくりと、そして力強く敬礼すると、その部屋にいた参謀と指揮官全員が立ち上がり、それに従って敬礼した。







　　　第五章「深慮遠謀」







　延えん声せいで帝国軍の作戦会議が始まる少し前。

　侘タ瑠ル徒トでは東の地平から登った朝日が、城壁を越えて広場を照らし始めていた。

　早朝から行われる弓の訓練のために、中央広場にやってきた晴せい凛りんは驚いた。

「……お祭りの準備か？」

　思わずつぶやいてしまったのも無理はない。

　広場には真っ赤に塗られた太くて長い丸太や、青や黄色に塗られた岩、という人目を引く鮮やかな色彩の品物がずらりと並んでいた。

　その品物の中でもひときわ目を引くのが、肩幅ほどの長さの細い角材を組み合わせて三角錐すいや立方体を作り、そこに鮮やかな模様の布が張られた行灯あんどんのようなものだった。

　──これは、何に使うんだろう？

　晴凛がそんなことを考えていると、広場に面した商店の一角から、手にその行灯のようなものを持った二人ふたりの女性が出てきた。

「玉ぎよく麗れい姉さま、これでノルマ達成ですわね！　永えい楽らく銀五枚貰もらえますわ！」

「ふぁああ……確かにお金にはなるでしょうけど……もう夜が明けちゃったじゃないのよ」

　目を擦こすりながら不満そうに答える玉麗を見て、妹の銀ぎん麗れいはたしなめるように言った。

「何を言ってるんですの、姉さま！　抜け道が帝国軍に塞ふさがれて、もう延声には行けなくなっちゃったから、私たちはもう、この侘瑠徒でお金を稼ぐしかありませんのよ！」

「でも……睡眠不足はお肌の天敵よ？」

　銀麗は冷たく言い放った。

「甘いですわ、姉さま。お金のためなら、たとえ姉さまの顔一面に小ジワが走ろうとも、我が慢まんしなくてはいけません」

「私の顔限定なの？　あなたも少しはシワ増やしなさいよ」

「嫌いやですわ。私にはまだ未来がありますもの。そういう経年劣化は、玉麗姉さまにお任せします」

「何で任せるのよ！　っていうかまだそんなに老ふけてないわよ！」

「その元気ですわ、姉さま。その元気があれば、きっと大丈夫！　帝都に再び蒼あお橋はし商会の看板を掲げる、その日まで！」

「ときどき、わが妹ながら、恐ろしくなるときがあるわ……あなたって」

　そう言ってため息をついた玉麗に、晴凛は尋ねた。

「あの、すみません。この行灯みたいなものは、あなたたちが作ったんですか？」

「はい、夕べ、食堂の片付けをしていたら伏ふせ龍たつさんがやってきて、手間賃のいい内職があるからやらないか？　って……」

　銀ぎん麗れいがうなずいた。

「そうそう！　今日きようの朝までに五十個作れば、永えい楽らく銀五枚って話だったんで、二人ふたりして飛びついたのよ！」

「は、はあ……ところで、この行灯あんどんのようなものは何なんですか？」

　銀麗と玉ぎよく麗れいは顔を見合わせた。

「そういえば、これって何に使うものなのかしら？　姉さま、お聞きになりました？」

「いいえ、作り方を聞いただけ。手間賃とかの交渉をしたのはあなたなんだから、あなたが聞いているのではなくて？」

「いいえ、私も、これが何なのか、何に使うのか、まったく聞いておりませんわ……」

　銀麗はそう答えると、自分が持っている色鮮やかな布を張った行灯のようなものに目を落とした。

「見たところ、晴凛さんの言う通り行灯みたいですけど、ろうそくを立てるような細工はありませんし……」

「四角いものは行灯に使えますけど、こっちの三角のものは行灯には使えませんわねえ……一体何に使うのかしら？」

　玉麗が首をひねったとき、そこに龍りゆう飛ひたちを連れた伏龍がやってきた。

「お前たちは手はずどおり、あの赤い丸太を運んで立ててくれ。南門の正面に来るように、真っすぐ立てるんだぞ」

　伏龍はそこまで言ってから、玉麗と銀麗が持っている色鮮やかな行灯のようなものを見て嬉うれしそうに言った。

「おう！　きれいにできたなあ、数はいくつある？」

「ちゃんと五十個ございます。お約束通り、朝までに作りましたわ！」

　そう言って胸を張る銀麗を見て、伏龍は満足げにうなずいた。

「さすがだな。やっぱりこういう細かい仕事は女の人に任せるに限るな」

「えー、コホン」

　と、わざとらしく咳せき払いをしてから、銀麗は伏龍の顔色を窺うかがうように、

「それでですね、つきましては手間賃のほうを……」

　と話し始める。それを聞いて、伏龍は笑ってうなずいた。

「ああ、手間賃ね。総そう督とく府の会計やっている光こう凛りんさんのところに行って貰もらってくれ。台所仕事とかの手間賃を払っている窓口だ。光凛さんには話をしてあるから」

「まいどありがとうございますぅ！」

　銀麗はそう言ってにっこり笑った後で、横に立って眠そうにあくびをしている玉麗に向かって言った。

「さあ、お金をいただきに参りましょう、姉さま！　あくびなんかしている場合じゃありません！」

「うー……じゃあ銀ぎん麗れい、あなたが貰もらってきて……私、このまま宿屋に戻って先に寝ているわ……」

　目をしょぼしょぼさせながら今にも倒れ込んで寝そうな玉ぎよく麗れいを、銀麗は心底哀あわれんだ目で、

「もう、若くはないのですね、姉さま……」

「ええ……もう、何とでも言ってちょうだい、私もう限界……」

　そう言うと、玉麗は手に持っていた行灯あんどんのようなものを足元に置いて、ふらふらと歩き出した。

「いつもならケンカでも何でも買う姉さまが買わないところを見ると、どうやら本当に参っているみたいね……年は取りたくないって、こういうことね……まあいいわ、寝かせてあげましょう」

　そう言って玉麗の後ろ姿を見送った銀麗は、伏ふせ龍たつに向き直って頭を下げた。

「では、手間賃をいただいて参ります！」

「ああ、助かったよ、ありがとう！」

　銀麗は、ぴょこん、とお辞儀をして、総そう督とく府の建物に向かって走っていった。

「……したたかですねえ」

　その後ろ姿を見送って感心したようにつぶやいた晴せい凛りんに、伏龍は同意するようにうなずいてみせた。

「ああ、商人ってのは、機を見るに敏びんにして柳のごとき強きよう靱じんさをもって、その本分と成す……本に書いてあった言葉だけど、彼女たちを見ていると納なつ得とくできるよな」

「ところで伏龍さん。彼女たちも知らされていなかったみたいなんですけど、この行灯みたいな物は一体何なんですか？」

「ん？　これか？　色とりどりで目立つだろう？　まあ、何だな目印みたいなものだ」

　伏龍は、並べられた行灯の向こうに積み上げられている、赤、青、黄色、に塗られた岩を指差して言葉を続けた。

「あっちの岩は弓の射程距離の目印だ。目標を狙ねらって射いることができる人間は限られている。お前と、まあ他に腕の立つ射しや手しゆが何人かいるだけだ。それ以外の射手には狙って射るなんて芸当は無理だ。だから狙わなくてもいい、角度をつけて一斉に矢を放つという弓の使い方を訓練しているわけだが、見ていると矢の角度を合わせるのが難しいらしくて、てんでばらばらの角度で矢を放っている」

　晴凛はうなずいた。

「ええ、弓きゆう隊たいは横一列で訓練していますので、矢の角度を左右の隊員に合わせるんですけど、微び妙みように個人差があって、なかなか揃そろえるのは難しいんですよね」

「そこで、こういうものを作ってみた。こいつは試作品だが、上う手まくいけば兵士一人ひとり一人に持たせるつもりだ」

　伏ふせ龍たつはそう言うと、人の背丈より少し高い棒を持ち上げた。

　棒には赤、青、黄色の三本の線が斜めに書き込まれている。

「まず弓きゆう兵へいの脇わきに、この棒を立てる。そして、この三本の線に矢じりを合わせると、角度が変わる。隣の人間に合わせるんじゃなくて、この棒の線に合わせる。そうすれば、弓兵全員の矢の角度が同じになる。

　そして矢を射て、どのあたりに落ちるかを計って、そこにあの岩を置くんだ」

「そうか！　つまり敵が赤い岩のところまで来たら、赤い線に合わせた角度で射れば、赤い岩の周りに当たる、ということですね！」

　感心したように何度もうなずく晴せい凛りんに、伏龍は笑え顔がおで答える。

「その通り、このやり方なら射しや手しゆは敵を狙ねらう必要はねえ。自分の矢の角度だけを見ればいいからな、弓の腕前とかは関係ねえってわけさ。

　ただ、侘タ瑠ル徒トにある弓はシャン族から分けてもらった短めのシムールの弓で、帝国軍の正式装備の長弓とは少し違うから、扱いに慣れてもらわなきゃならん。だからお前に訓練を頼んだってわけさ」

「ええ、シムールの弓は帝国の竹弓と違って、馬の腱けんとかいろいろな材料を張り合わせて作ってあるので短くてもかなり強力で、引き方にちょっとコツがありますからね……」

　晴凛がそう言ってうなずいたとき、後ろからミーネの声が聞こえた。

「せいりーん！　弓じゃ！　弓を教えろ！」

　振り返ると、目をきらきら輝かせたミーネが手を振りながら走ってくるところだった。

　後ろからついてきたミリンが、やれやれ、という顔つきでたしなめた。

「顔を合わせるなり、いきナりナンですか！　まず、おはようございマすと、朝のご挨あい拶さつをするのが礼儀デす！」

「おお、そうじゃった！」

　ミーネは晴凛の顔を見て、慌あわてて言い直した。

「晴凛、おはよう！　んでもって弓はどこにある？　わしのために那な刳ぐりが用意してくれた、という特別製の弓じゃ！」

　晴凛は苦笑いを浮かべた。

「いや、まだ受け取っていないんです」

「何じゃ、楽しみにしていたのに……仕方ない、こちらから貰もらいに行こう！　那刳は鍛か冶じ屋におるのじゃな？　行くぞ晴凛！　ついてこい！」

　ミーネはそう言うなり、侘タ瑠ル徒トの街の中にある鍛冶屋の仕事場に向かって走り出した。

「ちょっと待ちなサい、おもちゃを貰う子どもじゃアるまいし！」

　その後を、ミリンが慌あわてて追いかける。

「あ、ちょっと待って！」

　後を追おうかどうしようか、と迷う晴凛を見て、伏ふせ龍たつは笑ってうなずいた。

「まだ時間はある。戻ってきた頃には、弓の訓練をする兵士も集まっているだろう」

「すみません、じゃあ、行ってきます」

　晴凛はそう言って頭を下げると、ミーネたちの後を追った。




　那な刳ぐりのいる鍛か冶じ屋は、侘タ瑠ル徒トの街の大通りから、一本路地に入ったところにある。

　鉄を溶かし鍛たん造ぞうするための炉ろの燃料に使うのだろう、建物の外側には薪まきがうずたかく積み上げられ、屋根から伸びる煙突は勢いよく煙けむりを吹き上げている。

　真っ黒くすすけた戸の向こうから、カン！　カン！　という鉄を叩たたく槌つちの音が、勢いよく聞こえてくる。

　こういった鍛冶屋はどこの街にもある。

　剣や槍やり、そして矢じりなどの武器も作るが、本職は馬具や鍬くわ、鎌かまなどの農機具などを鍛きたえて製造する『野鍛冶』と呼ばれる鍛冶屋である。

　戸を開けて鍛冶屋の作業場を覗のぞき込んだミーネは、炉の前に置かれた金床の上に赤く熱せられている鉄材を置き、槌つちで叩たたき伸ばしている五十歳くらいの男の背中に向かって声をかけた。

「那刳！　弓を貰もらいに来たぞ！」

「さっき言ったコトをもう忘れたのでスか、この山やま猫ねこめ！」

「忘れてなんておらんわい！　おはよう、那刳！　弓をくれ！」

「ん？」

　朝からやたら元気のいい声と、それをたしなめる声とを聞いて、那刳、と呼ばれた五十過ぎの男は怪け訝げんな顔で振り返ったが、そこに期待に目を輝かせているミーネがいるのを見て相そう好ごうを崩くずした。

「ああ、ミーネ姫か！　ずいぶんと早いな。こいつを仕上げたら持っていってやろうと思っていたんだが……お前さんに渡す弓は、ほれ、そこだ」

　那刳が手に持った槌で指し示したところに、四メートルはあろうかという巨大な弓が立てかけてあった。

「おい、いくらなんでも大きすぎる！　こんな弓をどう持てというのじゃ！」

「ん？」

　顔を上げた那刳は声を上げて笑った。

「はっはっはっ、その弓は広場に立っていた霜そう弊へい経けいの銅像が持っていた飾りの弓だ！　鉄でできているから、砕いて溶かし直し、矢じりにしようと思って持ってきておいたんだ。お前さんに渡す弓は、ほれ、その下にある！」

　那な刳ぐりの言う通り、巨大な弓の下に小さなＴ字型の弓が立てかけてあった。

「おお、これか！」

　いそいそと、弓を手に取ろうとするミーネ。それをミリンが引き留めた。

「ちょっと待ちなさイ、この山やま猫ねこめ。見たこともない弓を勝手に弄いじくるんじゃアリません」

　ミリンの言う通り、その弓はミーネが一度も見たことのない奇き妙みような形をしていた。

　水平に置かれた小ぶりの弓の下に、木でできた台座のようなものがついている。

　普通、弓は立てて使うものだが、どうやらこれは弓を水平にして使うらしい。

　ミーネは怪け訝げんな顔でその弓を見た。

「奇妙な形をしておるな……どうやって使うのじゃ？」

　那刳は手に持っていた槌つちを床に置くと、金かな床とこの前から立ち上がって、弓を手に取った。

「こいつは、西の国の連中が使っている『弩ど弓きゆう』と呼ばれる弓でね。台座の前についている、四角い金具に足を突っ込んで、両手で弓の弦げんを引き、ここにある『機き』と呼ばれる金具に掛ける……これでいつでも発射できる状態になったわけだ。

　んでもって、この台座の上に矢を置く。あとは狙ねらいをつけて……」

　那刳は弓を水平に構えて『機』という金具の下に出ている引き金に指を掛けた。

「……ここを引く」

　ビィン！

　金具が回って、弦が外れた。

　ミーネは目を輝かせた。

「そうか、普通の弓は腕の力だけで引かねばならんが、これは両手と背中の力で引くから、わしのような子供でも使えるのか！」

　納なつ得とくしたように、うんうんと首を縦に振るミーネの横に、ようやく追いついた晴せい凛りんが現れる。晴凛は珍しげに『弩弓』を見ると、付け足すようにこう言った。

「それに、普通の弓だと、狙いをつける間、ずっと弓を引いていなければなりません。慣れていない人はすぐに疲れてしまうでしょう。でも、これならずっと弓を引いたままでいることができます。力の弱い人や慣れていない人には向いています」

　那刳はにやっと笑った。

「さすがは晴凛だ。この弓の利点を一発で見抜きやがった……ただ、いいことばかりではない。こいつはミーネ姫用に小さく軽く作ってあるが、大人の兵士が使うやつはもっと大きくて重い。弓を引くたびに両手と背中を使わねばならんので馬の上では使えないし、矢を射いるのに時間がかかる。西の国の騎馬兵はもっぱら槍やりを使っていて弓を使わないから、こういう重たくて大きな弓が使われるようになったんだろうな」

「能書きはよい！　さっさとその弓を渡せ！」

「ミーネ姫にはかなわねえな……」

　那な刳ぐりは肩をすくめると、持っていた弩ど弓きゆうをミーネに手渡した。

「わはは、これがわしの新しい弓か……！」

「こラ山やま猫ねこめ。物を貰もらったら、何と言うんでしたカ？」

「むう……今日きようの行かず後ご家けはやけにうるさいのう。那刳、確かに受け取ったぞ。ありがとう」

「礼を言われると、ちょいと照れくさいな……それよりも、さっそく使ってみてくれよ。さっき、俺がやったのを見ただろう？　弦げんを機きに掛けるときに、指を挟はさまないように気をつけるんだぞ」

「わかっておる！」

　ミーネは新しいおもちゃを受け取った子供のように目を輝かせ、さっそく足を前のほうにある金具に突っ込んで弓を引いた。

「よいしょっ……と。ふむ、結構重いな。だが、重い分威い力りよくはありそうじゃ！」

　そのまま壁に向けて構えて片目をつぶった。

「こうやって狙ねらいをつけて、引き金を引くのじゃな？」

　ミーネが引き金に指を掛けて引くと、弓は「びぃんん！」という弦鳴りの音を立てた。

　その反動で、弓の威力を実感したのだろう。ミーネは嬉うれしそうに言った。

「晴せい凛りん！　すごいぞ！　これがあれば、わしも戦える！　自分で自分を守ることができる！　晴凛の足手まといにはならんぞ！」




　弩弓を受け取ったミーネを連れた晴凛が侘タ瑠ル徒トの広場に戻ってくると、そこには色の違う線を引いた棒を持った伏ふせ龍たつと、弓を持った兵士たちが集まっていた。

「気をつけぇえええぃ！」

　晴凛の姿を見た庸よう虎こ下か尉いが号令をかけると、兵士たちは「ざっ！」という足音と共に全員不動の姿勢を取った。

　少し照れたような表情で整列している兵士たちの前に立った晴凛の横に、庸虎下尉が小走りに寄ってきて、足を揃そろえて立ち「びしっ！」と音がしそうな敬礼をして報告した。

「弓きゆう兵へい隊、全員集合しました！」

「ご苦労様です。訓練を始める前に、伏龍さんから新しい訓練方法について説明があるそうです。伏龍さん、お願いします」

　晴凛がうながすと、赤、青、黄色の線を引いた棒を持った伏龍が進み出た。

「弓兵隊の諸君は今日きようからこの棒を持って訓練してもらう！　この棒の線は矢の位置を意味している。自分の脇わきんところに、この棒を立ててだな、この線に矢じりを合わせて弓を引いてもらう。同じ角度で弓を引けば、同じ位置に矢が当たる。

　大軍で攻め寄せる敵兵を食い止めるには、同じ位置に的確に大量の矢を降らせる必要がある！　この棒はまだ全員分は用意できてねえが、大至急で作らせているから、もうすぐ届く。とりあえず、分隊ごとに一本配るから、この棒の使い方に慣れておいてくれ！」

　庸よう虎こ下か尉いが小声で聞いた。

「では、分隊訓練隊形で散開させればよろしいのですね？」

「ええ、そうなります」

　伏ふせ龍たつが軽く頭を下げて答礼すると、庸虎下尉は、くるりと回れ右をして、兵士たちのほうを向いて号令を掛けた。

「分隊訓練隊形ーっ、作れ！」

「おう！」

　兵士たちは声を揃そろえてそう答えると、クモの子を散らすように、密集隊形から散開した。

　分隊単位で弓の訓練を始めた兵士たちとは別に、十人ほどの兵士が晴せい凛りんの前にやってきた。

「狙そ撃げき分隊、集合しました！」

「ご苦労様です。では私たちは射場に移動しましょう」

　晴凛はそう言った後で、緊張した顔つきで横に立っていたミーネのほうを振り向いた。

「今日きようはミーネ姫も特製の弓で訓練に参加します。よろしくお願いします」

　いきなり話を振られたミーネはびっくりしたように目を見開いた後で、慌あわてて、ぴょこん、と頭を下げた。

「よ、よろしく頼む！」

「やれやレ。今日初めて、まともに挨あい拶さつできまシたね、この山やま猫ねこめ」

　ここまでついてきたミリンがぽそりとつぶやく。

「何で行かず後ご家けがついてきとるんじゃ!?」

「どうでもいいでしょウ。山猫が慣れない弓で人様に迷惑かけなイように、見張りに来たのでス」

　しれっと答えるミリン。

　ぷいっとそっぽを向いた、自称『山猫のエサやり係』を見て、晴凛は、

　──ひょっとして、ミーネ姫のことが心配になってついてきたのかな？

　と思ったのだが。

「心配なんぞいらん。上う手まくやってみせるわい」

「そう言って、本当にウまくやった試しが一度でもありますカ。調子に乗って人様に迷惑カける前に、山猫を止めるのが私の仕事でス」

　──そうでもなかったかな……？

　少し自信がなくなった、晴凛である。

　そんな彼をよそに、弓きゆう兵へいたちはミーネに挨拶を返す。

「こちらこそ！」

「いやあ、こんな可愛かわいらしい相方がいると、やる気が出てくるな」

「相方って、姫様はおめえのもんじゃねえよ！」

「それがミーネ姫の弓なんですか？　変わった弓ですね」

「どうやって使うのか、あとで見せてくださいよ！」

　兵士たちの間に、暖かな微笑が広がるのを見て、伏ふせ龍たつは思った。

　──帝国軍の大軍を迎え撃たなくちゃならねえって状況なのに、兵士たちの間にどっか余裕みたいな空気が流れているのは、やっぱりミーネ姫のおかげだな。兵士が余裕を持つには、自分たちが負けねえって思えるくらいの戦力が必要になる。つまり、あの姫様には一万の兵力と同じくらいの力があるってことかもしれねえな。

　弓の訓練を行う射場は、侘タ瑠ル徒トの街の南西の角にあたる場所に板囲いと土ど囊のうを積み重ねて作られた臨時のものだった。

　手前には射台として使う机が並べられ、城壁の前には矢を跳はね返さないためなのだろう、固く詰め込まれてきっちりと縛しばられた乾草の束が積み重ねられ、そこに白い紙の上に黒く同心円が描かれた的まとが置かれている。

　射台と的との距離はおおよそ四十短里メートルほどだろうか？

　目の上に右手をかざして的を眺ながめたミーネが、興味津しん々しん、という顔つきでつぶやいた。

「ふむ、的の幅は人の肩幅というところか……真ん中に当てろということは、一矢で倒せという意味だな？」

「確かに、あの的の幅は大人の男の人の肩幅くらいです。狙ねらって真ん中に当てることができれば、充分弓きゆう兵へいとして通用しますね。

　ミーネ姫がこの射場に来たのは初めてですから、私がお手本をお見せします。矢筒に入れる矢は三本だけです。この矢を三本連続して射いて、射終わったら一歩引いて、弓を降ろします。絶対に自分だけで的のところに行ったり、歩き回ったりしてはいけません。流れ矢に当たれば命にかかわります。

　射台についている人間が全員矢を射終わったら的番が笛を吹きますので、的のところに行って自分の矢を回収していただきます……わかりましたか？」

「うむ、わかった」

　自信ありげにうなずくミーネを見て、ミリンがちくりと、

「本当にわかっタのですか？　間違えると的じゃなくて人に刺さっちまうんですよ？」

「えーい、いちいちうるさいのう。わかっとるわい！」

「じゃア、今晴せい凛りん殿が言ったコとを繰り返してみなさい」

「うむ。えーと……最初に三本矢を射て、射終わったら下がって弓を降ろす。的番が笛を吹くまで的には近寄らない、と……これでいいのじゃな？」

「その通りです。では、私がお手本を見せましょう。まず、矢を三本射ます」

　晴凛はそう答えると射台につき、持っていた弓を構えて矢をつがえ、すっと引いた。

　腕に力は入っている。しかし無む駄だな力は一切使っていない。というのが肩の張りや、背筋の伸び方でわかる。

　晴せい凛りんはごく自然に大地に立って、ごく自然に弓を引いていた。

　──弓を引いておるときの晴凛は……よい！

　何がよいのか、と聞かれても困るが、よいものはよいのじゃ！

「……なにニヤついていヤがりますか、この山やま猫ねこめ」

「にゃっ!?」

　自分が、にへーっと笑いながら晴凛を見ていたことに気がついたミーネは、慌あわてて表情を繕つくろったが、そうしている間にも口元がにやけてしまう。

　ミーネと出会った頃とは比べ物にならないくらい、しっかりとした厚みを持つ男らしい胸板と伸びやかな手足。

　辺境の空気、そして遊牧民であるシムールたちと共に暮らした健康的な生活が、晴凛を立派に成長させていた。

　──初めて会ったときとは、すっかり変わったのう。

「……よだれ垂らシて男見てるんじゃアリません、この山猫め」

「にゃにゃっ!?　よだれなんて垂らしとらんぞ！」

　そんなやり取りが小声で行われる中でも、晴凛の集中は途切れなかった。
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　やがて、狙ねらいを定めたのだろう、ふっ！　と矢を放った。

　白い矢羽根はシュルシュルという風を切る音と空間に白い線を残して、見事に的まとの中央に吸い込まれた。

「おう！　命中じゃ！　見事じゃぞ、晴せい凛りん！」

　歓声を上げるミーネに小さく会え釈しやくして、晴凛は再び矢筒の中から矢を取り出してつがえ、すっと弓を引いた。

　きりきり……と弦げんが張り弓がしなう、かすかな音が聞こえた。

「見事に弓を引きますね、晴凛殿は……」

　ぽかんと口を開けて晴凛に見とれていたミーネは、本当に唇くちびるの端に垂れそうになったヨダレを慌あわてて拭ぬぐった。

　話しかけてきたのは、帝国軍の士官だった。

「そ、そうじゃ！　我がシムール随ずい一いちの腕前で『弓きゆう聖せい』と呼ばれる弓の名手、シャン族のルデルが、見込んで弓の手ほどきをしたほどの男じゃからな！」

　帝国軍の士官はうなずいた。

「シムールの弓をあそこまで見事に使いこなすということは、しっかりとした師し匠しように手ほどきを受けたに違いないと思っておりましたが、やはり修業されたのですね」

「うむ、たった一カ月であれほどの腕前になるとは、と師匠のルデルも驚いておったぞ！」

　ミーネの言葉を聞いた士官は目を丸くした。

「たった一カ月で、あれほどの腕前になられたと言うのですか？」

「うむ、もっとも、その一カ月は師匠と寝食を共にして、みっちり教わっていたがな……師匠のルデルは、晴凛はそれまで弓を持ったことがなかったので変な癖くせがついていなかったのと、教えたことをそのまま体得できる素直な性格の持ち主なので上達した、と言っておった」

「なるほど、もともと素質があったのですね。弓を射いる素質と、そしてそれを体得できる素質の両方が……」

　帝国軍の士官は、そう言うとミーネが持っている弓に目を留めた。

「それは……弩ど弓きゆうですね？」

「知っておるのか？」

「ええ、西のほうの国の軍隊が使っているそうですね。弓を引くのに少々コツが必要ですが、狙いを定めるのが容易なので初心者に向いている、と聞いたことがあります」

　そのとき、晴凛が二の矢を放った。

　矢は一の矢と同じ軌き跡せきを描いて、的の真ん中に突き刺さっている一の矢のすぐ下に刺さった。

「おお！　見事じゃ！　また真ん中の黒丸の中じゃ！」

　ミーネは歓声を上げた後で、心配そうにつぶやいた。

「わしも晴凛のような弓の名手になれるじゃろうか？……」

　帝国軍の士官はミーネの腕と肩を見て、微笑ほほえんだ。

「剣や槍やりの達人になるには、重い剣や槍を素早く意のままに操あやつれるようになるための力が必要です。その力を身に付けるには、何年もかかります。

　しかし、弓というのは、それほど力を使いません。弓を押さえる左手と、弦げんを引く右手の力さえあればいいのです。弓で一番重要なのは呼吸です」

「呼吸？　息を吸って吐はくことが、なぜ重要なのじゃ？」

「それは、晴せい凛りん殿からお聞きください。私が説明するよりも、晴凛殿のほうがより詳くわしく教えてくれるはずですよ」

　士官がそう言ったとき、晴凛が三の矢を放った。

　三の矢は、しゅるるる、という矢音を立てて飛んでいき、今度は二の矢のすぐ下に刺さった。

「うむ、また黒丸じゃが、今度は少し外れたな」

　ミーネのつぶやきに対して、士官は半分あきれたような、半分は感心したような風に、こう答えた。

「ええ、晴凛殿は、一の矢に二の矢を当てると一の矢に傷がつく、今の侘タ瑠ル徒トでは一本の矢でも無む駄だにはできない、というので、ああやって矢同士が接触しないように、わざと縦一列に当ててるのですよ。神かみ業わざですね」

「なんと、晴凛はあれをわざとやっておるのか！」

　矢を三本射終わった晴凛は弓を降ろし、的まとに向かって小さく一礼してから、射台の前を離れた。

　射台についていた全員が射終わったのを見た的番の兵士が、笛を吹いて叫さけんだ。

「本射終了！　採点！」

　的から矢を抜いて戻ってきた晴凛は、にっこり笑ってミーネに言った。

「さあ、次はミーネ姫の番ですよ」

「うむ！」

　弩ど弓きゆうを抱えたミーネは自分に気合を入れるように力を込めてうなずいた。

「見ておれよ！」

　と、勇ましく射台の前に立ったミーネは、右足を弩弓の金具に引っ掛けて両手で弓を引き、弦を機につがえた。

　射台の上に置いた矢筒から矢を抜いて、弩弓のレールの上に置き、両手で弩弓の台木を抱え込むように構えた。

　──思ったより遠い。

　ミーネの頭の中に最初に浮かんだのは、それだった。

　──ううむ、晴凛はこんな遠くの的に矢を当てておったのか。そばで見ているとえらく簡単そうに見えるが、なかなかどうして難しいものじゃな。

　ミーネは、そんなことを考えながら弩ど弓きゆうの狙ねらいを的まとに合わせて、引き金を引いた。

　ビィイイン！

　弦げん鳴りの音と共に飛び出した矢は、ものの二十短里メートルほどのところで、地面に突き刺さった。

「あちゃあ……」

　がっくりと肩を落としたミーネに、後ろで見ていた晴せい凛りんが話しかけた。

「弩弓の引き金を引くときに、台座も一いつ緒しよに下に引いています。しっかり支えて台座を動かさないように！」

「え？」

　ミーネは振り返った。

「わしはしっかり支えておったぞ？」

「しっかり支えているつもりでも、自然に下がってしまうんです。弓の弦を引かないで、そのままの状態で、ゆっくり引き金を引いてみてください」

「にゅう……こうか？」

　ミーネはさっきと同じように弩弓を構えて、引き金に指を掛けて、ゆっくりと引いてみた。

　弩弓の先がわずかに下がるのがわかった。

「おう、本当じゃ！　弓が下がる！」

「矢は飛んでいけば必ず落ちていきます。ですから、狙うときは的の上にさらに的が置いてあるようなつもりで狙うのです」

「的の上に、さらに的？　どう言う意味じゃ？」

　晴凛はミーネの横にやってきて、ミーネに弩弓を構えさせた。

「狙ってみてください」

「う、うむ……」

　弩弓を構えているミーネの後ろから覗のぞき込んだ晴凛は、手を伸ばした。

「今、ミーネ姫はあの的を直接狙っていますね？」

「うむ。狙わんと当たらんだろう」

「でも、このままの狙いで矢を発射しても、矢は勢いを失って途中で落ちてしまいます。ですから、的の上を狙うのです」

「的の上には何もないではないか」

「ええ、その何もない場所に的があると思って、その想像の的を狙うのです。的を心に思い浮かべるのです。ルデル師し匠しようは、心しん的てきと呼んでいました」

　晴凛はそう言うと、ミーネの背中に回って抱きかかえるようにして、ミーネの腕を取った。

　ミーネの背中に、晴凛の胸が当たる。

「にゃうっ!?」

　暖かく、がっしりとした厚い胸板の感触が背中に伝わってきたとき、ミーネは思わず身体からだを、びくん、とすくめた。

「どうかしましたか？」

　後ろから晴せい凛りんが覗のぞき込んだ。

「な、何でもない！」

　必死に首を振るミーネの顔が、みるみる赤くなる。

　──な、何じゃ今のは。なぜ身体からだの芯しんが熱くなって。胸がどきどきするのじゃ。

　なぜどきどきするのかわからずに戸と惑まどうミーネの顔には気付かず、晴凛は説明を続ける。

「いいですか？　的まとの上にもう二つ的が乗っていると思ってください。この弩ど弓きゆうの力でしたら、それくらいのところを狙ねらって、ちょうど的に当たると思います」

「こ、こうか？」

「はい、もう少し下です。あまり上を狙いすぎてもだめです。何回か矢を射て、どれくらいの速さと力で飛ぶのかを身体で覚えておくことです。

　弓の訓練とは、ひとことで言って、それの積み重ねです。想像の的を狙って、本当の的に当たるように、見当をつけるための訓練です。さあ、僕が教えた通りに、あの的の上に二つ的が乗っているのだと思って、その想像の的を狙って射いてみてください」

「う、うむ」

　ミーネは赤い顔でうなずくと、弩弓の弦を引っ張って引き金に掛け、台座のレールの上に矢を置いた。
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　──的まとの上にさらに二個、的が乗っている、と考えてそれを狙ねらう……。

　晴せい凛りんの助言を、頭の中に繰り返しながら、矢の照準を合わせる。

「と、いうことは」

　──一個、二個……。

「つまり、あの辺を狙うということか？」

　後ろからミーネの頭越しに弩ど弓きゆうを覗のぞき込んだ晴凛が、うなずいた。

「ええ、そのあたりを狙ってください」

　だが、そこには何もない。的の後ろに積み上げてある乾草があるだけだ。その、何もない空間に向かって照準を合わせなくてはならない。

「何もないところを狙うのは不安じゃな……目で見て狙うのではなく、心に浮かんだ的を狙う、と、前は簡単に言いおったが……難しい」

　晴凛はミーネが狙っているところがわかるよう、彼女の耳の後ろで囁ささやくように言った。

「最初は不安かもしれません。でも、何回も繰り返していくうちに、その心の中に浮かんだ的がしっかり見えてくるようになります」

　晴凛の息が耳にかかったような気がして、ミーネは思わず振り向いた。

　頰ほほが上気したように熱くなっているのがわかる。

「あんまり近寄るな！　気が散る！」

「あ、ああ、そうですね、すみません」

　慌あわててミーネから身体からだを離す晴凛の顔も、心なしか赤い。

「気にすることハありません。山やま猫ねこがちょいと色気づいてルだけです」

　あきれたような顔でミリンがつぶやいたが、それは誰の耳にも入らなかった。

　ミーネはもう一度狙いをつけたが、呼吸をするたびに弩弓の台座を持つ手が上下に動いて狙いが定まらない。

　──ううむ、さっき言っておった呼吸が大事というのは、このことか。

　ならば息を止めて狙うまでのこと！

　大きく深呼吸して息を止めたミーネは、晴凛が狙いをつけたあたりの空間に見当をつけて、引き金を引いた。

　ビィイイン！

　弦げん鳴りの音と共に飛び出した矢は、的の上に向かって飛んでいくように見えたが、すぐに重力に引かれてその方向を変えた。

　山なりの軌き跡せきを描いて飛んだ矢は、そのまま的に向かって飛んでいき、的の右下の縁に突き刺さった。

「にゃあっ！　当たった！　当たったぞ！　見ろ！　晴凛！」

　目を輝かせてミーネは、後ろを見上げた。

　いつの間に近づいたのか、すぐそこにはにこにこ笑う晴せい凛りんの顔があった。

「お見事です」

「にゃっ!?」

　その顔を見て、ミーネはさっき耳に当たった、晴凛の吐と息いきの暖かさを思い出した。

　みるみるうちに、火にかけすぎたヤカンのように顔が赤くなる。

「……どうかしましたか？」

「にゃ、にゃにゃにゃ、何でもないっ！」

「やれやレ。ホントに最近サカリがついて困ったもんです、この山やま猫ねこめ」

　ミリンがぽそりとつぶやき、それに気付いたミーネが吠ほえた。

「にゃあっ！」

　その瞬しゆん間かん、周りにいた兵士たちの間から拍手が起こった。

「二の矢で的まとに当てるとは、さすがですね！」

「筋がよろしいですよ、ミーネ姫」

「いや、おだてでも何でもありません。この距離で当てるのは素人しろうとにできることじゃありません」

「そ、そうか？」

　ミーネは照れくさくなったのか、露あらわになった膝ひざ小こ僧ぞうをもじもじとすりあわせながら、尋ねた。

「ええ、皆さんの言う通りです。僕もびっくりしました。天性の勘のよさがあるのでしょうね。さあ、まぐれ、と言われないように練習しましょう。僕は後ろで見ています、今度は一人ひとりで狙ねらってください」

「うん、わかった！」

　ミーネはにっこり笑うと弩ど弓きゆうを降ろし、両手で弦げんを引いた。

　──弓は面白いのう。以前、ルデルに教わったときは、ちっとも楽しくなかったのに。何でこんなに楽しくて面白いのじゃろう？

　この弩弓のせいか？　いや、そうではない……。

　弩弓の上に矢を乗せながら、ミーネは、自分の背中に注がれる視線に気付いた。

　──そうか、晴凛じゃ。

　晴凛がいるから楽しいのじゃ。晴凛と一いつ緒しよにいるから面白いのじゃ！

　ミーネは再び深呼吸すると、弩弓を構えた。

　──二個上の、心に浮かんだ的を狙う……。

　晴凛の言葉を思い浮かべて、また顔が少し赤みを増した。




　晴せい凛りんとミーネたちが侘タ瑠ル徒トの中で弓の練習をしていた頃、伏ふせ龍たつは龍りゆう飛ひたちと共に、侘瑠徒の街の外に広がる荒地の真ん中に、真っ赤に塗られた大きな柱を立てていた。

「ここだ！　二本目の柱は、一本目の真東、三本目の柱は最初の柱の真西にあたる位置に立てる！　間隔はきっちり五短里メートルだ。真ん中の柱の向こうに侘瑠徒の南門が見える位置に立ててくれ！」

「わかりやした……深さはどれくらいですか？」

「とりあえず、倒れない程度に深ければいい。何かを支えるための柱じゃねえからな」

　龍飛は怪け訝げんな顔で聞いた。

「この赤い柱は何に使うんですか？」

「さあな……そいつを考えるのは沢さわ樹ぎ延えん銘めいの仕事だ。俺じゃねえ」

「はあ？　そりゃあ一体、どういう意味ですか？」

「説明しているヒマはねえ。柱を立て終わったら、バラしたアレチイバラの枝をタリム川沿いの砂地に撒まく仕事や、枯れ枝の中に爆竹を仕込む仕事が待ってるんだ」

「そっちの仕事の意味はわかるんすけどね。この柱とか、あの派手な布を張った行灯あんどんのできそこないとか、そっちの意味がさっぱりわかんねえでさあ……やっぱり俺は馬ば鹿かだからなんすかねえ？」

　首をひねる龍飛を見て、伏龍は面白そうにつぶやいた。

「ああ、沢樹延銘みたいな頭のいいやつは、ちゃんと意味を見つけ出すだろう……そこからが本当の勝負ってわけさ」

　そして、伏龍は延えん声せいの方角を見てつぶやいた。

「延声のほうでは、逃げた調達課長の置き土産みやげが見破られてそろそろ大おお騒さわぎになっているはずなんだが……延声からの情報が入ってこなくなったのが痛いな……」

「東の荒地に作った抜け道が塞ふさがれちまいましたからねえ……それにしても、あんだけ派手に商人が行き来していりゃあ、秘密も何もあったもんじゃねえのに、何で帝国軍の連中は今まで封鎖していなかったんでしょうねえ？」

「軍隊ってのは人間の身体からだみたいなものさ。街の人間がみんな知っていて、下っ端ぱの兵士連中も知っていても、頭、つまり参さん謀ぼうとかそういった上の連中の耳に聞こえなきゃ、知らないのと同じだ。下っ端の兵隊は手や足の先だ。そこから頭まで神経が伝わってなかったってことよ」

「沢樹とかいう軍師が、神経を繫つないだってことですか？」

　伏龍は難しい顔でうなずいた。

「ああ、そうだ。下っ端の兵士が持っていた情報が上に流れなかった理由は、途中の指揮官連中が腐っていたからだ。沢樹はその途中の腐った部分を切り分けたんだ……どんな方法を使ったのかはわかんねえけどな。

　つまり、俺たちがこれから相手にする帝国軍は、俺たちの知っている力押ししか知らない体力馬ば鹿かの集まりじゃねえ。頭の切れる人間が指揮する考える軍隊ってやつだ」

　伏ふせ龍たつはそこで言葉を切ると、にやっと笑って言葉を続けた。

「……でも、その軍隊に考えるやつは一人ひとりしかいねえ。そこが俺たちの狙ねらい目さ」




　一方、その頃。行灯あんどんの組み立ての手間賃を貰もらうために総そう督とく府に向かった蒼あお橋はし商会の妹、銀ぎん麗れいは、侘タ瑠ル徒トの財布を握っている会計窓口の光こう凛りんの前でゴネていた。

「ですから行灯ひとつで銅銭十枚、五十個作れば銀五枚、という話だったはずです。永えい楽らく銀一枚は銅銭百枚相当だから、五十個の行灯で銅五百枚、即すなわち銀五枚という計算で合っているでしょう？」

「ええ、ですから銅貨と銀貨の枚数の割合について納なつ得とくがいかないわけではないのです。朝までに欲しいってお話だったのに、ひとつの値段も五十個の値段も同じって、何か割に合わないとは思いませんか？」

　銀麗はにっこり笑って付け足した。

「急ぎの割増が無いのはおかしくありません？」

「ふむ……」

　光凛は考え込んだ。

　──普通に内職として作れば、一個当たりの手間賃は銅貨三枚が相場だ。急ぎの割増込みで、ひとつあたり銅貨十枚、というのは妥だ当とうな額だと思うが……この姉妹が経営している蒼橋商会には穀物の買い占しめの際の仲介とかで世話になっているし、商人に貸しを作っておくのは将来のために必要かもしれないな。

　ここは自分の裁量で、少し色をつけてやるとしよう。

「わかりました。では……行灯ひとつ分をおまけ、ということで。銀五枚と銅十枚ではいかかでしょう？」

　それを聞いた銀麗は、大きく天を仰あおいだ。

「……私は子どもの使いではありませんのよ！」

　どう見たって、子どもである。

　だが、銀麗はそんなことは露つゆとも思ってないように、こう続けた。

「私の姉さまの小ジワと引き替えの、朝イチ仕上げですのよ！　ああ可哀かわい想そうな玉ぎよく麗れい姉さま。シワのお手入れもできずに老化していってしまうのですわね！　これでは本当に嫁の行き手がありませんわ！」

　挙げ句の果てに、よよよ、と泣き真ま似ねまで始めてしまった。

　これにはさすがに光凛もまいった。演技とわかっていても、子どもが泣くところは気まずいものである。

　──どうするか……朝からこんなごたごたに関わっているわけにはいかないし……仕方ない。妥だ協きようしよう。

　予備費からひっぱってくれば、もう少し色をつけることができる。

「では、行灯あんどんひとつにつき銅一枚追加、ということにしましょう」

　つまり、五十個合わせて永えい楽らく銀五枚と銅銭五十枚、ということである。

　だが銀ぎん麗れいはなおも泣き真ま似ねを続けた。

「姉さまのシワによいと聞く化粧品が、銀一枚ですわ……ああ、銀一枚あれば、姉さまのシワも誤ご魔ま化かせるというのに……よよよ」

　──まだ釣り上げるつもりか……。

　光こう凛りんは、胸の中でため息をつきながら考えた。

　──要するに、銀一枚を上積みしろと、それが具体的な要求なのだな。

　おそらくこの子も、具体的な要求を『それとなく』伝えようとして下へ手たな芝居を打ったのだろう。他に方法を知らないのか、子供である自分の立場を一番効果的に使おうと思ったのかはわからないが、まあ要求はわかった。

　──さて……どうするかな。

　相手の具体的な要求がわかれば、交こう渉しようの落としどころは見える。

　とはいえ、それをそのまま吞のんだのでは、何のための交渉なのかわからない。

　──銀一枚はちょいと多すぎる。倉庫に穀物や塩は余るほどあるが、この先のことを考えれば、現金を浪費するわけにはいかない。

　そこまで考えたとき、光凛の脳のう裏りにある考えが浮かんだ。

「では、こうしましょう。永楽銀一枚分……いえ、二枚分の価値のある、シムールの赤塩を割増料金としてお支払いしましょう。現物支給です。それでいかがですか？」

　それを聞いて、銀麗は下手な泣き真似をやめ、光凛を見つめた。

「銀二枚相当の、塩……？」

　光凛は銀麗の目を見て、淡たん々たんと言った。

「ええ、そうです。赤塩を銀二枚分。専売の塩と同じ公定価格でお渡ししましょう。その赤塩が銀二枚の価値よりも高くなるか低くなるかは、そちらの商売次第ですね」

　──さて、どう出るかな？

　はたして銀麗はにっこりと微笑ほほえんで、答えた。

「お役人さまが、落ちぶれたとはいえ、都の大おお路じで商いを生業なりわいにしてきた蒼あお橋はしの最後の姉妹を、お試しになるおつもりですのね」

「蒼橋であればこそ、ですよ。塩は専売品で赤塩は処理が難しいところが多くありましてね……」

「わかりました。では、それでお願い致しますわ」

「では、この鑑札をお渡しします。塩の倉庫に行って鑑札を渡せば、いつでも塩を受け取れます」

「わかりました」

　本来の手間賃を現金で受け取り、割増料金を赤塩の鑑札で受け取った銀ぎん麗れいは、その足で塩の倉庫に向かった。

　シャン族が侘タ瑠ル徒トに持ち込んだ赤塩の量は、麻袋およそ千個分もある。もし、帝国の公定価格で取引されれば、それだけで文句なしのひと財産分はある。

　倉庫にうずたかく積み上げられた塩の袋を前に、銀麗はつぶやいた。

「……思ったよりも、多かったですわね……銀二枚分の塩って……」

　倉庫の管理をしている役人は、銀麗の言葉を聞いて笑いながら答えた。

「あんたら姉妹の乗っている馬車なら、ちょうど一台分くらいかな？　欲しければいつでも言いな。すぐに渡してやるから」

「は、はあ、ありがとうございます……」

　銀麗はそう答えると、ぴょこん！　とお辞儀をして、姉の待っている宿屋に向かって歩き出した。

　──さて、戦争が始まる前に、あの塩を貰もらってこの侘瑠徒を抜け出さねばいけませんわね。

　東の抜け道の検問所は道沿いに作られているって話だから、延えん声せいに抜けずにもっと大回りに郭かく比ひの街まで足を延ばせば、そこから行路に出られるわ。

　──抜け道はいいとして、あれだけの塩をどうやって捌さばこうかしら？

　塩は腐りませんけど、シムールの赤塩なんて普通に売り捌いたら、大おお騒さわぎになっちゃいますわ……とすると、何か形を変えて……。

　塩を使うというと、漬け物か魚の干物か……かと言って海があるわけじゃないから魚は手に入らないし……。

「ん？　魚……干物……赤塩……魚はロブ湖に行けば取れる……」

　銀麗は、はた、と立ち止まってつぶやいた後で、髪が乱れるのも構わず、自分の頭をわしゃわしゃと搔かいた。

「あーもう、徹夜明けの頭だとどうにも考えが……私も少し寝てから考えようっと！」

　銀麗はそうつぶやくと、宿屋に向かった。

　延声との連絡路を断たれた侘瑠徒に、この日の早朝に帝国軍が侘瑠徒攻略のために動き出したという情報は入っていなかった。

　光こう凛りんと燎りよう原げんは、延声に到着した帝国軍が行動を起こすまで四日、もしくは五日と予測していた。そして伏ふせ龍たつは帝国軍の将校である二人ふたりの意見を取り入れていた。疑う理由は何ひとつ無かったからである。

　伏龍たちは、まさか帝国軍がその予測よりも二日も早く動き出すとは、夢にも思っていなかった。

　この日、晴せい凛りんは弓きゆう兵へいの訓練と、敵の矢を防ぐ盾の設置に奔ほん走そうし、伏龍は帝国軍に仕掛ける様々な罠わなを設置することに追われていた。

　伏ふせ龍たつが帝国軍に対抗するために部隊を動かしたのは次の日のことだった。







　　　第六章「先手と後手」







　侘タ瑠ル徒トの東北にある門を、二千騎ほどのシャン族の騎馬兵が隊列を組んで走り出ていく。それを見送った警備兵が、門の上に立っていた龍りゆう飛ひに聞いた。

「今日きようは、朝からあわただしいですねえ兄貴、シャン族の連中が出たり入ったり……」

「シムールの連中は待ち伏ぶせを仕掛けに行くのさ。そろそろ帝国緑軍が攻めてくる頃だ。馬に乗って戦うのが得意な連中を侘瑠徒の街の中に置いておいても仕方ないからな」

「なるほど、んでもって、先に見つけてガツンと叩たたけば、先手必勝でこっちの勝ち！　ってわけですね！」

　龍飛は苦笑いを浮かべた。

「馬ば鹿か野郎。こっちはシャン族を入れても六千人、向こうは延えん声せいの守備隊と合わせれば四万二千の軍隊だ。ガツンと叩く前に寄ってたかって、ボコボコにされちまうに決まってんだろうが！　多勢に無勢だ」

「じゃあ……どうやって戦うんですか？」

　龍りゆう飛ひは自分の頭を人差し指でつつきながら言った。

「そこはそれ、知恵を使うのよ。俺やお前と違って、伏ふせ龍たつの兄貴のここには中身が詰まってるからな。少ない兵隊で戦う方法を思いつけるのさ。三万のシムールに囲まれたときだって、そうだろう？」

「え、ええ、そうでした……」

「兄貴の頭の中には、俺たちには想像のつかねえ、いろんな知恵が詰まってんのさ。俺たちは兄貴の言う通りに動いてりゃ間違いねえんだ」

「そうっすね」

　警備兵がそう言って白い歯を見せて笑う。ちょうどそのとき、目の前を伏龍が通りがかった。

「ああ、伏龍の兄貴！　いよいよ出陣ですね！」

「おうよ！　帝国軍の連中は明日あしたにもやってくるはずだ。シャン族の連中はその出鼻を叩たたく伏ふく兵へいってわけよ。まあ楽しみにしていろ」

　伏龍の言葉を聞いた龍飛は嬉うれしそうに笑って、若い警備兵の肩を、ばん！　と力強く叩いた。

「見ろ！　伏龍の兄貴はちゃんと考えているだろう？　兄貴の言う通りに動いていれば、間違いはねえんだ！」

　龍飛の馬ば鹿か力で肩を叩かれた若い警備兵は、その痛みに半分顔をしかめながら笑った。

「痛ててて、龍飛の兄貴は乱暴だなあ……でも、言ってることに間違いはねえや。伏龍さんについていけば俺たち、安心っすね」
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「そういうことだ」

「おいおい、あんまりおだてるな。身体からだがかゆくなる！」

「へへへ、おだてても、ふんぞり返らねえ……そこが兄貴のいいとこでさあ」

　伏ふせ龍たつは少し真ま面じ目めな顔になった。

「おい、龍りゆう飛ひ。新しく来た連中に、あんまり俺のことを吹ふい聴ちようするな！」

「……ご迷惑でしたか？」

「おうよ、安心して酒が飲めねえ」

　龍飛は白い歯を見せて笑った。

「わかりやした。今度から、兄貴はどうしょうもない酔っ払いだと言うようにします！」

「ああ、それでいい。そっちのほうが気楽だ。じゃあ、俺はシャン族を見送りに行ってくるからな！」

　伏龍はそう言い残すと、小走りで城門に向かった。

　その後ろ姿を見て、若い警備兵が感心したようにつぶやいた。

「あの伏龍って軍師もそうだけど、晴せい凛りんって人も本当に偉ぶらないんすねえ……」

「まあな。偉ぶって自分を大物に見せても、ここじゃ意味がねえ。すぐに化けの皮がはがれちまう。本当にスゴイやつ、本当に強いやつじゃなきゃ、こんな劣勢で大軍を迎え撃とうなんて思わねえよ」

　龍飛はそう言うと、城壁の階段を駆かけ上がる伏龍を憧どう憬けいの混じった目で見上げた。

　城壁の上には、燎りよう原げんが立っていた。

　走り出ていくシャン族の騎兵を見下ろしていた燎原は、傍かたわらにやってきた伏龍に尋ねた。

「二千騎で大丈夫なのか？　帝国軍を攻撃するなら四千騎は必要だと思うが……」

「ええ、白昼に攻撃を仕掛け、相手の正面戦力を撃破するのなら、戦力は多いほうがいいんですけどね。彼らの仕事は帝国軍の物資集積所や野営所への夜襲です。あまり数が多いと指揮官が把は握あくできなくなりますから」

「確かに、夜の闇やみの中で戦闘すれば敵も混乱するだろうが、こっちも混乱する。それを考えれば、数が少ないほうがよい、ということかね？」

　伏龍はうなずいた。

「ええ、それにシムール騎兵は我々にとって機動力を持った唯一の戦闘部隊です。夜襲は効果的ですが、あまり損害を出したくないのです。ミーネ姫は、わしの一族じゃから好きに使え、とは言ってくれていますが、やはり借り物ですから……」

「預かった戦力には、無理はさせたくない。というわけか」

「ええ」

　燎原は、その伏龍の話し方に、違和感を覚えた。

　疑問と呼べるほどのものではない。今までの伏ふせ龍たつの話し方に比べると、少し弱気になっているような、そんな気がしただけである。

　燎りよう原げんは違和感の正体に気づいた。

　──少軍をもって大軍を翻ほん弄ろうし状況を打開するには、常識に従わない意外性と常に積極的に出ること。その二つが重要だ。

　二千の騎兵をあらかじめ見通しの効かない窪くぼ地ちに伏ふせておき、残りの二千騎は予備兵力として温存する……この作戦は実に手て堅がたい。だが、積極性と意外性が無いのだ。

　──いや、しかし、異なる方向から波状的に夜襲をかける作戦そのものは、シムールは夜は動かない、という帝国軍の常識の裏をかいた意外性に満ちたものだ。

　そう心配することはないかもしれんな。

　燎原が自分の胸に浮かんだ不安をなだめるように小さくうなずいたその頃。

　侘タ瑠ル徒トから八長里キロメートルほど離れたところに広がる、なだらかな丘きゆう陵りよう地帯の丘の反対側に、帝国軍の騎兵部隊が息を潜ひそめていた。

　彼らの前にある低い丘の向こうは広い窪地となっており、灌かん木ぼくと草が茂しげっている。

　このあたりはなだらかな丘が幾重にも重なる乾燥した草原地帯であり、樹木が育つのは低い土地だけで、丘の上に樹木は生えていない。

　騎兵の数はおよそ五千騎。千騎ごとに五つの大隊で編成された連隊と呼ばれる規模の部隊である。

　馬が疲れるのを防ぐためだろう。帝国軍の騎馬兵たちは馬を下り、簡単な日よけの天幕を張って、その下で待機していた。

　下か佐さの階級章と参さん謀ぼうを意味する赤い房を肩に着けた将校が、連隊長の部隊章を着けた上じよう佐さに向かって小声で言った。

「……本当に、この窪地にシムールが来るのでしょうか？」

「信じられんかね？　あの軍師の言葉は」

「あ、いえ、あの男の言うことは理にかなっております。しかし、ここにシムールが来る、と言われても、それをにわかには信じがたいのも事実です」

「ふむ……」

　連隊長は考え込むように小さく首をひねった。

「確かに、そこに至るまでの筋道を示すことなく結論だけを言われれば、何の根拠も無い占い師の予言にしか聞こえんのも事実だな。だが、あの男がそれを断言した理由を考えてみれば、腑ふに落ちる……つまり、私が侘瑠徒の人間で、帝国軍を迎え撃つとしたらどうするか。そういう目でこの戦いを見れば、他から見通せぬこの窪地に兵を伏せる、というのは、水が高きから低きに流れるのと同じくらい理にかなっている、ということだ」

「では……」

「ああ、来る。間違いなくここに侘タ瑠ル徒トのシムールどもはやってくる！」

　連隊長がそう言い切ったとき、丘の上から一人ひとりの兵士が駆かけ下りてきた。

　思い思いの格かつ好こうで座り込み、休きゆう憩けいしていた騎馬隊の隊員たちが、一斉にその兵士の方を見た。

　隊員の視線を浴びながら大隊長の前にやってきた兵士は敬礼すると、はっきりとした声で申告した。

「シムールと思われる騎馬隊を確認！　こちらに向かっております！」

　連隊本部の周囲にいた隊員たちが一斉に立ち上がった。

「急せくな！」

　参さん謀ぼうがすかさず叱しつ責せきする。

　連隊長は隊員たちを静めた参謀に小さく目礼すると、偵察の兵士に尋ねた。

「敵の数、および距離は？」

「はい！　敵勢力は騎兵およそ二千！　距離はおよそ五長里キロメートルであります！」

「移動速度は？　駆け足か？」

「いえ、だく足で進んでおります！」

　だく足というのは、別名早足とも呼ばれ、普通に歩くのと駆け足との中間に位置する歩き方である。

　馬に乗って長距離を移動する際は、並足と呼ばれるゆっくりとした歩き方と、このだく足を交互に取らせることで、馬の疲労を抑えることができると言われている。

　見張りの兵士の言葉を聞いた参謀はすばやく脳内で計算した。

「連隊長殿！　敵部隊はおよそ一いつ刻こくほどで、こちらと接触いたします！　直ただちに攻撃隊形を作って迎撃しましょう！」

　連隊長は首を振った。

「いや、待て。敵は数で劣おとるとはいえ、シムールだ。やつらの馬上弓の威い力りよくは馬ば鹿かにできん。正面から当たる愚ぐは冒おかすべきではない」

「では、いかがなさるおつもりですか？」

「沢さわ樹ぎ延えん銘めい殿の命令書によれば、シムールがこの窪くぼ地ちにいれば、これを襲撃し、いなければ来るのを待ち、それを一気に殲せん滅めつせよ、とのことである。我々はこのまま、ここで待ち伏ぶせを仕掛ける！　隊員に対し、静せい粛しゆくを保つように指示命令を徹底しろ！　気け取どられてはならん！」

「御ぎよ意い！」

　参謀は敬礼した。

　シムールたちは何の警戒心も抱いだくことなく、そのまま近づいてきた。

　彼らは、帝国軍が来るのは、明あ日す以降である、という伏ふせ龍たつの言葉を信じ込んでいた。

　二千騎のシムール部隊はそのまま窪地の中に入ると、馬に積んであった荷物を降ろし、そのまま野営の準備を始めた。

　移動時に使う小型の簡易式の包建パイクーを張り終え、かまどの準備を始めたそのとき、一人ひとりのシムールの戦士が怪け訝げんそうに顔を上げた。

　どこか遠くで、馬の蹄ひづめの音を聞いたような気がした。

　それは一頭や二頭の馬の蹄の音ではない。何百、何千という数の馬が大地を蹴け立だてて走る、どどどどど、という地を這はうような低周波の響きだった。

　最初に叫さけんだのは一人の百人隊長だった。

　彼は手に持っていた包建を支えるためのロープを投げ捨てると、自分の馬に向かって走りながら、周りにいた部下に向かって叫んだ。

『敵襲！　馬に乗れ！　笛を吹け！　やられるぞ！　弓を取れ！』

　シムールの兵士たちがその声に驚いたとき、すでに蹄の音は周囲から近づいていた。

　窪くぼ地ちを囲む丘の稜りよう線せんに姿を現した帝国軍騎兵部隊は丘を駆かけ下り、野営の準備にかかっていたシムールの部隊に一斉に襲いかかった。

　それは完全な奇襲となった。

「抜刀！」

　指揮官の号令と共に、帝国軍騎兵部隊の兵士が剣を抜いた。

　帝国軍の騎兵は馬の速力を利用して、手て槍やりと剣で敵の歩兵を蹂じゆう躙りんし敵陣を突破する白兵戦を得意とする。

　白刃をきらめかせ窪地の中に躍おどり込んだ帝国軍騎兵部隊は、馬から下りて野営の準備をしていたシムールの戦士たちに襲いかかった。

　灌かん木ぼくが茂しげる静かな窪地は、一いつ瞬しゆんにして兵馬の激突する戦場に変わった。

　馬に飛び乗ろうとしたシムールの戦士が、背中に槍を突き立てられ転がり落ち、剣を抜いて立ち向かおうとした別の戦士が、馬上の帝国兵に切り伏ふせられる。

　弓矢を手にしたシムールの戦士が反撃したのだろう。帝国軍の兵士の中にも、胸や顔に矢を突き立てたまま馬から転がり落ちる兵士がいるが、その数は突き伏せられるシムールの戦士の数に比べればはるかに少なかった。

　シムールの兵士のほとんどは馬から離れており、頼みの綱である弓矢は馬に載せたままだったのだ。

　馬の近くにいた者は馬に飛び乗って、弓を構え矢を放ったが、反撃できた人間は数百人に満たない。

　──いかん！　このままでは全滅する！

　最初に敵襲の声を上げた百人隊長は、目の前にいる戦士たちに向かって叫んだ。

『応戦するな！　逃げろ！　逃げて角笛を吹け！　ここが襲われたということは、すでに帝国軍の進撃が始まったということだ！　侘タ瑠ル徒トも危ない！　知らせるんだ！』

　なんとか馬に乗ることができたシムールの戦士たちは、その声を聞いて大きくうなずくとあたりを見回し、まだ馬に乗っていない仲間を次々に拾い上げる。そして、敵の姿の薄い方角に向かって一斉に走り始めた。

　馬に乗ったシムールの戦士たちが一斉に逃げ始めたのを見て、帝国軍の騎兵隊の連隊長が叫さけんだ。

「シムールが逃げるぞ！　逃がすな！　追え！」

　近場にいた、中ちゆう佐さの階級章をつけた将校が叫んだ。

「第二大隊、逃亡したシムールを追います！　離脱の許可を！」

「よし！　任せる！」

「御ぎよ意い！」

　中佐は自分の部下たちを見て叫んだ。

「第二大隊！　集合！　逃亡したシムールを追う！　隊列編成は随時！　行くぞ！」

　走り出した中佐の後に続いて、千騎ほどの部下が蹄ひづめを轟とどろかせて走り出した。

　シムールの戦士と帝国軍の騎兵部隊が死闘を繰り広げている、そのまっただ中を走り抜けたシムールの信号手が角笛を吹いた。

　パプゥーン！　パプゥーン！

　それは敵襲を告げる合図だった。

　角笛の音は幾重もの反響を繰り返しながらタリム盆地の中に響きわたった。

　侘タ瑠ル徒トの人間で最初にその音に気がついたのは、侘瑠徒の外周を馬に乗って警戒していたシムールの見張り員だった。

　遠く、丘きゆう陵りよう地帯から聞こえてきた角笛の音を聞いた見張り員は、はっとしたように顔を上げて周囲を見回した。

　そのままじっと耳を澄ます。

　ひと呼吸、二呼吸ほどの時間が過ぎたとき、再び角笛の音が響いた。

　見張り員は目を見開くと、大きくうなずいて、自分の乗っていた馬に鞭むちを当てた。

　侘瑠徒の城内に走り込んできたシムールの戦士の報告は、直ただちに伏ふせ龍たつと晴せい凛りんに伝えられた。

「敵襲の合図だって？　間違いないのか？」

　驚く伏龍にミーネが必至の形ぎよう相そうで言い返した。

「間違いない！　シムールの角笛は、それぞれにちゃんと意味があるのじゃ！　見張りの者は、目と耳がよくなくては務まらん！　報告してきた見張りの者は、シャン族の中でも耳がよいと評判の若者じゃ！」

　ミーネはそこで言葉を切ると、横にいた晴凛を見て言葉を続けた。

「晴凛なら知っておるじゃろう。シャン族の居留地で、笛の名手だったコンロンじゃ！」

「コンロン？　あ、ああ、あのコンロンさんか！」

　晴せい凛りんの脳のう裏りに、笛を吹く寡か黙もくで朴ぼく訥とつな青年の顔が浮かんだ。

「伏ふせ龍たつさん！　敵襲の角笛の話は本当だと思います！　コンロンという人は軽々しく物事を決めてかかるような人じゃありません！」

「だが、なぜ敵がいるんだ！　帝国軍がそんなに早く動くわけが……」

　そこまで言ったとき、伏龍の目が大きく見開かれた。

「……そうか！　軍師だ！　沢さわ樹ぎに見抜かれたんだ！　沢樹は俺が伏ふく兵へいを置くことを見抜いていやがったに違いない！　俺が伏兵を置くかもしれない場所に、逆に伏兵を仕掛けたんだ！　先の先を取られたってことか！　やばいぞ！」

　伏龍の言葉を聞いていた燎りよう原げんが、ミーネの肩を摑つかんだ。

「ミーネ姫！　大至急、シムールの戦士たちのところに案内してください！」

「な、何じゃと？」

　驚くミーネに向かって、燎原は真剣な目で言った。

「おそらく、こちらの伏兵二千騎は帝国軍と接触したと思われます！　帝国軍騎兵隊は五千！　いかに精兵といえど、倍以上の数の敵を相手に勝てるとは思えません！　援軍を編成し、救援に向かいます！」

「僕も行きます！」

　その晴凛の言葉を聞いた伏龍が目を見開いた。

「おい、お前はこの侘タ瑠ル徒トの総責任者……いわば王様だ！　王様がのこのこ最前線に出ていくってのか？」

「確かに僕は王様ってことになっています。でも、王様だからって、何もしないでふんぞり返っていればいいってものじゃありません！　シャン族の人たちは僕の知り合いで、ミーネ姫の一族です！　族長イシル様から預かった大事な人たちです！　助けに行くのは当たり前のことじゃないですか！」

「それはそうだが……」

　悩ましげな表情で言葉に詰まった伏龍を見て、ミーネが言った。

「よし！　わしも行くぞ！」

　さすがに、これには晴凛以下、その場にいた全員が驚いた。

「駄だ目めですよ、ミーネ姫！　遊びに行くんじゃありません！　戦争なんですよ！」

「もし、万が一のことがあったら、僕はイシル様になんと言ってお詫わびすればいいんですか！」

「戦場は、女、子供の行くところではありません！　ミーネ姫は女と子供、その両方じゃないですか！」

「うるさい！　確かにわしは、女で……子供じゃ！　しかし、わしはシャン族の姫じゃ！　父から預かったシャン族の戦士を守るのは、わしの仕事じゃ！」

「でも、ミーネ姫、どうやって戦うって言うんですか？」

　ミーネは胸を張って、背中に背負っていた弩ど弓きゆうを見せた。

「弓がある！　これで戦える！」

「しかし、そんな弓で……」

　ミーネは説得しようとする晴せい凛りんをにらみつけた。

「弓の腕はお前のほうが上じゃが、馬の腕はどうじゃ？　お前は馬の上から弓を射いたことはなかろう？　馬の手た綱づなを放し、膝ひざで馬を挟はさんで馬を操あやつることができなくては、弓は射れぬ！」

「う……」

　言葉に詰まった晴凛を見て、ミーネはにやっと笑った。

「だから、わしが馬を操る！　お前はわしの後ろに乗ればよい！　お前の腕ではシムールの騎馬には追いつけまい！」

「え、ええ、僕の乗馬の腕では無理かもしれませんけど……」

「ゴタクはもうよい！　時間が無い、こんなところでぐだぐだ言っている暇は無いのじゃ！　さあいくぞ晴凛！　弓を持ってこい！　わしは馬を用意する！」

　そう言い残して部屋を出ていったミーネの後を追おうかどうしようかと迷う晴凛を見て、燎りよう原げんが言った。

「晴凛殿も一いつ緒しよに行きましょう。弓きゆう兵へいは一人ひとりでも多いほうがいい！」

　そして、燎原は自分の策が裏目に出たことに衝撃を受けて青ざめている伏ふせ龍たつに向き直った。

「戦闘指揮は私の役目だ、お任せいただきたい！　伏龍殿は、この後のことについてお考えください！　作戦に失敗はつきものだ。真に有能な人間は、失敗してもそこで思考停止したりはしない！　その失敗をどう取り返すかに考えを切り替えて逆境を切り抜ける人間が本物だと私は思う！

　救出を終えて戻ってきたときに、次の作戦を聞けることを楽しみにしております……では、失礼します！」

　燎原はそう言って一礼すると、部屋を出ていった。

　後に残った晴凛は、打ちのめされたような表情で黙だまり込んでいる伏龍に声をかけた。

「伏龍さん……」

　伏龍は顔を上げると、にやっと笑ってみせた。

　口元が引きつって目は笑っておらず、誰がどう見ても無理のある笑え顔がおだったが、かろうじて笑顔には見える。

「燎原さんの言う通りだ。落ち込んでなんかいられねえ。次の手を考えなきゃな……晴凛！　シャン族を一人でも多く助けてきてくれ！　これ以上戦力を失うわけにはいかねえんだ！」

　そう言って頭を下げながら、伏龍は胸の中で自じ嘲ちようした。

　──やせ我が慢まんだよなあ。本音を言えば、とても笑ってなんかいられねえ。

　どうしようどうしよう、と、おろおろ走り回れたら、どんなに楽か。

　でも、軍師の俺がそんな醜しゆう態たいをさらしたら、侘タ瑠ル徒トの士気は崩壊しちまう。こういうときに踏ふん張れるかどうかだ。

　晴せい凛りんはそんな伏ふせ龍たつの表情を見て、力づけるように言った。

「大丈夫です！　伏龍さんならきっとできます！　どんな逆境だって、絶対に何とかなります！　お前ならできる。そう言われるのって、すごい重荷ですけど……そんなの無理です！　って言いたくなるけど……でも、大丈夫です！　何とかなります！　何とかしようって思うことが大事なんだと思うんです……って、あんまり励ましになってないけど……」

　伏龍は晴凛の言葉を聞いて笑った。

「いや、ありがとう。お前に言われて気が楽になった。そうだよな。何とかしようと思えば何とかなるもんだよな……さあ行け！　ミーネ姫が待ってるぞ！」

　その笑え顔がおを見た晴凛は、少しほっとしたような顔になってうなずいた。

「はい、行ってきます！」

　部屋を出ていった晴凛の背中を見送った伏龍は、大きくため息をついた後で、ぼそり、とつぶやいた。

「……あいつに励まされるときが来るとはな……あいつはあいつなりに成長しているってことか」




　侘瑠徒の城門を走り出たシムールの兵と帝国兵の混成部隊である騎馬兵二千騎は、タリム川を望む高台の分岐点で大きく左に曲がり、一気に高台を走り下った。

「こら！　晴凛！　もっとしっかり摑つかまっておれ！　落馬したら命は無いぞ！」

「わかっています！」

　晴凛を後ろに乗せたミーネの操あやつるロヘリンは、全力疾しつ走そうする騎馬隊のほぼ中央にいた。もし、ここで落馬すれば、後続する他の騎馬の蹄ひづめに踏ふまれ、間違いなく即死するだろう。

　晴凛にもそれは予想できた。

　だから、前で手た綱づなを取るミーネの腰にしっかり摑まろうとするのだが……どうにも気き後おくれして仕方が無かった。

「わかってますって、だったらもっとちゃんと摑まらんか！」

「わかっています……わかっていますけど！」

　以前はそう、侘瑠徒の街で教師をやっていた頃に遠乗りに連れていかれたときは、もっとがっちりミーネの腰にしがみついていた。何の気兼ねもなく、というか、落ちたくない一心でなりふり構わず。

　だが、今は違う。どうにも、こう、摑み心地ごこちが悪いのだ。

　悪い、というか……柔やわらかいのだ。以前はもっと筋肉質で、摑むと弾はじき飛ばされそうなバネのような弾力があった。

　今も、その弾力は変わらない。ただ、その上に一枚何か柔やわらかいもので覆われたようなそんな感触がある。

　その柔らかさが、晴せい凛りんを気き後おくれさせていた。

　とはいえ、このままでは落ちる。だから、力を込めて摑つかまろうとする。

　ふにゅん。

　だが、力を少し込めた途端、柔らかな手応えが返ってくるのだ。

　柔らかい、だけではない。はかなげな、あるいは頼りなさげな、とでも言ったらいいのか。晴凛にとって未知の感触だった。

　その感触に、驚いてしまい、そしてなぜか顔に血が上ってくる。

　──力を入れたら、壊してしまうんじゃないか。

　心の奥で、そんな声が聞こえる。その一方で、

　──もっと激しく、強く、荒々しく、摑み上げてしまいたい。

　そんな声も聞こえる。

　なぜそんな声が聞こえる気がするのか、晴凛にはまったくわからず戸惑っているうちに、せっかく込めた力が緩ゆるんでしまう。

「ええい、もっとぎゅっと、摑まれ！　もっと強く！」

「は、はいっ！」

　ふにゅん。

「う、うわ……」

「どうした晴凛！　まだ敵の矢は飛んできてないぞ！」

「だ、大丈夫です！」

「ならもっとちゃんと摑まらんか！」

「はいっ！」

　ふにゅん。

「ひっ!?」

　思わず息を吞のむ。

「どうしたんじゃあっ!?」

「な、何でもありませんっ！」

「だったら摑まっておれ！」

「はいっ！」

　ふにゅん。

「ふあ……」

「さっきからおかしいぞ晴凛！」

「な、何でもありません、大丈夫です！」

　からからに乾いた喉のどで晴せい凛りんがそう答えたとき。

　先頭を走っていた戦士が角笛を吹いた。

「パプゥーン！」

　晴凛がはっと顔を上げるのと、燎りよう原げんの声が聞こえたのは同時だった。

「右前方に土つち煙けむり！　戦闘用意！」

　シムールは角笛の音で自由に隊形を変化させることができるが、帝国軍の騎馬兵はまだそれはできない。

　ミーネの脇わきに馬を寄せてきた燎原が言った。

「我々は馬上戦闘はできない。我々は本隊と分かれて東の丘の陰かげに伏ふせる！　丘の正面まで敵を引き寄せるように、と、皆に伝えてくれ！」

「わかった！」

　ミーネから燎原の作戦を聞いた、シャン族の千騎長ダガフは大きくうなずいた。

『わかった！　五百騎預ける！　敵を引き込んで側面から矢を射ち込んで、敵が崩れたら、その五百騎で追撃させよう！』

　千騎長ダガフと燎原は互いの顔を見合わせてうなずきあった。

「パパパプゥーン！」

　角笛を合図に、シャン族の隊列から燎原率いる五百騎が分かれ、左手に広がる丘きゆう陵りゆうに向かった。

　ミーネと晴凛も、その分かれた部隊の中にいた。

「なんだ、敵と直接当たるのではないのか……」

　不満そうにつぶやいたミーネを見て、晴凛は慌あわてて首を振った。

「槍やりや剣で渡り合うなんて無理ですよ。僕の得意技は弓なんですから！」

「うむ、そう言われてみればそうか……」

　燎原たちの率いる別働隊は丘の反対側に回り込んで、そこで止まった。

「ようし！　弓きゆう兵へいは馬を下りて、丘の稜りよう線せんに横隊に広がって伏せろ！　シャン族はその場で待機！　合図したら側面から突撃して帝国騎兵を分断してくれ！」

　ミーネから通訳を受けたシャン族の五百人隊長は、うなずいた。

「そうか。切り離した頭を潰つぶすつもりだな？」

「ああ、おそらく追撃している帝国軍の騎兵は前後に長く伸びているはずだ。たとえ数が多くても、ぶつ切りにしてしまえばどうということはない。後方の連中は我々の弓が引き受ける！」

「わかった！」

　晴凛と侘タ瑠ル徒トの弓兵二百人はシャン族の馬から下りると、丘の稜線近くに伏せた。

　帝国兵で馬に乗れる者は少ない。燎原はミーネの後ろに乗った晴凛を見て、シャン族の戦士の後ろに弓兵を乗せることを思いついたのだ。

　守備隊の使っている長弓は馬の上から射ることはできないが射程が長く、遠距離から矢を降らせることができる。

　丘の上は見通しがよい。

　そっと顔を上げたミーネが緊張した声で言った。

「来た！　シャン族の後ろに帝国騎兵が迫せまっておる！」

　だが、晴せい凛りんの目には遠く地平線に土つち煙けむりが上がっているようにしか見えなかった。

「シャン族の人たちは無事ですか？」

「数が足りん……どう見ても半分じゃ……」

　ミーネの答えは悲痛な響きに満ちていた。

　──無理もないな。

　晴凛は思った。

　シムールは、すべて血族、親族で動く。いわばシャン族の戦士は遠い近いの違いはあれど、すべて親戚同士なのだ。

　晴凛は背負っていた弓の弦げんを確かめながら答えた。

「生き残ったシャン族の人たちは、絶対に助ける！　僕を信じろ！」

　ミーネは少し驚いたように晴凛を見上げ、そして頰ほほを染めてうなずいた。

「うん！　信じる！」

　一方、逃げるシャン族を追っていた帝国軍騎兵隊は、救援に向かってくるシャン族の姿を発見していた。

「正面に敵の新手発見！　数、およそ千五百！　距離、二長里キロメートル！」

　前衛部隊からやってきた伝令が、帝国軍騎兵連隊の本部にいた参さん謀ぼうに大声で報告した。

　騎兵連隊の本部と言っても、そこは馬に乗って走っている連隊長以下の指揮官や参謀がいるだけだ。

　騎兵のいるところがすなわち前線であり、戦場である。

　刻々と変化する戦況に応じて命令を下すのが指揮官の役目である。そのためには、指揮官は常に部隊と共に動き続けていなければならない。

　伝令から報告を受けた帝国軍騎兵連隊の参謀は馬を走らせながら、すばやく脳内で計算した。

　──奇襲で窪くぼ地ちにいたシムールの半分は倒した。

　今、逃げているのは千騎ほどだ。

　救援に来たシムールと合わせても二千五百。我がほうの半分か。

　シムールは確かに馬の扱いの巧たくみさ、騎射の腕、その双そう方ほうで我々より勝まさっている。しかし、その力量の差を考えても、我が軍が優勢であることは間違いない。

　参謀は大きくうなずくと、連隊長の横に馬を寄せて叫さけんだ。

「敵兵は合流すれども我が軍の半数！　正面から当たっても十分勝ち目あり！　一気にもみ潰つぶしましょう！」

「うむ！」

　連隊長は一回大きくうなずくと、伝令に向かって命令を下した。

「第一大隊は右翼に展開！　第三大隊は左翼に展開！　第二大隊は先せん鋒ぽうとして追跡を続行せよ！　第四、第五大隊は中央集団として敵正面に突撃！　シムールが合流した時点で、左右両翼から攻撃を開始！　これを包囲殲せん滅めつする！」

「御ぎよ意い！」

　伝令がそう答えて離れていく。

　しばらくして、帝国軍騎兵隊は大きく三つに分かれ、ギリシャ文字のψプサイのような形になった。

　シャン族の千騎長ダガフは、両手を広げたように大きく広がったその隊形を見て、にやりと笑った。

『帝国め、数を頼んで包囲するつもりだな……だが、そうはいかん……旗手！　信号旗を揚げろ！　黄色一流！』

『わかりました！』

　千騎長の後ろを走っていた旗手は、馬の鞍くらの両側に取り付けてある信号旗用の袋から黄色い旗を取り出して、それを棒の先に取り付けて掲げた。

　四メートルほどもある細長い帯のような黄色い旗が、後方に伸びてはためいた。

　信号旗は自分たちの部隊に向けた合図ではない。遠距離にいる別の部隊などに指示を送るときに使われる。そして、この黄色一流の信号旗の意味は『我ニ続ケ』である。

　それを、丘の上から見ていたミーネが小さな声でつぶやいた。

「ダガフが信号旗を掲げた！　敵前で回頭するつもりじゃ！」

「回頭だって？」

「ああ、そうじゃ、逃げているシャン族たちと合流したら一矢浴びせて、そのまま方向を変えて、こちらに戻ってくるつもりなのじゃろう」

「いちいち方向を変えていたら、追いつかれてしまいますよ！　帝国軍の騎兵は槍やりとか鉾ほことかを使った接近戦が得意ですから、また犠牲が出ます！」

「安心せい、方向を変えるだけなら、さほど速度は落ちぬ！　帝国騎兵の駄だ馬ばどもに追いつかれるものか！」

　ミーネの言う通りだった。

　ダガフは自分が率いる千五百騎のシャン族のうち五百騎を直進させ、残りの千騎を率いて黄色い旗をなびかせて、逃げているシャン族の目前で大きく左に旋せん回かいした。

　逃げて来た千騎のシャン族はそのままダガフの旗に従ったが、直進した五百騎はその場で急停止すると一斉に馬上から矢を放った。

　至近距離で放たれた矢は、追いすがっていた帝国騎兵隊の先頭部隊に襲いかかった。

「うわああ！」

　胸や顔に矢を突き立てられた先頭の百人ほどの帝国軍騎兵が、悲鳴を上げて馬から転がり落ちる。

　そのまま走り続ける馬もいたが、乗り手を失った馬の多くは混乱したのだろう。足を緩ゆるめたり、まったく別の方向に走り出した。

　先頭を走っていた百頭の馬がでたらめな走り方を始めたために、その後方に続いていた残りの騎兵は行く手を塞ふさがれ、その場に団子状に固まった。

　それを見計らっていたかのように、矢を放った五百騎は馬首を廻めぐらして、先行するダガフたちの後を追った。

　救援の千五百騎がその場で戦闘に入ると予想し、包囲するために左右に展開していた帝国軍騎兵は当てが外れた。

　だが、先頭の騎兵に矢を射かけた五百騎は、包囲こそされなかったものの目前にいた。

　──あと少しで、この五百騎を捉とらえ、殲せん滅めつすることができる！

　帝国軍騎兵隊の誰もがそう思った。

　それは、指揮官も例外ではなかった。彼らには、シムールの騎兵全軍を包囲殲滅することができなかったという失敗を、目の前の五百騎を倒すことで埋め合わせようという意識が働いていた。

　帝国軍騎兵の連隊長は指揮下にある各大隊長に向かって命令を発した。

「各個に突撃し、敵騎兵を殲滅せよ！」

　この命令によって、今まで右、左、中央の三つに別れて陣形を組んでいた帝国軍騎兵隊は、一本の長い帯のような形になってシャン族の騎兵を追い始めた。

　自分たちのいる丘に向かってダガフたちがやってくるのを見た燎りよう原げんは、部下の長ちよう弓きゆう兵へいに命令を下した。

「戦闘用意！　先頭の集団が過ぎたところで、後続を断つ！　引きつけろ！」

　丘の稜りよう線せんに伏ふせていた弓兵たちは、一斉に弓を構えた。

　どどどどど！　という蹄ひづめの音を轟とどろかせて、ダガフたちが丘の下を走り抜けていく。

　その後ろに、帝国軍の襲撃から逃げてきたシャン族たちが続く。

　血のにじんだ布を頭や身体からだに巻き付けた負傷者を後ろに乗せた者や、逃げるだけで精いっぱいだったのだろう。武器も装備も持たない者が混じった千騎ほどの集団である。

　その集団の後ろに、後衛部隊である五百騎ほどのシャン族が続いている。

　追いすがる帝国軍の騎兵隊から矢が浴びせかけられるが、狙ねらいは不正確で密度もたいしたことはない。

　帝国軍の騎兵隊の主要な装備は馬上槍やりと鉾ほこであり、弓を装備した兵士は二割程度しかいない。

　だが、帝国軍騎兵の総数は、シャン族の二倍であり、降り注ぐ矢の数は馬ば鹿かにならない。

　晴せい凛りんたちの見ている前で、何人かが背中に矢を突き立てられて、馬から転がり落ちた。

　ミーネが悲痛な声を上げた。

「ああ、やられおった！　晴凛！　何とかしろ！」

「まだです。助けたい気持ちはわかりますけど、もう少し辛しん抱ぼうしてください。あの後衛の人たちが通り過ぎたときが勝負です」

　やがて、地響きと共に、後衛部隊が晴凛たちの前を通り過ぎていった。

　そのすぐ後ろに帝国軍騎兵部隊が追いすがるようにして続いていく。

　追いかけていた騎兵隊の参さん謀ぼうの一人ひとりは、あることに気づいていた。

　──おかしい。普通、兵が崩れるときは、もっと算を乱し何の統率も取れない形で逃げ出すものだ。

　このシムールの引き方は、一見するとただ逃げているようだが、その実、統率が取れている。

　──と、いうことは……。

　今まで、目の前のシムールを追うことだけを考えていて、周囲を見ていなかったことに気づいた参謀は、はっと顔を上げて周囲を見回した。

　右手に丘があった。

　──いつの間に、こんなところまで寄っていたんだ？　平原の真ん中を走っていたはずなのに！

　そのとき、丘の上にふっと何か黒い、もやっとした影のようなものが浮かんだ。

　次の瞬しゆん間かん。その薄い影は無数の細長い棒……矢の形になって降り注いだ。

　周囲の兵士たちが絶ぜつ叫きようして馬から転がり落ちる中で、参謀は叫さけんだ。

「敵襲！　右手の丘に伏ふく……！」

　だが、伏兵、と言いきる前に、激しい衝しよう撃げきと痛みが参謀を襲った。

　肩に深々と矢を突き立てて参謀は馬から転がり落ち、後続の馬の蹄ひづめで踏ふみ敷かれ絶命した。

　休むことなく、次々に降り注ぐ二百本の矢の効果は、恐ろしいほどだった。

　転がり落ちて馬に踏まれ、悲鳴を上げる兵士。主人あるじを失って逃げまどう馬や、尻しりに矢を突き立てて狂ったように躍り上がり暴れる馬。その混乱の中に後続する騎兵が突っ込み、混乱はさらに広がって行く。

　丘の上からその状況を見ていた燎りよう原げんは、待機していた五百騎のシャン族に命令を下した。

「今だ！　側面を突け！　敵の先頭集団を分断するんだ！」

「おう！」

　シャン族の戦士は声を合わせて答えると、角笛を吹きならしながら、一気に丘を駆かけ下った。

　右手の丘から突然出現したシャン族を見て、帝国軍は防御態勢を取ろうとしたが、隊列は混乱しきっており、ほとんどなすすべが無い。それでも何とか槍やりや鉾ほこを構え、迎撃の態勢を取ったが、そのときすでにシャン族は至近距離に迫せまっていた。

　そして、その距離が五十メートルを切ったそのとき。シャン族の戦士が一斉に矢を放った。

　シムールは、馬の上から矢を射やすいように短たん弓きゆうと呼ばれる短い弓を使う。

　弓そのものは短いが、動物の腱けんや竹、弾性の高い植物の枝などを張り合わせて作られている合成弓と呼ばれるもので、初速が速く貫通力に優れている。

　まったく無防備だった側面から、それも至近距離で矢を浴びた帝国軍騎兵は、なすすべも無く崩れた。

　防御態勢が崩された部分に側面から突っ込んだシャン族は、そのままくさびのように帝国軍の隊列に切り込み、これを分断した。

　そのとき、別働隊の突撃合図の角笛を聞いて、大きく左に旋せん回かいするように方向を変えていたダガフ率いる千騎のシャン族が、分断された前衛部隊に襲いかかった。

　隊列を分断された前方の帝国軍騎兵は、丘の上から突っ込んできた五百騎と、ダガフ率いる千五百騎の挟きよう撃げきを受けることとなった。

　後続部隊が孤立した前衛部隊を救出するために、混乱している集団を迂う回かいして前に出ようとしたが、晴せい凛りんたちの矢はその迂回しようとした部隊に目標を変えた。

　出鼻を叩たたかれるように、そこでも百人近い兵士が矢を受けて落馬する。

　晴凛たちの射いる遠距離からの矢は、曲射弾道を描く支援砲撃のような効果を発していた。

　切り離された前方の集団は近距離から騎射の矢を受け、後続する部隊は上空から降り注ぐ晴凛たちの矢を受けて、右往左往する間もなく次々に帝国軍騎兵が倒されていく。

　大混乱となった騎兵たちの中で、隊をまとめようとして走り回っていた指揮官の肩に、矢が突き刺さった。

「うわぁ！」

　手た綱づなを取れなくなった指揮官が馬の上にうずくまると、制御を失った馬は他の馬に釣つられるように走りだした。

　馬は、本来、群れを作って行動する動物である。人が手綱で指示を与えなくなると、馬は自分で安全と思われる方向に動き出す。馬にとって安全な行動、それは仲間たちと同じ行動を取ることである。

　部下が慌あわてて追いかけて手綱を取り、部隊の中に引き戻したが、指揮官は指揮を執とれる状況ではない。

　矢に倒れた指揮官は、その一人ひとりだけではなかった。後続部隊の指揮官はどこからともなく飛んでくる矢によって、次々に負傷して戦線を離脱していく。

　その、指揮官だけを狙ねらって飛来する矢を射ていたのは晴凛だった。

「おう！　当たったぞ！　赤い房付きの兜かぶとをかぶった男が馬から落ちた！」

　弓を構える晴凛の脇わきに陣取ったミーネが声を上げる。

「次は？　どこにいます？」

　弓を構えたまま、晴せい凛りんが聞く。

「おお、そうじゃった。矢を当てた相手を見とる場合ではなかった。次の相手を探さねば……」

　ミーネはそう言うと、じっと目を凝らした。

「いた！　青房じゃ！　左のひと固まりになった槍そう兵へいの中におる！」

　晴凛はすばやく矢先を左に振った。

　動き回る無数の騎馬兵の中に、上じよう尉いの印である青い房を兜につけた男がいるのが見えた。

　──よし、次はあいつだ！

　晴凛は矢をつがえたまま、その青い房の男の動きをじっと見つめた。

　──人には動きの型がある。部下をまとめようとする指揮官は、必ず自分の部隊を見回すために顔を上げ、動きを止める。その瞬しゆん間かんを見逃すな！

　青い房の男は部下の後ろに下がって、何やら号令を発している。

　──今だ！　きっと次にあの男は、手に持った剣を振りかざし突撃を命じる。その、胸を張ったときが、狙ねらい目だ！

　晴凛はその男の未来位置に向かって矢を放った。

　ばしゅっ！

　矢は矢羽根が風を切る音を残して晴凛の弓を離れた。

　そして、青房をつけた指揮官が剣を振りかざし突撃を叫さけぼうとした瞬間に、その男の左肩に深々と突き刺さった。
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　手た綱づなを持っていた左手を離した男は、そのまま馬から転がり落ちて見えなくなった。

「よし、次！」

「右じゃ！　右に白房の大物がおる！　右の弓きゆう兵へいと槍そう兵へいの向こうじゃ！」

　晴せい凛りんの脇わきにくっついたミーネは、持ち前の視力のよさと勘で、次々に騎兵隊の中にいる指揮官を見つけ出していく。

　晴凛が狙ねらいをつけている間に次の目標を定め、矢を放つと同時に次の目標を指示することで、晴凛自身で目標を探す必要がない。

　この二人ふたりのコンビは、いわば狙撃手スナイパーと観測手スポツターの関係である。

　目の前で帝国軍騎兵の指揮官が次々に倒されていく光景を見た燎りよう原げんは、自分の顔が青ざめるのを感じていた。

　──こいつは……たまらん。まさに鬼き神しんの業わざだな。

　下級、中級指揮官は部隊の要だ。そこを攻撃されれば、部隊の統制は不可能になる。

　たとえ兵士の数で上回っていても、その兵士を効果的に動かせなくては、右往左往するだけの烏う合ごうの衆だ。下級指揮官は兵の崩れを止めるために必要な杭くいなのだ。その杭を抜けば、兵は脆もろい。

　勝ち戦いくさのときはその場のノリで波に乗るが、負けそうだ、と思えば、あっという間に総崩れになるだろう。

　燎原の感じた不安は、そのまま帝国軍騎兵部隊の不安でもあった。

「第二大隊、第三中隊長、負傷！　第一小隊長、苑えん階かい下か尉いが代わりに指揮を執とります！」

「第三大隊、大隊長負傷！　第一中隊長、詳しよう記き中ちゆう尉いが大隊長代理として指揮を執ります！」

　本部にやってきた伝令が、次々に前線の指揮官の負傷と戦線離脱を告げていくのを聞いて参さん謀ぼうたちの顔色が変わった。

　戦闘中のような緊急時では、指揮命令系統に関係する指揮官の交代についての報告が上がることはあっても、一般兵士の死傷数が司令部に報告されることはない。

　本部では、前線指揮官の損害数から、兵士の損そん耗もう率を類推している。指揮官が負傷するということは、部隊そのものがかなりの損害を出している、と考えたのだ。

　参謀の一人ひとりが顔色を変えて、連隊長に意見具申した。

「連隊長殿！　報告から類推するに、損害はかなりの数にのぼると思われます！」

「指揮命令系統が混乱している現在の状況で、このまま戦闘を続ければ、さらに損害が増すものと思料されます！」

「ここはいったん部隊を引き、再編成をするが最良の策かと！」

　連隊長は忌いま々いましそうに前線の方角を見つめていたが、やがて呪じゆ詛その言葉と共にうなずいた。

「くそう！　さすがシムールだ。馬の戦いでは、そうやすやすとやられはせん、ということか……仕方ない。追跡中止だ！　各部隊ごとに負傷者を収容し、再編成に当たれ！」

「御ぎよ意い！」

　参さん謀ぼうが頭を下げた。

　やがて、信号手に命令が伝えられたのだろう。ラッパ手が高らかに戦闘中止を告げるラッパを吹き鳴らした。

　帝国軍騎兵隊が足を止めたのを見て、シャン族たちも攻撃を中止した。

　ダガフの率いる千五百騎と燎りよう原げんが指揮する五百騎は、分断し包囲していた帝国軍騎兵隊の囲みを解いた。

　帝国軍騎兵隊の前衛部隊は、戦闘開始時の半分以下にまで数を減らしていた。




　こうして、侘タ瑠ル徒トの前庭にあたるタリム盆地で行われた帝国軍騎兵隊とシャン族との遭遇戦は、双そう方ほう共に千人以上の死傷者を出して終わった。




　侘瑠徒に引き上げてきたシャン族の負傷兵はすぐに民家を改造した病院に運び込まれ、そこで傷の手当てを受けることになった。

『いいか！　傷にいきなり布を当てるな！　汚れた布は、傷を化か膿のうさせる！　湯ざましの水で傷を洗い、清潔な布を巻くんだ！　矢じりを抜いた後の傷も水で洗え！　衣服の破片が体内に入っていると、そいつが傷を腐らせるぞ！』

　シャン族の薬やく師しが傷に効果のある薬草を擂すり潰つぶした膏こう薬やくを布に挟はさみ、それを配って歩きながら、手当をする兵士たちに注意して回っている。

「シムールの衛生に関する知識は大したものだな……帝国でさえ金創に関する手当の方法はバラバラで、迷信じみたものが多いってのに……」

　その光景を見て感心したようにつぶやいた伏ふせ龍たつに、晴せい凛りんが答えた。

「シムールは羊や馬を飼って暮らしていますからね。生き物の手当や看病については、専門家なんです。馬を走らせた後は、足から血を抜くと疲れが早く抜けるとか、どうすれば傷の治りが早いのか、何が傷に悪いのか、長い経験で知っているんです」

「そうか……生き物と一いつ緒しよに暮らしているからこそ、身についた知恵なのかもしれないな」

　伏龍がそう言って納なつ得とくしたようにうなずいたとき、シャン族の戦士の総指揮官である千騎長のダガフと燎りよう原げんがやってきた。

　伏龍はダガフの顔を見て青ざめたが、唇くちびるを引き結んで固い表情で深々と頭を下げた。

「申し訳ありません。今回のこの敗北は、俺のせいです。俺の見込み違いでこんなことになってしまって……お詫わびの言葉もありません」

　晴凛を通じて伏龍の言葉を聞いたダガフは、むっとしたような顔で言い返した。

『いつ、誰が敗北したと言うのかな？　我々は負けてはおらん。我々は倍の敵に立ち向かい、これを打ち破った。むしろ勝利と言っていい。だから君が頭を下げる理由は何ひとつない！』

「そう言ってもらえるのは嬉うれしいのですが……」

　言葉を濁にごした伏ふせ龍たつを見て、燎りよう原げんが言った。

「過ぎてしまったことを悔くやんでいる暇は無い。帝国軍の騎兵隊がやってきたということは、帝国軍の本隊がすでに延えん声せいを出発している、ということだ。さあ、次は何をすればいい？」

「ええ、その件ですが……シムール騎兵の利点はその機動力にあります。このまま侘タ瑠ル徒トの城内に立て篭こもっていたのでは、せっかくの機動力の持ち腐れになるばかりです。シャン族は侘瑠徒を出て、遠くロクト高地のあたりまで離れて、そこで待機していただこうと思っています」

　燎原とダガフはうなずいた。

「ふむ、確かに機動力で勝まさるシムール騎兵を、拠点防衛に使うなどというのは愚ぐの骨こつ頂ちようですな」

『うむ、走って戦うのがシムールの戦い方だ。そのほうが我々としても戦いやすい』

「自由に動かせる戦力が外にあって、いつでも包囲している敵の背後を突けるというのは、考えようによってはかなり効果的かもしれない……問題は攻撃する時期を伝える方法だ。どうやって連絡を取るんだ？」

　燎原の言葉を聞いた伏龍は考え込んだ。

「確かにそこが問題ですね。シャン族の戦力は最も効果的なときに投入してこそ価値がある。今だ！　という瞬しゆん間かんを知らせる方法は、どうするか……」

　そのとき、晴せい凛りんの脳のう裏りにひとつの光景が浮かんだ。それは、この侘瑠徒がタッケイ族とユルム族の連合軍に包囲されたときの記憶だった。

「狼煙のろしです！」

「狼煙だって？」

　怪け訝げんな顔をする伏龍と燎原に、晴凛は説明した。

「ええ、シムールの人たちはすごく目がいいんです！　ここがタッケイ族とユルム族の軍勢に囲まれたとき、ミーネ姫は僕が見つけることができなかった狼煙を見つけました。兄を助けたときも、延声の街の門を馬車が出るのをミーネ姫は見分けることができました！

　だから、帝国軍の目の届かないはるか遠くにいても、ちゃんと連絡は取れるはずです！」

　伏龍は考え込んだ。

「……そうか、確かに言われてみればその通りだ。シムールの視力なら、狼煙とか旗とかを使えば、遠く離れていても連絡を取ることは可能ということか！」

　燎原はうなずいた。

「うむ、ここぞ、というとき、外側から敵を突き崩せる戦力があるというのは大きい。使いようによっては局面をひっくり返すこともできそうだ」

　伏龍は晴凛の顔を見て言った。

「晴凛、ダガフ隊長に伝えてくれ。帝国軍の本隊がすぐそこまで迫せまっている。動けない負傷者は我々が責任を持って看病する。動けるシャン族はすぐに装備をまとめて、この侘タ瑠ル徒トから出ていく準備をしてくれ、とな」

「わかりました！」

　ダガフ隊長に伏ふせ龍たつの言葉を通訳しながら、晴せい凛りんは脳内にミーネの顔を思い浮かべていた。

　──ミーネ姫のことだ、きっと後に残る、と言いだすだろう。

　でも、この侘瑠徒に置いておくわけにはいかない。今度の戦いは帝国軍が相手だ。シムールに囲まれたときとは状況が違う。シムール同士の部族間抗争とはわけが違うんだ。

　──説得するのは骨だけど、何とか言い聞かせるしかないだろうな……。







　　　第七章「弓兵志願」







　伏龍たちと別れた晴凛は、総そう督とく府の建物と棟むね続きになっている南寮に向かった。

　汗と砂埃ほこりまみれになって意気揚よう々ようと侘瑠徒に戻ってきたミーネは、待ち構えていたミリンに首根っこを摑つかまれ、南寮に連れていかれていた。

　どうやらミーネは、晴凛と一いつ緒しよにシャン族救出の戦いに参加するいうことをミリンに黙だまったままだったらしい。

　勝手に危険なところに向かった、ということで、今頃、ミリンにお小言を貰もらっていることだろう。

　南寮の扉をノックするとすぐに扉が開き、いつものように無表情のミリンが立っていた。

　だが今日きようは、どこか怒っているように見えた。

「あの……ミーネ姫は？」

「水浴びをして、着替えてイるところデす……」

　晴凛はそっと顔色を窺うかがうように聞いた。

「あの……ミーネ姫を戦いに連れていったことを……怒ってます？」

　ミリンはちらっと晴せい凛りんを見ると、つぶやくように言った。

「うちの山やま猫ねこハ、ああ見えてもシャン族の族長の娘デす。事あれバ、シャン族を率いて戦わネバなりまセン。戦いに連れてイクことは、問題ありマセン……問題ハ、私を置いていったコトデす。なんで、私をナカマ外れにしたのデすか！」

　どうやらミリンは、自分が置いていかれたことに腹を立てているらしい。

「あ、いや、別に、わざと仲間外れにしようとしたわけじゃなくてですね……」

　晴凛がそう言い訳をしようとしたとき、奥の部屋の扉が開いて、ミーネが飛び出してきた。

『おい、行かず後ご家け、わしの着替えは？』

　声の方向を見た晴凛が固まった。

　そこに立っていたのは、素っ裸のミーネだった。

「うわ！」

　慌あわてて目を逸そらす晴凛を見て、ミーネはびっくりしたように目を丸くした後で、顔を真っ赤にして扉の陰に引っ込んだ。

「何で、晴凛がここにいるのじゃ！　いるならいると最初から言え！」

　ミリンは小さく肩をすくめると、扉の陰に隠れたミーネのところに向かった。

「今更、何を赤くなっているんデすか、気持ちワルイデすねこの山猫は！　さんざん裸で走り回ってイルくせに。お着替えはちゃんと箱の中に揃そろえてありマス。水浴びをした後でハダカで歩き回ってるほうが悪いに決まっていマス！」

「あ、赤くなどなっておらんぞ！　いきなり晴凛がいたので、びっくりしただけじゃ！」

「やっと、人間風に恥はじを知りマシたか……このミリン、感激しておりマス」

「うるさい！」

　扉の向こうから聞こえてくるミリンとミーネのいつもの会話を聞きながら、晴凛は初めてこの南寮に来たときのことを思い出していた。

　──あのときも確か、ミーネは裸だったよな。恥ずかしがる素振りも見せずに、部屋の中を走り回って、僕と追いかけごっこをやったっけ。

　あのときは、それほど意識しなかったのに。なぜだろう、さっき真っ赤になったミーネを見たとき、妙みように意識してしまった。

　やがて、着替え終わったのだろう。ミリンが部屋から出てきた。

「山猫を着替えさせ終わりました。どうぞ部屋ニお入りくだサイ」

　晴凛は小さく会え釈しやくすると、ミーネの待つ部屋に入った。

　ミーネはいつもの服に着替えて床の敷物の上であぐらをかいていた。

　心なしか顔が少し赤い。

「どうしたのじゃ？　お前のほうからわしの部屋に来るのは珍しいな。何かあったのか？」

　晴せい凛りんはミーネの前に座ると、真ま面じ目めな顔で話を切り出した。

「実は、シャン族三千騎は侘タ瑠ル徒トを出て、ロクト高地の中に身を潜ひそめてもらうことになりました」

　ミーネは目を丸くした。

「ロクト高地!?　そんな離れたところにか!?」

「ええ、そうです。気け取どられないように、潜んでもらうことになりました。この戦いの戦場は、侘瑠徒の城そのものです。篭ろう城じよう戦に騎兵の出番はありません」

　あくまで淡たん々たんと、晴凛は答えた。

「出番が無いじゃと？　何を言うか！　いかなる戦場でも、シムールの騎兵は勇ゆう敢かんに戦ってみせる！　今日きようの戦いぶりをお前も見たじゃろう？」

「はい、確かに先程の戦いで、シムール戦士の戦いぶりを見せていただきました。しかし、この侘瑠徒の中では馬に乗って戦うことはできません。馬から下りて戦うのでは、せっかくの機動力が宝の持ち腐れになります！　騎兵は遊撃隊として自由に動けるからこそ、意味があります」

「そんなの関係ない！　この侘瑠徒が戦場だというのなら、シャン族は、わしは、ここで晴凛と一いつ緒しよに戦う！　わしは侘瑠徒から離れん！　敵から背を向けて逃げたとあっては、シャン族の姫の名折れじゃ！」

　晴凛はなだめるような口調で答えた。

「逃げるわけじゃありません。戦うときと場所を選ぶために、移動するだけのことです」

「それなら、我がシャン族三千騎は、千騎長のダガフに任せればいい！　わしは一人ひとりでここに残る、それならいいじゃろう？」

　ミーネの提案は妥だ協きようしているようで、まったく妥協していなかった。

　何と言おうかと晴凛が言葉を探しているうちに、ミーネが言葉を続けた。

「わしはほら、アレだ。帝国の人間よりもずっと目が利きく！　見張りとかにももってこいじゃぞ！　身軽じゃし、新しい弓も貰もらったことだし、戦える！　それに、この行かず後ご家けに任せておけばシャン族のことも心ぱ……」

　だが、ミリンはミーネの言葉を途中で遮さえぎった。こう言い出すことは、最初から想像できていたのだ。

「そうはいきまセン！　平時ならいざ知ラず、戦いになったときに男衆を抑えるコトは、姫の侍女に過ぎない自分にはできマセン。シャン族はシャン族の姫様が率いル、これが道理デす！」

「道理なぞ、関係ない！」

「関係ありマす。シャン族の姫ガ、シャン族を放り出しテどうするノですか！」

　晴凛とミリンの二人ふたりに止められたミーネは、とうとう地じ団だん駄だを踏ふみ始めた。

「うるさいうるさいうるさいっ！　わしは晴凛と一緒にいたいのじゃ！　わしは晴凛の嫁じゃろう？　嫁は夫のそばにいるものじゃ！　そうじゃろう？　わしは晴凛と離れたくないんじゃ！」

「みんなが好き勝手を言い出したら、作戦が作戦になりません」

「嫌いやじゃ嫌じゃ嫌じゃ！　わしはこの侘タ瑠ル徒トで、晴せい凛りんと一いつ緒しよに戦う！」

「駄だ目めです。聞き分けてください、姫様」

「うるさいっ、わしに命令するつもりかっ！」

　今にも嚙かみつきそうな勢いで吠ほえるミーネの言葉に、晴凛は一いつ瞬しゆん身を固くして表情を強こわ張ばらせた。

「ええ、そうです。聞き分けてくださらないのなら、命令するしかありません」

「命令じゃと？」

　驚くミーネに向かって、晴凛はゆっくりと、そして力強く言い渡した。

「私、泉せん野や晴凛は、侘瑠徒の王としてシャン族の姫、シャン・クム・ミーネに命じます。シャン族を率いて侘瑠徒を退去し、ロクト高地に移るように！　これは、お願いではありません。命令です！」

　ミーネの顔が見る見るうちに蒼そう白はくになっていく。

　侘瑠徒の王としての命令ならば、シャン族の姫として、ミーネは従わねばならない。

　命令することで、すべては解決する。

　──言わなきゃ。言わなきゃならないんだ。

　今度の戦いは、どう見ても分が悪い。別れ別れになってしまえば、もう会えない可能性のほうが高い。

　侘瑠徒の街に来てから、山やま猫ねこのようなこのお姫様には、振り回されてばかりだった。

　でも、振り回されるばかりじゃなかった。

　ミーネ姫は僕に一歩踏ふみ出す勇気をくれた。

　決断するときには、いつもミーネ姫が後押しをしてくれた。いや、後押しというか、突き飛ばされたというか、引っ張られたというか。

　──いい思い出ばかりじゃない。

　でも、それで心細かったことは一度もない。いつも元気なミーネ姫のおかげで、僕はどうにかこうにかやってくることができた。

　晴凛の沈ちん黙もくの前で、取り付く島も無くなったミーネが、さっきとは違う涙をいっぱいに溜ためた揺ゆれ動うごく瞳ひとみで晴凛を見上げた。

「……晴凛？」

　泣き落としで来られると、さすがに晴凛の決心も鈍にぶりそうになる。

　だが、晴凛は歯をくいしばるようにして目をつぶり、首を振った。

「……泣いてもだめですよ、ミーネ姫」

　ミーネは下を向いた。

　そっと目を開けた晴凛の視界に、細かく震えるミーネの小さな肩と、ぽたぽたと握り締めた拳こぶしの上に落ちる涙が見えた。

　それを見るのが辛つらくなった晴せい凛りんが再び目を閉じた、そのとき。

「……っ！　もういいっ！　晴凛の、馬ば鹿かーっ！」

　ミーネの叫さけび声と、一いつ瞬しゆん遅れて、小さなしかし固く握りしめた拳が、晴凛の右頰ほほにめり込んでいた。

「ぐぼうっ!?」

　激痛が走り、脳が揺さぶられた晴凛の視界が揺らぐ。

　思わず頰を押さえてのけぞったその間に、ミーネは部屋を飛びだしていった。

「何をシやがりますか、この山やま猫ねこは！　……ってこらっ、この山猫メっ、どこに行きやがるツもりですか!?」

　ミーネの後を追うミリンの声が遠ざかっていくのを聞きながら、晴凛はしばらくの間、立ち上がれなかった。

　馬鹿、という言葉が、なぜだかすごく耳に残っていた。




　篭ろう城じようが一日早まったという知らせは、瞬またたく間に侘タ瑠ル徒ト中に伝わった。

　シャン族が出ていくそのときに、残っていた商人や一般人も共に侘瑠徒を出なくてはならない。

　旅支度をするために、街中をあわただしく人々が走り回っている中を、一人ひとりの若い女が走り抜けていった。

　──急がなくちゃ！　こんなところにいたら、殺されちゃう！　ええい、もう、うちの銀ぎん麗れいはこういう肝心なときに役に立たないんだから！

　商人の姉、玉ぎよく麗れいが血相を変えて飛び込んだのは、自分たちの定宿にしていた宿屋だった。

　寝床の中で、すぴょすぴょと寝こけていた銀麗の足元に立った玉麗が叫さけんだ。

「ちょっと銀麗、聞いた!?　篭城が始まるわよ！　侘瑠徒にいるシムール……ええと、シャン族だっけ？　そのシャン族が侘瑠徒を出ちゃうらしいわよ!?」

　そう叫んで、銀麗の布団をバンバンと叩たたく。

「うにゅ？」

　だが、銀麗は起きようとしない。

「とっとと起きなさい！」

　玉麗に布団を引っぺがされて、銀麗は渋々起き上がった。

「……むー……姉さまが寝てる間に帳簿の確認してて、ようやく寝たんだから……もう少し寝かせてくださいな……」

「寝てる場合じゃないわよ！　シャン族が出ていっちゃうってことは、侘瑠徒を守りきれないって愛想尽つかしちゃったに違いないわ！　このままここに残っていたら、私たちも巻き添えよ！　さっさと出なきゃ逃げなきゃ！」

　姉はいつもヒステリックだが、今日きようは一層だ。

　──とうとう更年期かしら？

　などとは口に出さず、目を擦こすりながら銀ぎん麗れいは尋ねた。

「落ち着いてくださいな、姉さま。シャン族はこれから出ていくのよね？」

「ええそうよ。中央広場に集まって、引き上げの支度をしているわ！」

　どうやら、それを自分の目で確かめてから、宿屋に戻ってきたらしい。いつもヒステリックな姉だが、噂うわさ話を耳にしただけで浮き足立たず、確認してから行動するあたり、玉ぎよく麗れいもいっぱしの商人である。

　──だからって、確認してから浮き足立っていたら、意味ないじゃないの。

　そんな風に思いながら、銀麗は少し考えた。

　姉の言葉通りなら、シャン族はまだ中央広場にいるのだ。

「『もう出ていった』のではなく『これから出ていく』んでしょ？　もし侘タ瑠ル徒トに愛想を尽つかしたのなら、さっさと出ていっちゃうんじゃないかなって思うんだけど？

　中央広場なんて目立つところにわざわざ集合してから出ていくんなら、それは守備隊と話がついているってことのように思うのですけど？」

「それだったらよけい悪いじゃない！　これから帝国の正規軍が攻めてくるってときに、何で守りの兵を減らすのよ!?　こりゃもう、守備隊もさじを投げたに違いないわ！」

「そりゃまあ、これから篭ろう城じようするのに兵の数減らすなんて、おかしいなって思うけれども……」

　二人ふたりは商人であり、軍隊のことはよくわからない。戦争のこともよくわからない。だから、軍師である伏ふせ龍たつたちが考えていることは、さすがにわからなかった。

「侘瑠徒にまだ残ってる商人連中も、みんないっしょに出ていくことにしたらしいわ。私たちもぐずぐずしちゃいられないわよ。

　もうダメだってわかった街に、これ以上残っている理由はないわ。守備隊と一いつ緒しよに死んでも、お金にならないもの！」

「んー、姉さまが死んでいくらかになるなら、それはそれでやぶさかではありませんけど？」

　しれっとつぶやく銀麗。

「寝ぼけ眼まなこで何おっかないこと言ってるのよ!?　さあ、さっさと支度して！」

　そう叫さけんで、玉麗は自分の荷物を手当たり次第に引っ摑つかんだ。

　銀麗も、さすがにこれは急いだほうがいいと考え、とりあえず着替えようとして……ふと思いだした。

「支度はいいけど……例の赤塩はどうしますの？」

「赤塩？　……ああ、内職の手間賃の割増で貰もらったっていう、赤塩ね？」

「そう、交換するための鑑札は貰ったけど、現物はまだ倉庫の中なの。あれ、全部積み込んだら、馬車がいっぱいになっちゃうと思うわ」

「馬車いっぱい!?　そんなにたくさん貰もらったの!?　塩を!?」

　塩を貰ったとは聞いていたが、そんな量だとまでは聞いていなかったのである。

「塩は塩でも、シャン族が持ち込んだ赤塩ですわ。そのまま売るには目立ちすぎるし、どうするか姉さまと相談しようと思っていたの」

「うーん……そんなにたくさんの塩を馬車に積んだら、逃げるに逃げられないわ。仕方ないわね。とりあえず、重すぎない程度に積んでみましょ。さあ早く着替えて、荷物を積んだら、倉庫に行くわよ！　一足先に馬車のところに行ってるからね！」

　玉ぎよく麗れいはそう言って出ていった。

「……となると、のんびりしていられないわね」

　銀ぎん麗れいはそうつぶやくと、飛び起きて素早く着替える。そして、身の回りのものをひとまとめにすると行こう李りに押し込め、自分の定位置である馬車の荷台に飛び乗った。

　倉庫にはちゃんと役人がおり、彼に鑑札を見せ、塩を馬車に半分ほど積み込んだところで、

「パプゥウウウン！」

　という音が、どこからともなく鳴り響いた。

「あら、あのラッパ、何だと思います姉さま？」

「あれはラッパじゃないわね。シムールの角笛よ」

　塩の袋を引きずりながら、玉麗が吞のん気きに答える。銀麗も、ふうんそうなのね、と納なつ得とくしかけて……その角笛の意味に気がついた。

「シムールの……？　ってことは姉さま！　もうシャン族が侘タ瑠ル徒トを出るのじゃないかしら!?」

「どうせ見捨てて出ていくんだから、いいじゃない。私たちはもう少し塩を積み込んでから……」

「そうじゃありませんわ！　シャン族が出ていったら、すぐに篭ろう城じよう戦ですわ！　門が閉ざされて逃げられなくなっちゃう！　私たちも急がないと！」

　銀麗は慌あわてて馬車に飛び乗ろうとしたが、玉麗は未練がましく袋を引きずり始めた。

「じゃあ、あと十袋ほど積み込んでから……」

「なに吞のん気きなこと言ってやがりますの！　シムールの馬は足が速いから、あっという間に出ていっちゃいますわ！　ぐずぐずしてると侘瑠徒に閉じ込められちゃう！」

「わかった、わかったわ！　じゃああと一袋だけ……」

　またもや、袋を引きずり始める。

「今すぐ！　出るの！　欲張り婆ばあさんから順番に死ぬって、まだわからないの？　この行き遅れは!?」

「誰が婆さんよ、行き遅れよ!?　ああもう、わかったわよ。じゃあ行きましょう。もし侘瑠徒が無事だったら、後で残りの塩を持っていきましょ……無事だったら、だけど……」

　ようやく玉ぎよく麗れいはあきらめた。




　侘タ瑠ル徒トの中央広場に、三千頭の馬のいななく声と、人々の話し声と、馬にくくりつけた荷物が触ふれ合う音、そして家畜たちの鳴き声が入り混じった、市場を思わせるような賑にぎやかな音が響き渡っていた。

　中央広場を埋め尽つくしているのは、この侘瑠徒に駐留していたシャン族たちである。

　彼らは馬の背中に包建パイクーや炊事道具を積み、旅支度を整えて、北の門が開くのを待っていた。

　遊牧民である彼らは定住する家を持たない。大荷物を持って歩く習慣も無い。移動が決まれば、ほんの数時間で家財道具を馬に積んで移動することができる。

　シャン族の集団の中ほどに、ミーネはいた。

　少し後ろには荷物を背負った荷駄だ馬ばを引いたミリンが控えている。

　ミーネはふくれっ面つらのまま、じっと前を見ていた。

　泣き腫はらした目が赤い。

　──みんな馬ば鹿かばかりじゃ。何で、わしを追い出そうとするのじゃ……酔っ払いの馬鹿も、おっぱいお化けも、龍りゆう飛ひも燎りよう原げんも、からくり人形芝居一座の那な刳ぐりまでもが、晴せい凛りんと同じことしか言わん。

　わしは確かにシャン族の姫じゃ。族長イシルの娘じゃ。じゃが、わしは、晴凛の嫁じゃ！　……まだ、本当の嫁ではないが、晴凛はわしを嫁にすると言ってくれたではないか！

　嫁というのは、どんなときでも夫と一いつ緒しよにいるものではないのか？　こんな風に、さっさと追い払っていいものではないはずじゃ！

　あの、おっぱいお化けも龍飛も、晴凛はわしが大切だから、侘瑠徒から出ていけと言ったんだとか言っておったが。そんなのは噓うそじゃ！

　本当に大切なものなら、大事なものなら、片時も自分のそばから離さんはずじゃ！

　……つまり、わしは大切でも大事でもない、ということなのか。

　にじんできた涙を、ぐい、と右手の甲で拭ぬぐったミーネは、ぶんぶんと首を振った。

『もういい！　もう知らん！　勝手にしろ！　わしをいらない子扱いする連中など、こっちから願い下げじゃ！』

　想いが思わず口に出たのだろう。後ろで馬の鞍くらに荷物を縛しばり付けているロープの結び目を確認していたミリンが聞いた。

『え？　何か言いましたか？』

『何でもない！　もう侘瑠徒にはいたくない、と言ったんじゃ！』

　ミリンは、あれまあ、という顔になった。

『ついさっきまで、何が何でも侘瑠徒に残る！　とわめいて暴れていたくせに……』

『うるさい！　どうせ、わしはいらん子じゃ！　お前なんかいらん、と言われるくらいなら、こっちから先に愛想を尽つかしてやるだけのことじゃ！　ああもう！　なんで門を開けんのじゃ！　まったくあの馬ば鹿かは、やることなすこと愚ぐ図ずでノロマで優柔不断で馬鹿で……あーもう、口に出すのも腹が立つ！』

　ミーネがそう言って、その形のよい眉まゆを逆立てたとき、北門の脇わきに置かれた太たい鼓こが打ち鳴らされる。どーん！　どーん！　という音があたりに響き渡った。

　ゆっくりと北門が開き、隊列の先頭にいた先陣の伝令が、持っていた角笛を高らかに吹き鳴らした。

「パプゥウウウン！」

　それは進軍の合図だった。

　先陣がゆっくり歩き出すと、広場を取り囲むように見守っていた守備隊の兵士たちから声が飛んだ。

「必ず来てくれよ！」

「お前らが頼りなんだからな！」

「また、一いつ緒しよに酒を飲もうぜ！」

　シムールの戦士たちも手を振り、言葉を返した。

『必ず来る！　シャン族は約束を守るぞ！』

『お前らも侘タ瑠ル徒トをちゃんと守れよ！』

　帝国語とシムール語の叫さけびが交差する中を、三千のシャン族はゆっくりと門を出ていく。

　彼らは最初、帝国軍の軍人である守備隊の兵士とは、会話どころか視線すら合わせなかった。

　帝国兵は祖父の代から敵として教え込まれてきたのだ。晴せい凛りん一人ひとりがシャン族と共に暮らしたぐらいでは、その因いん縁ねんは解けはしない。

　だが、侘瑠徒の街で、共に肩を並べてタッケイ族、ユルム族の連合軍三万と戦う羽目になったときから、彼らシャン族の戦士の意識の中に変化が生じ始めた。

　共に肩を並べて戦い共に生き抜いた、という親近感が芽生えたのだ。

　侘瑠徒が、帝国に反旗を翻ひるがえし、指導者となった晴凛がシムールの族王エオルから不可侵の確約を得て帰ってきた時点で、シャン族の戦士たちの中にあったわだかまりは、ほとんど消えていた。

　侘瑠徒にいる兵士は帝国軍の兵士ではない、侘瑠徒の兵士なのだ。

　守備隊の兵士たちが城壁の上に一列に並んで手を振る中を、シャン族は隊列を組んで、次々に城門から外へと出ていく。

　やがて、ミーネの前の馬たちが動き始めた。

　乗っているロヘリンの脇わき腹ばらを軽く蹴けると、ロヘリンは前の馬たちに続いてゆっくりと歩き始める。

　周囲で歓声を上げている守備隊の兵士に交じって、アイリーンが手を振っているのが見えた。その隣にはからくり人形芝居の一座の人たちがいる。

　だが、ミーネはわざと目を合わさないようにして、遠くを見た。

　──いいのじゃ。どうせ、わしはいらん子なのじゃ。未練がましく手を振ってやることなんかないのじゃ！

　それにしても……おっぱいお化けも、那な刳ぐりも見送りに来ているというのに、なぜ晴せい凛りんは姿を見せんのじゃ！

　胸の中に言いようのない不安が湧わき上がるのを抑えるように、唇くちびるを、つん、と尖とがらせて、ミーネは黙だまったまま馬を進めた。

　シムールの隊列はゆっくりと北門に向かって動いていく。

　周りから聞こえる歓声も呼びかける声も、ミーネの耳には入っていなかった。

　ミーネはつまらなさそうな顔を作ったまま、視線を合わせないようにして、何気なさを装って周りを見回した。

　──どこじゃ？　晴凛はどこにいる？

　だが、視界の中に晴凛の姿は無い。ミーネの目にうっすらと涙が浮かぶ。

　──もしかして、わしは本当にいらん子なのか？　わしなんかどうでもいいと思っておるのか？

　シャン族の隊列に従って、一いつ緒しよに北門に向かって歩いていたミーネの視界に、一人ひとりの若者の姿が飛び込んできたのはそのときだった。

　見覚えのある、収まりの悪い髪をなびかせて、その若者は北門の脇わきの城壁の上に立っていた。

　──いた。晴凛じゃ！

　安あん堵どのため息をついたミーネは、思わずにやけそうになった顔を引き締めた。

　いや、晴凛は侘タ瑠ル徒トの王じゃ。王がシャン族の戦士を見送るのは当たり前じゃ。

　わしのためにあそこに立っているのではない。

　ミーネを乗せたロヘリンは、ぱかぽこ、というのんびりした蹄ひづめの音を立てながら、晴凛が立っている城壁に近づいていく。

　──向かんぞ。わしは絶対に晴凛のほうを向かん！　笑ってなどやるものか！　手を振ったり、ましてや声をかけたりするものか！

　ミーネは意地を張って、晴凛のいる方角を見なかった。しかし、胸の中では晴凛が自分に声をかけてくれることを期待して、全神経を耳に集中させていた。

　その全身を耳にしたようなミーネの姿を見て、ミリンは肩をすくめた。

『いいかげん、意地を張るのはやめたらいかがですか？』

『うるさい！　意地など張ってない！』

『ほら、晴凛殿が手を振ってますよ？』

『本当か！』

　ミーネは目を輝かせて、晴せい凛りんのほうを見ようとして、慌あわてて首を振った。

『……って、関係ない！　あんなやつのことなど知らん！』

　つん！　と顔を逸そらしたまま、ミーネは北門をくぐった。

　侘タ瑠ル徒トの城門を出ると、目の前にはタリム盆地の北に広がるロクト高地が広がっている。

　ロクト高地は、侘瑠徒の街があるタリム盆地を作ったタリム川が、大きく大地を削けずった高い崖の上に広がるテーブル状の台地である。

　そのロクト高地を見上げたミーネは思った。

　──遠い。

　侘瑠徒で晴凛に勉強を教わっていた頃は、あそこまで遠乗りに行くのが日課で、あの高地は前庭のようなものだと思っておった。

　なのに、なぜじゃろう……あの高地がとてつもなく遠く見える。

　振り返りたかった。

　振り返って、城壁の上に立つ晴凛の姿を見たかった。

　呼びかけて、手を振りたかった。

　ミーネが手た綱づなをぎゅっと握りしめた、そのとき。二頭ほど前にいる千騎長のダガフと、その部下である百騎長たちが交わす会話が聞こえてきた。

『……侘瑠徒は持ちこたえられるでしょうか？』

『うむ、難しいな……いかんせん兵の数が足りん。城壁に配置する守備兵は一人ひとりでも多いほうがいいと考えたわしは、昨夜、晴凛殿のところに行って、シャン族の戦士を馬から下ろし、守備兵とするように申し入れた。

　我々は、晴凛殿とミーネ様をお守りするために戦うことを誓い、そのために志願した者ばかりです。馬を下り侘瑠徒を守る守備兵として使われても、誰も文句は言いません、とな。しかし、あの方は私の申し出を断った』

『なぜですか？　街を守る兵士は一人でも多いほうがいいに決まっているのに……』

　ダガフは大きくため息をついた。

『シムールは騎馬の民。馬に乗っているときが一番強いからだ、と言って笑ったよ……そして、こうも言った。もし、侘瑠徒の囲みが厚く、背後から攻撃しても抜けそうにないときは、無理をせず、シャン族の放牧地に帰ってくれ、とな』

　百騎長たちの顔色が変わった。

『それは……つまり……』

『そうだ。晴凛殿は、最悪の場合、侘瑠徒が落ちることを覚悟しているのだ……』

　ミーネの肩が震えた。

　肩だけではなかった。身体からだの芯しんのほうから震えがきて止まらなかった。

　──何を言っているのだ、ダガフは。

　侘タ瑠ル徒トが落ちるだと？　……侘瑠徒が落ちるわけがないではないか……だって、晴せい凛りんも伏ふせ龍たつも、龍りゆう飛ひもみんな笑っていたではないか。

　大丈夫だ、今度も勝つ。絶対に勝つと言って笑っていたではないか。

　あれは噓うそだったのか？　もしかして、本当は……。

　ミーネは、がばっ！　と音が立つほどの勢いで振り返った。

　城壁の上に、手を振る晴凛の姿があった。

　晴凛は白い歯を見せて笑っていた。

　そのとき、ミーネは聞いた。

　城壁の上に勢ぞろいして、手を振る守備兵たちが口々に叫さけぶ声の中に、晴凛の声をはっきりと聞き分けた。

「ミーネ姫！　お元気で！　ミリンさんの言いつけをよく聞いて、無茶なことはしないでください！」

　その晴凛の声が終わるのと同時に、北門の上で太たい鼓こが叩たたかれる、どーん！　どーん！　という音が鳴り響いた。

　それは閉門の合図だった。

　すべてのシャン族と、侘瑠徒の街の中に残っていた商人たちが門を出たのだ。

　この後、北門は閉ざされ、破られないように内側に土ど囊のうを積み上げることになっている。侘瑠徒の門は北門を除き、すべての門を閉ざしている。この北門が閉まれば、侘瑠徒は完全な篭ろう城じよう体制に入ることになる。

　──門が閉まる。

　門が閉まれば、もう侘瑠徒には戻れない。

　もしかしたら、もう二度と晴凛とは会えないかもしれない。

　ミーネの頭の中を、晴凛との思い出が駆かけ巡めぐった。

　最初に出会ったときの、追いかけごっこ……遠乗りで悲鳴を上げていたときの泣き顔……文字を教えてくれたときの、きりりとした表情。

　そして、ルデルから教わった弓で、シャン族の宿営地を襲った黄おう蕃ばんを倒したときの真剣な顔……。

　そのすべてが、今、目の前で閉じられようとしていた。

　もう、限界だった。

　ゆっくりと閉じられていく北門の扉を見たとき、ミーネの中で最後まで捨てられなかった意地やプライドや、そういったものがすべて弾はじけ飛んだ。

　両目からぽろぽろと涙をこぼしながら、ミーネはロヘリンの手た綱づなを、ぐい、と引いた。

　いきなり手綱を引かれたロヘリンは、驚いて棹さお立だちになった。

『姫様！』

　驚くミリンをそのままにして、ミーネはロヘリンをその場で転回させ、一気に隊列の後方に向かって走り始めた。

『あ、こら！　どこに行くんですか！　この山やま猫ねこ！』

　ミリンの言葉など、聞いてはいなかった。ミーネの目に映るものは、今、まさに閉じられようとしている侘タ瑠ル徒トの北門の大きな扉だった。

　シャン族の隊列から飛び出したミーネは駆かけた。

　ただひたすらに駆けた。

　城壁の上で、遠ざかっていくシャン族を見ていた守備兵たちは、隊列の中ほどから一頭の白馬が飛び出すのを見て、怪け訝げんな声を上げた。

「あれ？　どうしたんだ？」

「あれは、ミーネ姫の馬じゃないのか？」

「え？」

　慌あわてて見なおした晴せい凛りんは目を丸くした。それは間違いなく、ロヘリンに乗ったミーネだった。

　ミーネの後ろから追いかけて来るのは、ミリンとシャン族の百騎長たちだ。

「あの馬ば鹿か！　戻ってくるつもりだ！」

「なんだって？」

　隣にいた伏ふせ龍たつが慌あわてて北門の門もん扉ぴを見た。
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　頑丈な材木で作られ、全面に火矢除よけの鉄板を張り付けた門もん扉ぴは重く、兵士が十人がかりで押して動かさねばならない。

「おい！　門を止めろ！　扉を閉めるのは中止だ！」

　伏ふせ龍たつが叫さけんだ。だが、動き始めた門扉は、容易には止められない。

　晴せい凛りんは走ってくるミーネに向かって叫さけんだ。

「馬ば鹿かなことはやめろ！　ミーネ！　無理だ！　門に挟はさまれたら死ぬぞ！」

　列の前のほうと背後の門のほう、両方が騒そう然ぜんとなった。

「何かしら……前のほうから……馬が、白い馬が駆かけてくる……？」

　御者台の玉ぎよく麗れいは前から駆けてくるミーネに気付き、馬車の荷台の上に乗っていた銀ぎん麗れいは門のほうの騒さわぎを聞きつけていた。

「……門を閉めるの、中止？　どうしたのかしら？」

　銀麗が前を向き、玉麗が振り返る。姉妹が目を合わせて、しばし。

「誰かが、侘タ瑠ル徒トに戻ろうとしてるってこと!?」

　と、声を合わせて叫んだときには、姉妹の馬車のすぐ横を、一筋の矢のように白い馬が駆け過ぎていった。

「今の、シャン族のちびっ子姫じゃなかった!?」

「速すぎて見えませんでしたわ、姉さま！」

　顔を見合わせているうちに、ミーネを追いかけてきたミリンが姉妹の馬車の手前まで走ってきた。

　姉妹は侘瑠徒でシャン族を相手に商売をするときに、ミリンに通訳をしてもらったので、顔見知りなのだ。

『止まりなさい！　この色ボケ山やま猫ねこ！』

　シムールの言葉だったので姉妹には意味はわからなかったが、たぶん、とってもひどい悪口を言ったんだろうなというのは想像がついた。

　ミリンの目の前で、門扉がゆっくりと閉まっていく。

　門扉に取り付いた兵士が押しとどめようとしたが、勢いのついた重い扉は少し遅くなっただけで、その圧倒的な質量で閉まり続けた。

「危ない！　よせ！　やめろ！」

　晴凛の叫び声と共に、ロヘリンが白い矢のような速さで一メートルほどの隙すき間まを走り抜けた。

　次の瞬しゆん間かん。北門の門扉は、ごごごぉおおん！　という重々しい音を立てて閉じた。

　城壁から駆け下りてきた晴凛を見て、ミーネはロヘリンから飛び下りた。

「ミーネ姫！」

　晴凛はミーネを厳しい目でにらみつけると、門を管理している守備兵の責任者に向き直った。

「申し訳ありません！　門をもう一度開けてください！　ミーネ姫を外に出します……」

　責任者が、門もん扉ぴのところにいた兵士たちに、門を開けるように指示しようとしたとき、ミーネが叫さけんだ。

「門は開けないで！　わしはここに残る！」

「ミーネ姫！　我がままもいい加減にしてください！」

「我がままではない！　これは、我がままなんかじゃない！」

　ミーネはそう叫ぶと、いきなり晴せい凛りんの足元に片かた膝ひざをつけてひざまずいた。

「ミーネ姫！」

　驚く晴凛を見上げて、ミーネは言った。

「この侘タ瑠ル徒トの城主、泉せん野や晴凛殿に、お願いがあって戻りました！」

　その改まった言い方に、晴凛は面食らった。

「お、お願いだって？」

　ミーネは小さくうなずくと、背中に背負っていた小さな弩ど弓きゆうを自分の前に置いた。

「弓きゆう兵へい一人ひとり、雇っていただきたい！」

　晴凛は目を見開いた。

　それは、この侘瑠徒がシムールに包囲されたとき、後に残った晴凛がミーネに言ったセリフそのままだった。

「あ、いや、でも……」

　言葉を探す晴凛の肩を、伏ふせ龍たつが、ぽん、と叩たたいた。

「お前の負けだ、晴凛」

「え？　僕の負けって？　いや、でも……ちょっと待ってくださいよ！」

　晴凛がそう伏龍に言い返そうとしたとき、城壁の上に立っていた見張り員の警けい笛てきの音があたりに鳴り響いた。

「ピィリリリリリリィ！」

　はっと、顔を上げる晴凛たちに、見張り台の兵士が叫んだ。

「南の谷に動き！　無数の旗が見えます！」

　伏龍は真剣な目で晴凛を見て言った。

「門を補強し、後ろに土ど囊のうを積む時間が必要だ。もはや門を開けるわけにはいかない……そういうことだ」

　晴凛はがっくりと肩を落とした。

「……わかりました。仕方ありません」

　ミーネはゆっくりと立ち上がると、周りで見守っていた守備兵たちを見回して胸を張った。

「シャン・クム・ミーネ！　故ゆえあって、侘瑠徒防衛隊に加わる！　よろしく頼む！」

　守備兵たちの間から、笑いとそして拍手が起こった。

「姫様が一いつ緒しよってことは、恥はずかしいことはできませんなあ！」

「ああ、シャン族の連中に告げ口されたら、一いつ緒しよに酒を飲んだときに笑われちまう！」

「侘タ瑠ル徒トにはシャン族のケガ人も残っています。きっと姫様が残って看病すれば、すぐによくなりますよ！」

　誰かが混ぜっ返した。

「早く治さないと、殺されちまうからですか？」

「そりゃあひでえ！」

　大声で笑う兵士たちを見て、伏ふせ龍たつは思った。

　──……この状態で兵士が笑えるってことは、大事なことだ。やっぱり、この姫様は幸運の女神なのかもしれねえな。







　　　第八章「倉庫の伏兵」







　侘瑠徒の街にミーネが舞い戻ったその頃。

　延えん声せいの大通りを数十台の馬車が隊列を組んで進んでいた。

　帝国軍の旗印を掲げたその馬車は、食料や矢などの消しよう耗もう品を運ぶ、補給隊の馬車だ。

　軍隊とは巨大な胃袋である、という言葉の通り、軍隊は一日で大量の食糧を消費する。

　補給隊の馬車は軍隊という巨人の身体からだに血液を届ける血管であり、血流が止まれば巨人は死んでしまう。

　補給を軽視した軍隊がどんな末路をたどるのか、それは言わずもがなである。

　広場を通り抜けた馬車は右に曲がり旧市街地に入ると、そのまま軍務局の補給倉庫の前で止まった。

　倉庫の前には大勢の男たちが立っていた。

　男たちは軍服を着ていない。平服のてんでばらばらの服装をしているところを見ると、荷物かつぎのために雇われた一般人なのだろう。

　先頭の馬車から飛び降りた若い士官が、倉庫の前に立っていた主計部の役人と配給担当参さん謀ぼうに敬礼して申告した。

「第三十二補給隊、糧食を受け取りに参りました！」

　配給担当参謀は手に持った書類の束をめくって、若い士官が差し出した伝票と突き合わせ、内容を確認してうなずいた。

「第三十二補給隊への配給、了解した」

　配給担当参謀が待機していた部下の兵士に向かってうなずくと、その兵士は倉庫の前に立っていた荷物かつぎの男たちに向かって怒鳴った。

「よーし、これから馬車の中に、糧食を積み込む。急げよ！」

「へい！」

　上半身裸になった荷かつぎの男たちは、錠じよう前まえを開けられた倉庫の中に素早く散っていく。

　高く積み上げられた糧食を見ながら、配給担当参謀の上じよう尉いが、主計部の役人に言った。

「侘タ瑠ル徒トの街までは街道を使って馬車で三日。往復で六日。つまり、一回の補給隊で六日分の糧食を前線に届ければよい計算です。

　兵が自分の三日分の糧食を持ち、中隊ごとの馬車には七日分が搭載してありますが、城攻めとなれば長期の包囲戦も考えられます」

　主計部の役人は眉まゆをひそめた。

「そうなると、この倉庫もあっという間に空になりそうですな……このときを備えて備蓄はしてあったのですが、応援の本隊が糧食を用意できなかったのが痛いですな」

「仕方ありません。何しろ急な出兵でしたし、食糧調達の先発隊が、まさかあんなことになるとは思ってもいませんでしたから……」

　配給担当参謀は倉庫の屋根近くまで積み上げられた穀物袋の山を見上げて、つぶやくように数字を暗唱した。

「……麦に換算した場合、一日の兵が必要とする糧食はおよそ七百小斤グラム。四万人ともなれば、毎日、二十八大ト斤ンを消費する。これは馬車でおよそ三十台分であり、六日分ともなれば、糧食を運ぶだけで馬車百八十台が必要となる」

「……さすがですな。すべて頭にはいっていらっしゃるとは……」

　主計部の役人が感心したように言うと、配給担当参謀の上尉は照れたように首を振った。

「いえ、大したことじゃありません。算議部の軍人は剣を持って戦うのではなく、算そろ盤ばんを持って戦うだけのことです」

　この士官の言っていることは正しい。

　軍隊というのは、武器や火器という、いわゆる正面装備だけで成り立っているわけではない。

　延えん喜ぎ帝国は大軍をもって敵を圧倒する、物量を生かした戦法を得意とするが、それを可能にしているのが、こうして街ごとに備蓄された糧食と、それを運ぶ補給部隊の充実。そしてこの算議部の士官のような、算そろ盤ばんを使いこなす実務のプロである。

　今回の侘タ瑠ル徒ト攻略は、実戦部隊の兵士三万五千人の他に、補給部隊として四十隊七千八百人、馬車四百台、馬匹一千頭が動員されている。三万五千の兵を食わせ、戦わせるにはそれだけの輸送力が必要とされるのだ。

「ほいや！　せいや！　ほいや！　せいや！」

　配給担当参さん謀ぼうの見ている前で、荷物かつぎの男たちがかけ声をかけながら手際よく穀物の入った麻袋を運んでいく。

　山のように積まれた袋を一人ひとりの男が投げ落とし、それを二人ふたりが厚い布を広げて受け取る。受け取った麻袋は一人の男が肩にかついで歩き出すと、次の男が進み出て布の片方を持ち、落とされた麻袋を受け取るのだ。

　その、流れるような作業を見ていた配給担当参謀が、感心したように言った。

「それにしても、荷かつぎの手際がよいですな。何か特別な訓練か手順でも？」

「いえ。彼らは日当いくらで集めたこの延えん声せいの男たちです。古くなった備蓄食糧の入れ替えは毎年行っていますから、この倉庫の間取りに馴なれているものが大勢いるのでしょう」

　配給担当参謀の問いに答えつつも、主計部の役人は妙みような胸むな騒さわぎを感じていた。

　かけ声をかけながら、ひとつ六十中キ斤ロはある大袋を運ぶ荷かつぎの男たち。その動きはまるで、つい最近、同じことをやったばかりのように手慣れている。

　胸の中に浮かんだ疑問がひとつの答えに達したとき、主計部の役人は思わず口に出した。

「いや、そんなはずはない。今年の収穫と入れ替えは、まだ先のはずだ！」

「どうしました？」

「いえ、何でも──」

　役人と配給担当参謀がそんな話をしているときに、その騒ぎは起こった。

「おい、危ないぞ！」

「うわあっ！」

　積み上げられた糧食の山の上で袋を運び出していた男が、体勢を崩して袋を取り落としたのだ。落ちた袋は受け取るために広げていた布を大きく外れて、地面に叩たたき付けられた。

　ばしぃっ！

　鋭するどい音を立てて破けた麻袋の中から、ざっ、という音がして中身がこぼれる。

「こ、これはっ!?」

　地面にぶちまけられた中身を見て、役人は絶句した。

「まさか！」

　配給担当参謀は駆かけ寄ると、破けた麻袋の中身を手のひらにすくい取った。

「糠ぬかと……小石だと？　くそっ、どういうことです、これはっ！」

　主計部の役人は袋に駆け寄って袋の中身を改めた後、顔面蒼そう白はくになってその場にいた部下に向かって叫さけんだ。

「おい、詰み込み中止だ！　他の袋も開けて中身を確認しろ！」

　倉庫の中は大おお騒さわぎになった。

　主計部の役人は自分の手の中にある、米粒ほどの大きさの白い小石と糠ぬかが混ざったものを指で揉もんだ。

　──手て触ざわりも匂いも米と同じ……これが全部小石なら重さでわかる。だが糠と混ぜた分軽くなる。

「そうか……そういうことか。あの小石と糠はこのために……まったく、そんなところで有能さを発揮しなくても……」

　失しつ踪そうした主計部の担当課長が何をやらかしたのか。今こそ、課員は理解した。

　だが、課長の偽装工作は自身が考えたものではなかった。この工作は伏ふせ龍たつの発案だった。発覚が遅れれば遅れるほど効果的、という利害が一致した課長は、伏龍の考案したこの偽装工作を取り入れ、倉庫の穀物を横流ししたのである。




　確認の結果、倉庫にある一番手前の一列の袋をのぞけば、すべて中身が小石と糠、あるいは小石とふすまが詰められていることが判明した。

　さらに、荷かつぎの男たちを事情聴取したところ、失踪した課長が、侘タ瑠ル徒ト攻略のため前線補給所を作ると称して、倉庫の中身を持ち出していることが明らかになった。

　主計部の執務室ですべてを聞いた主計部の部長は、顔を両手で覆った。

「何ということだ……なぜ……このようなことが……」

「はい。担当課長は何を考えてこのようなことをしたのでしょう。これは帝国への明らかな反逆です。本人だけでなく、家族も処刑される大罪になります」

「そうじゃない。そっちじゃない……なぜ、誰もこのことを報告しなかったのだ！　こいつは一人ひとりや二人ふたりでやった仕事じゃない。運び出しから輸送まで、百人以上の人間が関わっている！　その中の誰一人、おかしいとは思わなかったのか！」

「それは……おかしいとは気づいていたようです」

「ではなぜだ！」

　課員はためらいがちに答えた。

「……関わり合いになることを、おそれたのだと思います。犯罪であることが明らかであればこそ、確認してしまえばただではすみません……。逆に、自分は騙だまされていることにしてしまえば、誰からも敵視されない。ちゃんと手間賃や給金は貰もらえる。だから全員が、おかしなところには見て見ぬふりをしたのです」

　報告した課員も、聞いている部長も、今更言うまでもなく、そんなことはわかっていた。

　彼ら自身も、そうやってきたからだ。

　金を持つ者、権力を持つ者が犯罪を犯しても、それが自分や自分の組織の利益を損なわない限り、邪じや魔まをしない。そうやって互いに目をつぶり合うことで、帝国という組織は大過なく動いてきた。

　──そんな小さな犯罪をいちいち潰つぶして回っていては、仕事が滞おこたる。仕事が回ることを優先すべきだ。

　私はそう考えてきた。しかし、それは正しかったのか？

　役人が犯罪を見逃していることをずっと見続けてきた人々は、今や犯罪に関わっていながら素知らぬ顔だ。

　我々のやってきたことは、帝国を支える臣しん民みんの忠誠や倫理という柱を、みずから食い荒らすことではなかったのか？

「あの……部長。これから、どうしましょう」

「これから？　あ、ああ。これから……か」

　主計部の部長は顔を上げ、椅い子すに深く座り直した。

　──私がこの椅子に座っていられるのも、そう長くはないだろう。

　間違いなく帝都に召還され、投とう獄ごくされるだろう。取り調べの後はよくて流罪、悪くすれば極刑だ。

　──ならば、どうする？　あの、横流しをして逐電した課長のように俺も逃げるか？

　いや、それはできん。今、私のなすべきことは、この目の前にある破は綻たんを少しでも抑おさえ込み、悪影響が広がらないように努力することだ。

　それが、私が今まで管理職として、部下より高い給料を貰もらってきた理由だ！

　部長は顔を上げて、執務室の中にいる部下に向かって呼びかけた。

「よし、手持ちのありったけの金を使って、糧食を買いあされ！　予算など気にする必要はない。手に入った分はすぐに前線に運ぶんだ！　焼け石に水でも構わん！　無いよりはマシだ！

　最悪の場合は、徴発隊を編成し、居住民の持っている食糧を徴発するしかない！　大至急、領主の犂すき山やま閣かつ下かに徴発の許可を求める申請書を作成しろ！　私が持っていく！」

　部長の指示を受けた主計部の職員たちは、街の中を走り回った。

　しかし、このときすでに、軍の備蓄倉庫から糧食が消えていたという知らせは延えん声せいの街の中に広がっており、穀物の相場は一気に高騰していた。

　結局、主計部の手元にある現金では、五日分の糧食を集めるのが精一杯であった。




　延声の備蓄倉庫の糧食のほとんどがすり替えられていた、という知らせは、延声を出発し、達たつ智ち砦とりでに到着していた帝国軍の本隊に早馬で伝えられた。

　伝令から報告を受け取った司令部の補給担当の参さん謀ぼうは、気を失いかけた。

　侘タ瑠ル徒ト攻略の補給計画が、一いつ瞬しゆんにして根底から崩壊したのだ。

　──どうする？　どうすればいい……いや、俺が考えてもどうにもならん、今はこのことを軍師殿に伝えるのが先決だ！

「将軍、直裁軍儀官殿！　大変です！　大変なことになりました！」

　大声を上げて、達たつ智ち砦とりでの指揮所の建物の中に飛び込んできた補給参さん謀ぼうは、血走った目を孟もう旗き将軍と沢さわ樹ぎ直裁軍儀官に向け、叫さけぶように言った。

「糧食が、糧食がありません！　倉庫にある糧食は誰かが横流ししたらしく、袋の中身は石に化けてます！　詳しよう細さいは現在確認中ですが、延えん声せいの備蓄糧食はほぼ全滅です！」

「なんだと？」

　さすがに孟旗将軍以下、その部屋にいた指揮官全員の顔色が変わった。

　糧食が無ければいかなる大軍といえども戦えない。これは兵法とか練度以前の問題だ。

　しかし、同じように虚をつかれた沢樹延えん銘めいの様子は違っていた。

　我に返った沢樹は奥歯を嚙みしめると、手に持った軍ぐん扇せんを、ばっ！　と開いた。

　そして、目に敵てき愾がい心しんを燃やして、その扇おうぎで自分の顔を仰あおいだ。

「なるほど──なるほど！　やはりお前だな、神しん流りゆう千せん斗と！　実にお前らしい、姑こ息そくな罠わなだ！　褒ほめてやろう！　だが、俺は負けぬ！　お前に勝つ！　勝って、練れん涯がい塾の筆頭が誰か、世間に知らしめてやる！」

　居並ぶ指揮官が不安そうにひそひそと会話を交わす中、会議室には次々に情報が入ってきた。

「横流しした糧食は穀物商人に渡り、そこから侘タ瑠ル徒トに運ばれた、との情報が入っております！」

「現在の軍倉庫に残っていた糧食の総量が判明しました！」

「犂すき山やま閣かつ下かから、延声市内の穀物商の倉庫から徴発してもよい、という許可が出ました！」

「商人が備蓄している穀物の総量を現在確認中です！」

　主計部の役人と沢樹は確認できた数字を次々に紙に書いて、算そろ盤ばんをはじき始めた。

　糧食がどこに消えたのかの経緯よりも、四万二千人の兵士たちを養うことのほうが急務だった。

　ほどなく、答えが出た。

「わかりました。手持ちの糧食と備蓄、徴発分を合わせて、総量支給で二十二日分、減量支給で五十日分ですね」

　沢樹延銘の上げた数字に、全員がうめき声に似た声を上げた。

　総量支給とは、帝国軍が法に定めた、戦闘時に配食する食事の量のことである。

　鎧よろいを着込み、武器を持ち戦う兵士は肉体労働者であり、一日の消費カロリーは大きめに設定されている。

　そして、減量支給とは、篭ろう城じよう戦などで糧食が不足したときのために指定された食事の量のことだ。常に空すきっ腹になるが、飢えるような数字ではない。しかし、減量支給では力が出ないため、激しい戦闘はできないし、行軍も落らく伍ご者しやが増える。

　作戦行動は、すべての兵士が一人ひとり当たり一日三千キロカロリーを補給されている、という前提の上に成り立っている。まさしく『腹が減っては戦いくさはできぬ』ということである。

「二十二日か……それでは戦えぬな」

　孟もう旗き将軍が髭ひげをしごく。他の将校も暗い顔でうなずいた。

「侘タ瑠ル徒トまで全部隊が移動するのに三日。部隊が野営地を築き、防備を固めるのに一日。それから攻城兵器を組み立て、あわせて接近するための道や敵の接近を防ぐための防壁の構築に五日……これだけで九日かかります。いざというときに撤退するため、三日分の食料を残しておくとなりますと、城攻めに使えるのは実質十日しかありません」

「それでは、あまりに時間が足りない。せめてその倍の日数がないと」

「はい。ここは帝都に食糧を輸送するように依頼しましょう。備蓄食糧がないのは、延えん声せい守備隊と県令の犂すき山やま綾りよう世せい閣かつ下かの手落ちです」

「ううむ。……沢さわ樹ぎ直裁軍儀官殿はどう思われる？」

　他の将校たちがざわめいて不満を口にしている中、沢樹だけはじっと地図を見ながら考え込んでいた。

　やがて、ぷくりと小鼻をふくらませて、沢樹延えん銘めいは孟旗将軍に向き直った。

「いえ、問題ありません。当初の予定より短くなりますが、二十二日で侘瑠徒の街を陥落させましょう。まずもって、帰還のための三日分の食料は考えなくともよろしいでしょう」

「なに？」

「正気か!?」

「それでは、たとえ侘瑠徒を陥落させたとしても、我が軍は立ち往生することになるぞ！」

　参さん謀ぼうたちの抗議を、沢樹は鼻を鳴らして否定した。

「いたって正気ですとも。そもそも、備蓄されていた延声の倉庫から持ち出された糧食はどこに行ったのか？　それは、侘瑠徒の街に間違いありません。裏切り者の主計部課長が横流しした穀物は、すべて仲介役の商人を通じて侘瑠徒の連中が買い取っています。つまり、侘瑠徒を落とせば、食べ物は手に入るわけです」

「侘瑠徒を落とせば……だな。落とせば、だ……」

　さすがに、どの将校も『落とせなかったら』とは口に出さない。出陣前に不吉という気持ちもあるが、侘瑠徒の防衛設備や地形を、軍人として彼らは知り抜いていた。

　──双そう方ほうの被害や攻城の期間に差はあれど、正攻法であれば落ちる城だ。

　慎しん重ちような孟旗将軍ですら、侘瑠徒が『落とせない』とは考えていない。

　孟旗将軍は気になっている点を沢樹にただした。

「確かに、侘瑠徒を落とせば帰還の三日分の食料は必要無い。だが残りの七日はどうする？」

「まず、馬を減らします。騎兵五隊、千頭だけ連れていき、残りは延声に戻します。馬を下りた騎兵は臨時に奇兵、つまり手て空すきの兵として働いてもらいます。攻城兵器の移動のための道路敷ふ設せつ、防衛のための塀へいや堀の建設などを担当してもらいます」

　沢さわ樹ぎの説明に、騎兵将校から不満の声が上がる。

「誇ほこりある騎乗の士に、下働きをしろと言うのか」

「そのようなこと、我ら騎兵の仕事ではない。歩兵や弓きゆう兵へいにやらせればよかろう」

　これには沢樹ではなく他の兵科将校から反論が上がる。もともと、軍の中でも花形である騎兵と他の兵科はあまり仲がよくない。

「いや、馬は大飯食らいだ。馬が無ければ、糧食の問題はかなり軽くなる」

「ああ。秣まぐさは食えぬが、秣に混ぜて馬に食わす大豆を兵に回すだけでも、助かるというものだ」

「それに、馬から下りた騎兵に、歩兵や弓兵と同じ戦いができるのか？」

「よさんか、双そう方ほう」

　孟もう旗き将軍が、どん！　と、卓を叩たたいて両者を黙だまらせた。

「直裁軍儀官殿。馬を帰すのは私も賛成だ。だが、それなら馬のない騎兵五千を延えん声せいに一いつ緒しよに戻してもいいのではないか？」

「いえ、それでは手が足りません。城攻めの期間短縮のためには、労働力が不可欠なのです」

「しかし、馬四千を減らすだけではまだ食料が不足するだろう。どうするのだ」

「それはもちろん、兵士への配給を減らします。当然のことではないですか」

　しれっとした表情の沢樹に、孟旗将軍を含む全員が顔をしかめる。

「しかしだな。配給を減らすと兵の士気は目に見えて落ちるぞ。士気が落ちるだけではない。不平不満が溜たまれば、それはそのまま指揮官への反抗に繫つながる！」

「そうだ、これが篭ろう城じようする側であればともかく、城攻めは重労働。空きっ腹を抱え、やる気を失った兵士では、むしろ作業が滞おこたる！」

　沢樹は小鼻をぴくぴくと広げながら答えた。

「なに、心配いりません。食糧不足から来る不満が反抗に変わり、士気が落ちることが問題なら、その不満の行き所を指揮官に向けさせなければいいだけのことです」

「侘タ瑠ル徒トの反徒どもに向けろ、ということかね？」

「ええ、敵てき愾がい心しんを煽あおることは重要です。しかし、こういう場合は、もっと身近な敵を作るべきです！」

　沢樹はそこで言葉を切ると、居並ぶ指揮官たちを見回した。

「各部隊に対する査察を強化し、兵士の行動を採点し、劣った部隊とそうでない部隊との間に明確な食糧配給の差をつけるのです。

　規則違反した者、部隊行動の際に最後になった動作の遅い者、鎧よろいなどの装備をきちんと着用できない者……そういう者が所属する部隊の食糧配給の量を罰として減らします。

　失態を犯さなければ飯が食える、という厳然たる規律。まさに信賞必罰の体制で臨むのです。

　これによって、食糧不足による不満は、我々軍上層部ではなく、同じ部隊の中にいる劣った者、足を引っ張る者に向かうでしょう。

　我々に対する忠誠心は劣化せず、部隊の規律は引き締まり、体力的、精神的に劣った兵士を排除することができます。帝国緑軍は正しよう真しん正しよう銘めいの精兵に生まれ変わるのです！」

　沢さわ樹ぎの言葉を聞いた参さん謀ぼうたちの中には、おお！　とか、うむ！　という賛同のつぶやきをあげる人間もいたが、何人かは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情のまま無言だった。

　その、無言の指揮官たちを見て、孟もう旗き将軍は思った。

　──あの指揮官たちには、自分たちの部下の顔が見えているに違いない。

　軍というのは単なる仕事場ではない。兵というのは単なる労働者ではない。

　兵士は軍の中で暮らしているのだ。兵士にとって軍とは自分の家なのだ。

　生命を奪い合う熾し烈れつな戦場の中で、自分以外に唯一頼れるものは同じ部隊の仲間だけなのだ。同僚は友であり家族なのだ。

　互いに互いを監視し敵視し合うような、そんな家に誰が愛着を持つだろう。誰がそんな家族の窮きゆう地ちを救おうと思うだろう。

　相互信頼が成り立たなくなった軍隊は、単なる個人の集合体にすぎない。そんなバラバラな集団を作り上げて、何が精兵だと言うのだ。

　孟旗将軍はそれを言おうとして、口をつぐんだ。

　そこには、自分の方法論に賛同を示す参謀や指揮官たちを見て、満足そうに小鼻をふくらませる沢樹の顔があった。

　──駄だ目めだ。この男に何を言おうとも、理解されることはないだろう。そもそも、私の危き惧ぐが理解できれば、こんな馬ば鹿かな方法は思いつかない。

　この男には兵士が人間に見えていない。

　いや、違うな……この男にとって、他人はすべて人間ではないのだ。

　孟旗将軍と同じ危惧を抱いだいた参謀や指揮官たちの間から、否定的な声が飛んだ。

「それは……そこまでやる必要があるのか？」

「むしろ、全員の配給を兵も将校も一律で減量するほうがいいのではないか」

「いや、兵を半数、延えん声せいに残そう。攻城期間は延びるが、その間に帝都から追加の補給が届くはずだ。それを持って残りの半数が加われば、侘タ瑠ル徒トは落とせる」

「駄目だ。戦力の逐ちく次じ投入は兵法の戒いましめるところ。ここは延声で帝都からの補給を待つべし」

　参謀たちが口々に代だい替たい案──というよりは、沢樹の『やり方』を回避したいだけ──を出すが、沢樹は首を左右に振った。

「それらの提案、代案はすべて私も考え、そして捨てたものです。馬ば鹿かの考え休むに似たり、という諺ことわざの通り、あなた方は考えるだけ無む駄だですね。

　そもそも反乱軍は、なぜ糧食を奪ったと思います？　糧食を奪ったところで、帝国軍は一兵たりとも失うわけではない。もし我々が侘タ瑠ル徒トを包囲した後で、糧食が奪われたというのであれば、それは確かに危機です。しかし、今回はそうじゃない。なぜです？」

　参さん謀ぼう全員が口をつぐみ、顔を逸そらす。

　大きくため息をついて、孟もう旗き将軍が答えた。

「時間を稼ぐため。直裁軍儀官殿は、そう考えるわけだな？」

「はい。時間を稼げば、シムールの本隊が合流する。その手はずが整っているからこそ、やつらはこうやって糧食を強きよう奪だつしたのです」

　沢さわ樹ぎの言葉を聞いた参謀たちは、互いの顔を見合わせてうなずいた。

「確かに一理ある。もし、侘瑠徒攻略に手間取れば、城攻めの途中で、背後からシムール本隊の襲撃を受けるわけか。それは確かに不利だな」

「うむ、元々、野戦においては機動力のある騎馬弓きゆう兵へい主体のシムールのほうが、帝国軍よりも優位だ。帝国の騎兵は馬も乗り手も、遊牧生活をするシムールには遠く及ばない」

「今になって思えば、後詰めのない篭ろう城じよう戦など、ありえるはずもない。この策を考えついたのは侘瑠徒の軍師、伏ふせ龍たつか。なんとも狡こう猾かつな敵だ……」

　参謀たちが納なつ得とくしたのを見て、沢樹はうなずいた。

「ええ。侘瑠徒の反徒を指揮している伏龍こと神しん流りゆう千せん斗とは今回のような、相手をはめる罠わなを得意とした男です。私もさんざんに苦労させられました」

　もし、この場に伏龍がいて今の沢樹の言葉を聞けば、大笑いした後で顔の前で手を振り『ないない。それはない！　そこまで読めるなら、篭城するほど追い込まれてねえって！』と答えたに違いない。

　だが、たとえ本人が目の前で否定したとしても、沢樹延銘と孟旗将軍は、その言葉を信じようとはしなかっただろう。

　沢樹は壁面に張られた侘瑠徒周辺の地図を指差して言葉を続けた。

「我々は敵の裏をかかねばなりません。神流千斗の仕掛ける罠をことごとく見破り、その裏をかいて初めて勝利が得られるのです！」

　孟旗将軍はしばらく腕組みをして黙もつ考こうしたが、やがて大きくうなずいて沢樹を見た。

「わかった。沢樹直裁軍儀官のおっしゃる通りにしよう。兵には苦労をかけるが、これも帝国のためだ」

「賢明な判断です、孟旗将軍」

　沢樹延えん銘めいは鼻の穴をぷっくりふくらませると、会議室の中にいる参謀と指揮官に向かって胸を張って言った。

「では、侘瑠徒攻略は、私の立てた計画通り行います！

　なお、陣地構築中に敵の攻撃を受ける可能性が高い。敵は劣勢であり。少数部隊による波状的な夜襲をかけてくる可能性がある！　警戒を厳にせよ！

　他の部隊の進発の日時については、追って伝令によって指示を出します！　よろしいですね？」

「御ぎよ意い！」

　達たつ智ち砦とりでに居並ぶ参さん謀ぼうと指揮官全員が、声を合わせて返答した。




　臨時の作戦会議を終えて沢さわ樹ぎが達智砦を出発した頃、帝国軍の先発隊はアシャウ谷を抜けて侘タ瑠ル徒トのあるタリム盆地に出る手前で停止していた。

　先発隊が停止している、という報告を受けた沢樹は、伝令にその理由を尋ねた。

　伝令から帰ってきた答えは『正体不明の物があり、万が一を考えて停止した』というものであった。

「正体不明とは、どんなものか？」

「ええと、ですから、正体がわからないものです。荒野の真ん中に赤く塗られた柱が数本立っていたり、色とりどりの布を張った行灯あんどんのようなものが、北域行路の上に並べられております」

　伝令から報告を聞いた沢樹は目を丸くした。

「赤い柱に、布の行灯だと？　何だそれは！」

「何だかわかりません！　前衛隊の司令官は『指揮官の手に余る案件は、すべて沢樹殿の指示を仰あおぐように』というご命令に従って大事をとり、部隊の進出を中止しております！」

「う、うむ、そうだな、賢明な処置だ」

　本音を言えば、先発隊は前進して周辺を捜索し、設営大隊と共にタリム川東岸の砂地に宿営地を確保しておいて欲しかった。

　食糧事情がひっ迫している今の状況では、半日の遅れも許されない。しかし、部下たちに、自分勝手に部隊を動かすな、と厳命しておいたのは自分である。

　こればかりは責めるわけにはいかなかった。

　沢樹は立ち上がって、参謀を呼んだ。

「私は最前線に向かい、その正体不明の品物を見てきます。私が判断しなければ動けないのであれば、仕方ありません」

「御意！　では、視察用の指し車しやを用意させます。しばらくお待ちください！」

「急いでください。すでに予定より、かなり遅れています」

　参謀は一礼して下がった。

　指揮官が乗る指車というのは、二頭立ての二輪の馬車である。

　二輪の馬車は通常の四輪の荷馬車と違って小回りが利きき、馬二頭で引っ張るために速力も速い。

　戦場を縦横に走り回ることができるため、主に指揮官階級の人間が使用していた。

　指車が用意されるまでの間、沢樹はじっと考え込んでいた。

　──赤い柱に、色とりどりの行灯あんどん。

　いったい何の目的だ？　神しん流りゆう千せん斗とは伏ふく兵へいや陥計が得意な男だった。普通に考えれば、それは何らかの罠わなの目印だ。

　だが、わざわざ、罠のある場所を教えるような真ま似ねをするだろうか？

　そこに罠があるとわかれば、当然そこは避けて通る。罠の意味は無い。

　……となると、その避けて通りそうな場所にこそ、罠が仕掛けてあると見たほうがいい。

　その柱は罠に引き込むために作られた、見え見えの囮おとりだ！

　沢さわ樹ぎは大きくうなずいたが、心の中にはもうひとつの疑問が浮かんでいた。

　──いや、私がそう考えることを、あいつは読んでいるに違いない。目印の下に罠は無い、と見破ると、考えているのだ。

　目印の下に罠は無い、と思って、そのまま進むことを計算に入れている可能性もある。いや、そっちのほうが可能性が高いかもしれん……。

　沢樹の頭の中で、思考が堂々巡めぐりを始めたその頃。




　侘タ瑠ル徒トの南側の城壁に、伏ふせ龍たつと晴せい凛りんと燎りよう原げん、そしてミーネが立って、進軍してきた帝国軍の様子を窺うかがっていた。

　晴凛がミーネに聞いた。

「どうです？　動きはありますか？」

　目の上に右手をかざして、じっと南のアシャウ谷の出口を見ていたミーネは首を振った。

「動いてはおらんようだな。兵士どもは全員座り込んでおる」

　ミーネの言葉を聞いた伏龍が、してやったり、という顔で笑った。

「やつら、あの赤い柱と道沿いの行灯にびびってやがるな、遠巻きにして、様子を見ようってところだろう。きっと今夜はタリム川の川岸に野営するに違いない……」

　伏龍はミーネの顔を見て言葉を継いだ。

「ミーネ姫が顔に傷作って持ってきてくれたアレチイバラのトゲが、きっと役に立ちますよ」

　ミーネは目を輝かせた。

「おお、そうか！　苦労して取ってきた甲か斐いがあったな！」

「いずれにせよ小細工にすぎませんが、小細工の積み重ねこそが作戦を成功に導きます。とにかくやれることはやりました。あとは、結果を見ましょう」

　伏龍の言葉を聞いてうなずいたミーネは、視線を再び帝国軍に移した。

「ん？」

　ミーネは怪誇けげんな顔になった。

「どうしました？」

「兵が動き出したぞ。うむ、間違いない。座り込んでいた兵が立ち上がった！」

「どうするつもりでしょう？　進撃してきますか？」

　晴せい凛りんにそう聞かれた伏ふつ龍たつは、顔を上げて西の空を見た。

　太陽はすっかり西に傾かたむき、地平線に近づいている。あと一いつ刻こくほどで、夕日と名前を変えるだろう。

「いや、進撃はしてこない。もうすぐ日が暮れる。今夜の野営の準備に取り掛かるんだろう。あそこから少し下れば、タリム川の川岸だ。下は砂地で水場が近い、という格かつ好こうの野営地だからな」

　伏龍の言葉を聞いた燎りよう原げんが肩をすくめた。

「その野営地に何が仕込んであるのか知っている私としては……帝国軍の歩兵連中に少々同情の念を覚えますな……」

　燈原が、気の毒そうに言ったその頃。

　タリム川東岸の砂地に到着した先発隊と施設大隊は、その砂地の上に厚手の布で作られた天幕を張り始めた。

　帝国軍の天幕は厚手の布で作られており、数本の柱と綱で屋根を支えるようになっている。

　地面には天幕と同じ材質の厚手の布を敷き、その上に毛織物を敷く。

　シムールの包建パイクーと似ているが、さすがに厚手のフェルトのような毛織物を何層にも敷くことはない。

　指揮官階級は、組み立て式の寝台で寝るが、一般兵は毛織物一枚を敷いた布の上でゴロ寝である。

　天幕を張って、地面に布を敷き詰めていた設営大隊の兵士が、いきなり飛び上がった。

「痛てててて！」

　その声を聞いた同僚が声をかけた、

「どうした？」

「何か刺さりやがった……トゲみたいなものだ」

「トゲだって？」

「ああ、この敷き布の下にあったらしい。取り除かないと、この上じゃ寝られねえぞ……」

　その兵士がそう言ったとき、天幕を設営している施設大隊のあちこちから、同じような悲鳴が上がった、

「痛てえ！」

「なんだよこれ！」

「裸足はだしじゃ歩けねえぞ！」

　施設大隊の兵士たちは一旦敷いた布をはがし、砂地の中を探さぐってみた。

　すると、何十何百という、アレチイバラの小枝が砂の中から出てきた。それも、一箇所ではない。川岸の砂地全体に、トゲがついた小枝が敷き込まれていたのだ。

　この報告を受けた沢さわ樹ぎは、思わず手に持っていた帳面を机の上に投げつけた。

「なんという……姑こ息そくなことを！　おのれ神しん流りゆう千せん斗とめ！」

　結局、先遣部隊の後にやってきた本隊は、砂地から、石がごろごろ転がっている荒れ地に野営地を変更せざるを得なかった。

　寝心地ごこちのよい砂地と違って、荒れ地は石の凸おう凹とつが直接背中に当たる。そんなところに野営すると知った兵士の間に怨えん嵯さの声が満ちた。

　やがて、太陽が西の地平線に近づき、空が茜あかね色に染まり始めた頃、兵士たちは小隊ごとにまとまって、食事の用意を始めた。

　沢樹はタリム川の水をあらかじめ用意していた毒見用の犬に与え、何ともないことを確認してから兵士の炊事に水を使うことを許した。

　中隊ごとに糧食が配られ、石を積んだかまどの上に大きな鍋なべが置かれ、あちこちで炊事の煙けむゆが立ち昇り始めた。

　兵士にとって唯一の楽しみ、それは食うことである。

　一日歩いて腹を減らした兵士たちにとって、腹いっぱい飯が食えることはなにものにも代えがたい快楽なのだ。

　鍋の中に米と干し肉、塩が入れられ、煮立ち始めたそのとき。

　ドカン！

　突然、かまどの中で轟ごう音おんを立てて薪まきが爆発した。

　その衝撃で、鍋がひっくり返り、こぼれた水が火にかかって、白い湯気を上げる。

「うわ！　何だ何だ！」

「どうした！　何があった！」

　驚き騒さわぐ兵士たちの目の前で、別のかまどが「ドカン！」という音を立てて爆発した、

　爆発はその二つだけではなかった。あちこちのかまどが轟音と共に爆発し、ひっくり返った鍋の中身が火を消した。

　かまどの灰の中にぶちまけられた雑炊を見た兵士たちの問に、絶望のため息が広がった。

「どうすんだよ、今日きようの晩飯」

「仕方ねえ、また貰もらってこようぜ。事情を話せば、もう一度くらい配給してもらえるだろう」

「駄だ目めだったらどうすんですか？　分隊長……」

「そういうときは、行動食かじって寝るしかねえな」

　兵士たちは心の底からがっかりした顔で、うらめしそうに火が消えたかまどを見つめた。




　侘タ瑠ル徒トの城壁に立って、帝国軍の炊事場を見ていた燎りよう原げんがつぶやいた。

「炊事の煙の半分ぐらいが白い湯気に変わっていますな……可哀かわいそうに。あのかまどで飯を作っていた連中は、今夜は空腹を抱えて寝ることになりそうだ……。

　寝心地ごこちのいい砂地で寝ようと思えば、砂の中のトゲが邪じや魔まをするから、岩場で寝るしかない。飯を作ろうと思ったら化薬を仕込んだ薪まきが爆発して、鍋なべがひっくり返って飯が食えない。

　初日から、帝国軍の兵士たちには、ずいぶん辛つらい思いをさせることになりますな」

　伏ふせ龍たつはうなずいた。

「ええ、まあ、確かに辛いでしょうけど、そこが狙ぬらい目なんですよ。辛い思いが重なれば、やる気はどんどん下がっていきます……兵士に恨うらみはありませんけど、今の我々にはそこぐらいしか突く隙すきがありません。

　延えん声せいからの情報は入っていませんが、おそらく今頃、敵は延声に備蓄してあった糧食が偽物にすり替わっていたことに気付いているでしょう。

　いかに大軍でも……いえ、大軍だからこそ、糧食不足は致命的です。あれだけの兵士を飢えさせずに長期間戦わせることは、おそらく無理ですね」

　晴せい凛りんはうなずいた。

「帝国軍は短期決戦を挑いどまざるを得ない。食料が底をつく前に、何が何でもこの侘タ瑠ル徒トを落とさねばならない、ということか……きっと、死に物狂いで攻めてくるだろうな……」

「ああ、そうだ。だが、それを食い止めることができれば……膠こう着ちやく状態に持ち込めば、こっちのものだ。やつらは軍を引くしかない。まさしく、ギリギリの戦いになる。この戦いは我慢比べみたいなものだ」

　伏龍はそう言うと、中央広場で焼き肉の用意を始めたアイリーンたちを見て、にやっと笑った。

「夕方になれば、山から盆地へと風が吹く。あそこで焼肉をやれば、その匂においと煙けむりは野営している帝国軍のところまで届くだろう……風も水もありとあらゆるものを使って、敵の五感を刺激するんだ。敵のイライラを誘い、敵の意識の中にある余裕を削けずるんだ」

　総そう督とく府の台所から大きな肉の塊かたまりを持ってきたアイリーンを見て、ミーネが目を輝かせた。

「うおう！　すごい肉じゃ！　晴凛！　あれを焼くのか？」

「ええ、焼いて、その煙を帝国軍に送り付けてやるんですよ」

「よし！　わしに焼かせろ！」

　そう言うが早いか、ミーネは城壁を駆かけ降りていった。

　やがて、あたりに香ばしい焼肉の匂いと、白い煙が漂い始めた。

　山から吹き下ろす風が、その白い煙を帝国軍のほうに運んでいく。それを見上。げて、伏龍は実に嬉うれしそうに笑った。

「はっはっはっはっ！　見ろ！　焼肉の煙が流れていく！　空すきっ腹を抱えた帝国兵のところに！　余裕を失った入間は脆もろい、実に近視眼的に物事を見るようになって簡単に判断を誤るようになる。苦しめ苦しめ！　余裕を無くせ！　目を血走らせて、頭に血を昇らせろ！　それこそが俺の作戦だ！」
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　傍かたわらに立ってその姿を見ていた燎りよう原げんは、胸の中でため息をついた。

　──ここまでくると、嫌いやがらせも極まれりだな。もし、この戦いに負けたら、俺たちは鬼、悪魔、最低の軍隊と呼ばれ、末代まで忌み嫌われるだろう。何が何でも勝たないと何を言われるかわかったもんじゃない。




　一いつ刻こくほどの時間が過ぎた頃、侘タ瑠ル徒トの中央広場で焼かれていた肉の匂においと煙けむりは、そのまま帝国軍の野営地まで達していた。

　かまどの爆発で夕食にありつけなかった兵士たちは、配給係に糧食の再支給を頼み込んでみた。だが、ただでさえ不足していることを知っている補給担当の士官は、その懇こん願がんをはねつけた。

　行動食として備蓄しておいた乾燥させた芋の茎や、固く焼いた小麦のせんべいのようなものを、ボリボリとかじって寝床に入った兵士たちにとって、その匂いは拷ごう問とん以外の何物でもなかった。

　炊事用に拾ってきた薪まきの中に化薬が仕込まれており、夕食の用意ができなかったこと。侘瑠徒から焼肉の匂いが流れてくること。その二つを知った沢さわ樹ぎの表情から、初めて余裕が消えた。沢樹はわなわなと肩を震わせると、手に持った軍ぐん扇せんを地面に叩たたき付けて叫さけんだ。

「おのれ、神しん流りゆう千せん斗と！　貴様の性根がこれほどまでに腐っているとは思っていなかった！　恥はじを知れ恥を！　貴様は練れん涯がい塾の名を汚けがす最低の男だ！　これのどこが軍略だ！　こんなもの、ただの嫌がらせではないか！」

　脳内の語ご彙いの限りを尽つくした沢さわ樹ぎの罵ぼ倒とうは、その後しばらく続いた。

　その夜。一晩中、野営地のあちこちから、空腹を抱えた兵士たちの恨うらみ事と呪じゆ詛そのつぶやきが聞こえる中、指揮官用の豪ごう華かな天幕の下で、専属の料理人の作った料理を食べ終わった沢樹は、食後の果物をつまみながら孟もう旗き将軍に言った。

「私は我が軍が食糧不足であることを、兵士に告げようと思っています」

「なんですと！」

　孟旗将軍は驚いた。

「あ、いや、お待ちください！　兵士にとって、食事の量はそのまま士気に関わります、満足に食わせてもらえないことがわかったら、兵士たちは戦おうとはしません！」

「確かにそうかもしれません。しかし、先程の焼き肉の匂においをかいだとき、私の中にひとつの答えがひらめいたのです………あれはおそらく食糧不足の我々に対する挑発でしょう。ならば、その挑発にのってやろうではありませんか」

　沢樹は皿の上の果物にフォークを突き立てた。

「あの匂いをかいだ兵士たちは、侘タ瑠ル徒トの街に美う味まそうな食い物があることを知ったはずです。つまり、反徒どもは馬車馬の前に人にん参じんをぶら下げてしまったのです。

　私は、すべての兵士に食糧事情がひっ迫していることを正直に告げ、そしてこう付け加えるつもりです。空腹を満たしたければ、敵を倒し敵から奪え、とね」

　孟旗将軍は無言だった。

　──確かにこの男の言う通りだ。飯を食いたければ敵を倒せ、と言われれば、兵士は死に物狂いになるだろう。

　だが、その力はやけくその力だ。ろうそくが燃え尽つきる寸前に大きく炎を立てるように、決して持続するものではない。

　その死に物狂いの力で倒せなければ、次は無い。

　──この男。最後の手段を最初から使おうと言うのか。

　まあいい。どうせ、私が何を言っても、この男は聞く耳を持たないだろう。

　一いち蓮れん托たく生しよう。私はこの男にすべてを預けた。何があってもこの男の言う通り動くしかあるまい。







　朝日が差し込むタリム盆地の中に勢ぞろいした帝国軍の将兵の前に立った沢樹は、兵士たちに食糧備蓄がほとんど無いことを告げた。

　不安そうにお互いの顔を見てざわめく兵士たちを見て、沢樹は胸を張った。

「兵士たちよ！　不安に思うことはない！　君たちの食糧はすべてあの侘瑠徒にある！

　昨夜、君たちもかいだだろう、あの焼肉の匂においを！

　あの城壁の中にいる連中はシムールの手先となって、我が帝国に刃やいばを向けた裏切り者である！　やつらは近隣の村々を襲い、ああやって贅ぜい沢たくの限りを尽つくしている！

　正しき道理は我にあり！　あの反徒どもを攻め滅ぼし、糧食を我が手に取り戻すのだ！」

「うぉおおおおおお！」

　空すき腹を抱えた三万の兵士のやけくそ交じりの咆ほう哮こうが、平野に響き渡った。







　　　あとがき




　さて『ご主人様は山やま猫ねこ姫４　辺境若じやく輩はい英雄編』はいかがでしたでしょうか？　「見習い」「駆かけ出し」「新米」と続いた晴せい凛りんくんの英雄への道も、少しは形になってきたようで、何とか「若輩」に到達しました。

　若輩者、というのは、右も左もわからない「見習い」とか「駆け出し」とは違います。

　経験が浅いながらも、一人ひとりで仕事ができるようになった人間のことを指します。

　さて、今回、晴凛の手ほどきで、ミーネ姫が弓を習うシーンがあります。

　弓矢というのは実にポピュラーな武器で、誰でも知っています。原理が単純で、ライフル銃や機関銃などと違い、専門知識が無くても理解できますから、説明する必要がありません。しかし、実際に弓を引いたことがある人の数、となると激減します。

　ピストルや銃はグァム島などでも撃てますので、海外旅行のついでに撃つ機会があるのですが、アーチェリーにしろ和弓にしろ、弓を射る機会はめったにない、というのが正直なところです。

　私は弓というよりも射撃の専門家でしたが、射撃というのは面白いもので、そのほとんどがメンタルな才能で左右されます。

　警察学校に入学して、生まれて初めての拳銃射撃で、いきなり中央の黒点に何発も命中させる人間が実際にいます。

　当然、経験も何もありません。条件は誰もが同じです。同じように教え、同じように構えさせ、同じように撃たせても、当たる人間と当たらない人間が出てくるのです。

　弓の場合は当然弓が引けるだけの腕力や背筋力を必要としますが、たとえそういった筋肉を鍛きたえても、それだけで矢が当たるようになるわけではありません。

　剣術や柔術、空手という武術に求められるのは「速さ」です。相手よりも速く剣を振り、速く技をかけ、速く突くことが求められます。しかし、弓の場合は、速さではなく正確さが求められます。速さを構成するのは運動神経と筋肉量です。繰り返し練習を重ね、この二つを磨みがき、達人になるにはそれなりの時間を必要とします。しかし、弓や射撃の場合、そういった時間を必要としません。必要なのは持って生まれたセンスなのです。

　私の書く物語の主人公は、基本値が普通の人と変わりません。四巻までお読みになってくれた方なら、その辺のことはおわかりだと思いますが、いわゆる主人公補正がほとんどありませんので、なかなか英雄になれません。晴凛の弓の腕をいささかチート技っぽく感じる方がいらっしゃるかもしれませんが、その辺は作者から主人公への、せめてもの贈り物だとお考えくだされば幸いです。

　私は、英雄というのは最初から英雄になるべくして生まれてきた人間のことではないと思っています。必要なときに、必要なことをした人間。それができる人間なら、誰でも英雄になれるのだと思います。

　晴せい凛りんくんが、この後「人並み」「中堅」と出世して最後に「天下無双」まで行けるかどうか、シリーズが続くかどうか。それはひとえに私の頑張りにかかっております。どうか、この先も楽しみにしていただければ、と思います。

　さて、今回も、さまざまな方にご協力をいただいております。

　まずは、元気なミーネ姫や、それに振り回される晴凛。そしてどう見ても悪役にしか見えない伏ふせ龍たつに、魂を吹き込んでいただきましたイラストレーターの春日かすが歩あゆむさん。そして、キャラクター描写の加筆をお願いした椎しい出で啓けいさんと、物語の構成と帝国軍の編成などの描写についての加筆をお願いした銅あかがね大だいさん。それから、またもや年末年始に仕事をさせてしまった、担当の高たか林ばやしくん。

「弩ど弓きゆう」の資料として、展示品のクロスボウを貸し出していただいた、鎌倉の武器屋、じゃなかったお土産みやげ屋さんの「山さん海かい堂どう」の方々。

　こういった方々のご協力を得て、この本が出せたことを、心より感謝します。




（いつもの、というのはけなし言葉であると同時に褒ほめ言葉だと思っている）　鷹たか見み一かず幸ゆき
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部に営業所を持つ、零細物語製造業者。

[image: ]




イラスト／春日かすが 歩あゆむ

夢だった挿絵のお仕事で晴れてイラストレーターデビュー。第15回電撃イラスト大賞＜選考委員奨励賞＞受賞。名を伏せて、賞金目当てに再度イラスト大賞応募を目論み中。
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